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　朗報です!!　なななんと、ヒナのおっぱいが大きくなったです!!

　昨日いつもの下着つけたら、きっつきつになってたですよ!!　セリーヌさんに教えてもらった劇的減量薬ダイエツトポーシヨンと、超ちよう集しゆう中ちゆう型がたバストアップ体操が効いたみたいです!!







　……あ、ごめんです。

　二ヶ月ぶりの連れん絡らくなのに、話がいきなりすぎたですね！

　文章は最初のインパクトが大事だって、どこぞの学者が言ってたです。手紙でもエッチな話をはじめに書けば、ハレもテンションあがるかなって思ったですよ。でも、おっぱいが大きくなったのは紛まごうことなき真実なので、安心してもいいですよ？

　ハレが冒ぼう険けん都市を発たってから、もう二ヶ月。ヒナは最近、レベルが25まであがったですよ。あと５レベルでエルドラから出られると思うと、ちょーすごくないですか？

　……ま、ハレに追いつくのはまだ先になりそうですね。

　それでもヒナはもっともっとがんばって、きっとハレに追いつくです！　そしたら一いつ緒しよにいろんなところを冒険するですよ！　目指せ、大陸制せい覇は！

　とにかく、ヒナはおっぱいも修行レベリングも好調なのです。

　ハレのほうは、どうですか？

　砂塵の王国ベルバドには行ったことないですけど、やっぱり暑いですか？　あまりの暑さにハレが干ひ物ものになってないか心配です。あと砂さ漠ばくの町はエッチな誘ゆう惑わくも多いらしいですけど、まさか浮うわ気きしてないですよね？　エッチなことは巨乳美女になったヒナが好きなだけさせてあげるので、それまでは絶対に浮気しちゃダメですよ？

　……うーんと、あとなにか言うことあったですかね。

　いざ手紙を書くとなると、なに書けばいいか謎なぞですね！　とにもかくにも、ヒナはとっても心配してるです。面めん倒どう臭くさがらずに、返事はちゃんと書くですよ！







　ねえ、ハレは今どこでなにをしてるですか？










　親愛なるハレ・エードルンドへ。

あなたのヒナ・ワグナーより♥







第１話　中堅冒険者、ギルドに入団する







１




〝――中堅になったら、ギルドに入れ！〟




　稼か業ぎように慣れてきた冒険者に、熟練冒険者ベテランは口をすっぱくしてそう言う。

　理由は大きくわけて、三つある。

　第一に、収入の安定！

　冒険者は夢ある職業だが、生きていくには稼かせぎが必要だ。ギルドに入ると、自分の稼ぎがふるわなくとも、仲間と稼ぎのリスクを分散することで、安定した収入が望める。

　第二に、修行レベリングの効率！

　高レベルになるにつれ、レベルアップ速度は鈍どん化かする。効率よく修行レベリングをするためには、ギルドに入ってパーティーを組み、効率的に狩かりを行うのが一番なのだ。

　最後に、安全の確保！

　冒険者はレベルアップ速度が鈍化するにつれ、迷めい宮きゆう深層に潜もぐることが増える。深層の魔ま物ものはレベルが高く、もらえる経験値エンビリア量も多くなるからだ。

　一方で、深層の魔物は手て強ごわい。能力値パラメイタの高さはもちろん、毒や麻ま痺ひといった厄やつ介かいな攻こう撃げきを持つ魔物も多い。単独ソロでは対処できない危険が一気に増えるのだ。よって、中堅になると、ギルドに入ってパーティーを組む必要性が増すというわけだ。

　特に大事なのは、やはり最後の理由だろう。

　迷宮には異常事態イレギユラーが多く、仲間がいなければ、危険度が一気に跳はねあがる。だからそこそこ経験を積んだ冒険者は、こぞってギルドに所属するのである。

　それでは。

　ギルドに入らずに単独ソロで迷宮に潜りつづけると、どうなるかというと――




「――――なんでこうなるんだよおおおおおおおおお!!」




　迷宮《大金字塔ピラミツド》の８層。魔鉱石クリスタルの発光する天てん井じように向け、ハレは叫さけんだ。

　そこは、細長い小部屋じみた空間だった。《大金字塔ピラミツド》は基本的に黄色がかった石でつくられており、その空間も石の壁かべと天井にかこまれていた。

　ただし、いくつか奇き妙みような点がある。

　まず、地面が砂なのだ。

　ここまでハレが探たん索さくしてきた《大金字塔ピラミツド》の地面は、硬こう質しつな石でできていた。なのにこの空間の地面だけが、砂漠を埋うめるサラサラの砂になっている。

　次に、宝箱があるのだ。

　細長い空間のさき――行きどまりに当たるその場所に、ぽつんと大きな宝箱がおかれていた。どう考えても、違い和わ感かんのある怪あやしい配置であった。

　そして、なにより奇妙なのは――

（最悪だ、これじゃまるで野菜だよ……）

　宝箱を目前にした砂のなかに、少年が埋まっていることだった。

　もちろん埋まっているのは、ハレだった。

　いや、植わっているといったほうがいいかもしれない。なにしろハレの体はすべて砂に埋まり、頭部だけが出ているため、まるで栽さい培ばい中の野菜のようだからだ。

（ああ、こんなことなら農民にでもなればよかった……）

　わけのわからないことを考えながらも、ハレはこの情けない状じよう況きように頭を抱かかえたくなった。だが腕うでも完全に埋まってしまっているため、それすらできない。

　完全に、油断してしまった。

　二時間前。深層からの帰り道に、ハレは偶ぐう然ぜんここにたどりついた。

　そして、宝箱を発見したのだ。なぜか地面が砂になっているとか、宝箱の配置があきらかに怪しいとか、不自然な点はいろいろあったのだが、ハレは単独探索ソロプレイの疲ひ労ろうで思考が停止しており、条件反射で宝箱に飛びついてしまった。

　結果、まんまと罠わなにかかった。

　宝箱目前の場所に、小型級モンスター《蟻地獄アントリオン》が待ちぶせていたのだ。

《蟻地獄アントリオン》は砂漠でもよく見かける巨きよ大だいな甲こう虫ちゆうのモンスターだ。砂にひそんで獲え物ものを流りゆう砂しやに引きこみ、体の自由を奪うばったあとに捕ほ食しよくする――厄介な魔物だ。

　ハレは流砂に引きこまれつつも、動きを封ふうじられる前に《蟻地獄アントリオン》を倒たおせたため、喰くわれはしなかったが、そのときには全身が砂に埋もれ、脱だつ出しゆつ不可能な状態となっていた。そしてどうにもできないまま、いまに至るというわけである。

（あれ、もしかして…………）

　自然の砂すな風ぶ呂ろに入れてラッキー、なんて最初は思っていたのだ。

　だがこうも長時間になると、さすがに焦あせりも出る。ハレがいるのは迷宮の８層で、そこまで深い層ではないが、偶然だれかが通りかかる確率は低い。

（…………僕ぼく、やばい？）

　もしかしなくともやばいな、と内心でツッコむ。

　大げさでもなんでもなく、生命の危機だ。餓が死しするのか、魔物の餌えさになるのか。それはわからないが、このままいけば自分は死ぬことになろう。

「し……死んでたまるかああああああ――――――――ッ!!」

　自身の窮きゆう地ちにようやく気づき、砂中の体に力をこめる。

　だが手も足も、ぴくりとも動かなかった。まとわりつく砂は重く、すさまじい圧力で全身を拘こう束そくしていた。散々もがき――だが、結局どうもできずにうなだれる。

（終わった……人生が終わってしまったよ）

　自力での脱出は不可能。助けもこない。完全に詰つみだった。

　だがハレがすべてをあきらめ、死を覚かく悟ごせんとした――そのときだった。




「……あらあらぁ？」




　声が、聞こえた。竪たて琴ごとの音色のように澄すんだ声は、慈母神イーレイを連想させた。

　美しい響ひびきのその声に、一いつ瞬しゆんハレは自分がすでに命を落とし、天上界ヴアルハラに導かれたのではと思った。だがすぐに自分が生き、まだ肉の体を持っていることを認にん識しきする。

　そして、美しい声に導かれるように顔をあげると――

（慈母神イーレイじゃ…………ない）

　十Ｍメイルほどの距離に、美しい少女がいるのを見つけた。

　おそらくは、ハレと同年代の少女だ。

　聖職者然とした紺こんを基調にした衣服、そして両手で大切そうに握にぎっている鎚鉾メイスは、彼かの女じよの天職ジヨブが【司祭プリースト】だと示していた。【司祭プリースト】以外の天職ジヨブの者がこのような装備をまとう理由もないからだ。また、頭にちょこんとのる丸まる帽ぼう子しが妙みように愛らしかった。

　外見だけで、おっとりとした柔にゆう和わな少女だろうと想像できる。……もっとも、女を見る目には自信がないので、清せい廉れん潔けつ白ぱくをよそおった悪女の可能性もあるが。

　とにもかくにも。

　確かなのは、自分は彼女に助けを求めるしかないということだった。

「そ……そこのきみ、助けてくれ！」

　声をあげると、少女はきょとんとハレを見た。

　やがてゆっくりと近づいてきて、ハレの目の前にしゃがみこむ。ハレの顔にその整った面おも差ざしを近づけ、目を細めてハレをじっと観察しはじめた。

「あ、あの……助けてほしいんだけど」

　ハレがしびれをきらして、もう一度そう言うと――――

「生首が……しゃべったぁ？」

　少女は蒼水晶ブルークオーツの瞳ひとみを丸く見開き、両手で口をおさえた。

「いや、生首じゃなくて……ふつうに人間！　体が埋まってるだけ！」

　ハレはすぐにそう弁解し、砂に埋まった体へと視線を落とした。

　少女はしかめつらでハレを凝ぎよう視しし、ふうむと考えこむ。

「なるほどなるほど……そういうことねぇ、よくわかったよぉ」

「おお、わかってくれたのか！」

「さすが《大金字塔ピラミツド》の魔物は狡こう猾かつだねぇ。自分を人間だと偽いつわって、メリルが油断をしたところをガブッといっちゃうつもりだ。最近の魔物は怖こわいねぇ」

「おお、わかってなかったか！」

「んー、だけど人の言葉を理解する魔物ってすごいよねぇ？　というか、生首の魔物なんて聞いたことがないけど……新種だったり？　まさか実は食人植物的な魔物で、砂の下には人を捕食する触しよく手しゆがうにょうにょとしてたり……」
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「……しないからね！」

　ハレがツッコむと、少女はきょとんと固まってしまう。

　それから、しばし奇妙な沈ちん黙もくが流れたあと、

「……ボケるのもつかれたことだし、そろそろ助けてあげますかぁ」

「え、嘘うそでしょ!?　命の危機におちいって一度は人生あきらめるほどに絶望し、切実に助けを求めていた僕に対して、きみはいままでボケてたの!?」

「笑いは………………世界を救う？」

「かっこよさげに言ってるけど、まったく意味わからないよ！」

　少女と議論をするのがバカらしくなり、ハレはため息まじりに、

「すみません……お願いだから、いますぐ助けてほしいです」

「はいはぁい、このメリルにドンとまかせてねぇ！」

　少女はどこか間のぬけた声で言い、ドンと胸をたたいた。

　この少女に助けを乞こわねばならない自分が、無む性しように情けないハレなのだった。




　――三〇分経過――




「生きてるー！　ありがとう、助かったよ！」

　ハレは体から砂を払はらいのけながら、少女に礼を言う。

　少女の協力でハレは無事に砂から抜ぬけ、二本の脚あしで地面に立っていた。

「いえいえ～、冒険者は助けあいってやつだからぁ」

　少女は独特のゆるい笑えみをうかべ、手まねきのような仕草をした。

　故郷にいるとき、近所のおばちゃんがよくしていた謎の仕草に似ていた。

「えっと……僕は駆かけだし冒険者のハレ・エードルンド。あらためまして、今日は本当にありがとう！　きみの名前……訊きいてもいいかな？」

　さきほど少女が自じ称しようした名を思いだし、そう訊たずねる。

「メリル……メリル・トゥールーンだよぉ。そろそろ駆けだし……ではなくなったかなぁ？　なんだかんだ二年ぐらい単独ソロでやってるから」

「なるほど……けっこう長くやってるんだね」

　この感じでよくぞ今日まで生きのびてきた、と感心した。

「ともかく、これから時間ある？　お礼したいんだけど……」

　自然に誘さそいたかったが、少し挙きよ動どう不ふ審しんになってしまった。恩人に礼をしたいという純じゆん粋すいな気持ちでの誘いだったが、異性を誘うのは緊きん張ちようする。

　大層おどろいたように、メリルは口をわあと開けた。

「え……これってナンパってやつかなぁ？　もしかして酒場で質の悪い麦酒ビールをぐびぐび飲まされたあと、どこか人ひと気けのない場所に連れこまれてめちゃくちゃに……」

「……しないし、純粋にお礼したいだけだよ」

「ナンパをする人は、決まってみんなそう言うらしいけど」

「……そんなに人ひと気けのない場所に連れこまれてめちゃくちゃにしてほしいのなら、僕としてもきみのようなかわいい女の子をめちゃくちゃにしたいという欲求は当然あるわけだけど……今回は本当に純粋な気持ちでお礼をしたいだけかな」

「なるほどぉ、そうやって下心を自ら明かすことで逆にメリルを信用させ、油断したところをガブッとやっちゃう魂こん胆たんだねぇ……やっぱり、最近のナンパは怖いなぁ」

「女性経験のない純じゆん粋すい無む垢くな僕が、そんな高等テクあつかえると思う？」

　メリルはハレをちらと見て、妙に納なつ得とくしたように、

「……それもそうだねぇ、どう見てもどーてーさんだもん」

「いや変なところだけノータイムで納得しないでよ！　むしろそこは全力で否定してほしいところだったよ！　僕、自分に自信がなくなっちゃうなあ！」

「それはともかく、お腹なかも減ったからさっさと行かなぁい？」

「このやりとりきみが始めたことだよね!?　それに、きみさっきも僕を魔物だなんて思ってなかったし、これも別にナンパとは思ってないよね!?」

　ツッコむハレの腕を引き、メリルは微び笑しようとともに歩きだした。

「こうした一見して無む駄だなやりとりにこそ、人生のなんたるかがあるんだよぉ？」

「……なんかツッコんだら負けの気がするので、もうさっさと町に行こう！」

　空にプカプカとただよう雲のように、つかみどころのない少女だった。

　彼女との出会いに期待と不安を抱いだきながらも、ハレは迷宮からの帰路についた。




２




　迷宮都市マターファ。

　砂塵の王国ベルバド中心部にある地下水に恵めぐまれたオアシスの町だ。

　ラクダの隊商による北南貿易が行われ、砂漠の中ちゆう継けい点てんとしてにぎわっている。市場には砂漠原産のナツメヤシやメルシア絨じゆう毯たんのほか、南のエルネシア諸島の果実や工芸品、パラメソス大陸からの宝石や貴金属等、海を渡わたってきた品々もならんでいる。

　また、迷宮《大金字塔ピラミツド》を保有する町としても有名だ。

　ただしエルドラとは違ちがい、都市内に迷宮があるわけではない。《大金字塔ピラミツド》に入るには、都市の北にある冒険者複合施設スフインクスを経由する必要があるのだ。迷宮を保有するというよりは、町に隣りん接せつしているといったほうが正確だろう。

　そんな迷宮都市マターファの北。

　入りくんだ路地のなかに、いま大人気の酒場《果てなきツンデレ亭てい》はあった。




「んんんん……おいひいいいいいい！」

　ぱくぱく。

　もぐもぐ。

　むしゃむしゃ。

　華きや奢しやな体のどこに入るのか。卓たくにならべられた大量の料理は、次々に少女の胃い袋ぶくろに収まっていく。ヒナも大食いだったが、このメリルは桁けた違ちがいの大食漢だった。

（す、すげえ……）

　そのすさまじいまでの食べっぷりに、ハレは驚きよう嘆たんするしかなかった。

　まるで、大食いコンテストでも見ているような気分である。

　料理がメリルの胃袋に消えるたび、美少女店員が「べ、別にあんたのために持ってきたわけじゃないからね」と新たな料理を卓にならべていく。

　この《果てなきツンデレ亭》は少し特とく殊しゆな酒場で、接待してくれる店員がみなツンデレ美少女なのだ。最近マターファで知る人ぞ知る人気の酒場となっている。

　その証しよう拠こに、異国情じよう緒ちよあふれる店内は大満員だった。まだ昼にさしかかったばかりだというのに、席には空きがない。広々とした店内が狭せまく見えるほどの盛せい況きようぶりだ。店員たちも客の対応に追われ、店内を右へ左へ飛びまわっている。ふだんなら店員に声をかけて会話を楽しむのだが、さすがのハレもこの状況では声をかけづらい。

　それに今日は、心に会話を楽しむ余よ裕ゆうがなかったというのもある。

（好きなだけ食えなんて言うんじゃなかった……）

　いきなりの痛い出費に、頭を悩なやませていたからだ。

　礼をするとは言ったが、少女がこれほど食べるとは思わなかった。

（ま、いっか……）

　幸せそうに料理にかぶりつくメリルを見て、ハレはくすりと笑う。

　ヒナのことを思いだしたのだ。一週間前にワグナー商会を通じてもらった手紙によると、彼女もがんばっているようだった。自分もがんばらねばと思う。

（あれから……少しは、前に進めてるよな）

　ヒナと別れてからの二ヶ月は、長いようで短かった。

　愛したものを殺してしまう呪のろい【黒死蝶の偏愛プシユケピーリア】を解くために、ハレはまず上級職へのクラスアップを目指すと決めた。上級職になれば保有スキルが強化され、自身の持っている呪いを捨てられるようになるかもしれないと思ったからだ。

　ただし上級職になるには、レベル[image: ]に達することが条件。そのためハレはこのマターファに来て以来、《大金字塔ピラミツド》で一心不乱に修行レベリングを続けていた。

（レベルも……確実にあがってるし）

　すっと銀手甲ガントレツトのなかをのぞきこみ、刻印ルーンを確かく認にんする。




　レベル[image: ]　天職ジヨブ：魂喰らいスキルイーター

　筋力：Ｅ　耐たい久きゆう：Ｄ　敏びん捷しよう：Ｄ　魔力マナ：Ｅ　幸運：Ｅ




　まだ、クラスアップのレベル[image: ]は遠い。

　だが二ヶ月でレベルが20あがったと考えると、上出来だろう。ハレ自身の努力はもちろん、逆境での成長を促そく進しんするスキル【逆境開花イロアグロウス】のおかげだった。

（ただ、そろそろつらいんだよなあ……単独ソロでの修行レベリングも）

　単独ソロは修行レベリングの効率が悪いうえ、精神的な疲労も半はん端ぱではない。

　このまま単独ソロでの修行レベリングを続けるのは、正直つらかった。

（ギルドに入って、効率的に修行レベリングしたいなあ……）

　この調子で修行レベリングを続けても、上級職になれるのはさきのこと。

　ギルドに入れば、もっと効率よく修行レベリングし、クラスアップを早められるはず。仲間もできるため、今日のように罠で死にかけることもなくなろう。

（だけど、呪いがあるから厳しいよなあ……）

　今回のように一時的なつながりならば、問題はないのだ。

　呪いが発動するには、それなりの時間がかかる。呪じゆ印いんが現れたとしても、すぐにハレが離はなれることで死の呪いはおおむね回かい避ひできるからだ。

　だがギルドでの長期的な付きあいとなると、話は別だ。死の呪いが発動する危険は、否いや応おうなしに高まる。個人間のつながりが薄うすく、割りきったギルドならば問題ないのだろうが、そんな都合のいいギルドが、そうそう見つかるわけもない。

「そういや……メリルは、ギルドに入ってないのか？」

　彼女が単独ソロだと言っていたことを思いだし、ふと訊たずねた。

　話を聞いたときから疑問だったのだ。メリルのような少女が単独ソロで迷宮に潜っているのは、不自然だった。特に【司祭プリースト】は支し援えん職しよくで、単独ソロには向いていない。

　ごくり、と。メリルは口内の料理をのみこみ、布で優ゆう雅がに口をぬぐいながら、

「うん、ずっと単独ソロでやってるねぇ」

「めずらしいね、単独ソロだときつくない？」

　迷宮《大金字塔ピラミツド》は特に、単独ソロだとなにかと危険が多い。麻痺や毒などの状態異常攻撃を放ってくる魔物も頻ひん出しゆつするうえに、罠の類たぐいも多いのだ。

「う～ん、いままでなんとかなってきたから……大だい丈じよう夫ぶぃ？」

　だがメリルはゆるい笑みをうかべ、Ｖサインでそうこたえる。

　本当に大丈夫なのかなあ、と。ハレが心配になったその瞬しゆん間かん、突つきだされた彼女のＶサインが酒杯ゴブレツトに衝しよう突とつ、酒杯ゴブレツトは引っくりかえって、麦酒ビールが卓にぶちまけられた。

「あらあらぁ……派手にやっちゃったねぇ」

　まるで他人事のように言い、メリルはマイペースに席を立った。

　そして麦酒ビールがかかった羊肉をぱくりと一口、幸せそうな笑みをうかべた。

「うん……隠かくし味あじの麦酒ビールがよく効いてるかも？」

「……わざとやったみたいに言ってもダメだよ？」

　メリルは何事もなかったように店員を呼びだし、一緒に卓を拭ふきはじめた。

　ハレもしかたなくそれを手伝い、メリルをあきれたように見やる。

「きみ……これでよく単独ソロでやってこられたね」

「気合いがあれば、どうにかなるよぉ？　たまには蠍さそりの猛もう毒どくで二ヶ月くらい意識を失ったり、砂漠のまんなかで麻痺して何日も行動不能になったりはしたけど」

「……どうにかなってないよね、それ」

「いまこうして生きてるんだから、どうにかなってるんだよぉ」

　満面の笑みで言われ、ハレは呆あきれを通りこして感心した。

　やっぱりこの子は大丈夫じゃないな、と確信に似た気持ちを抱く。

「……ギルドに入ったらどう？　きみ【司祭プリースト】だよね？　支援職の女の子って需じゆ要ようあるし、適当にどこかのギルドに入れてもらったら？」

　女性の支援職は、男性の支援職にくらべて受けがいい。

　まあ男としては……むさい男に支援されるより、かわいい女の子に支援されたいと思うのは当然。メリルほどの美少女なら、引っぱりだこであろう。

「……ああ、大変!!」

　ハレの話を聞いたとたん、メリルはいままでにない大声をあげた。

「ど、どうしたの……？」

「ギルドの話で思いだしたの！　メリルも単独ソロだときついなぁって思いはじめてたところでね、今日ちょうどギルドの入団試験を受けるつもりだったのぉ！」

「なるほど……でも、ギルドに入るのに試験があるんだ？」

　ギルドからすれば、団員が増えてメリットはあれどデメリットはない。

　入団試験を実じつ施しするギルドなんて、あまり聞かなかった。

「そうなのそうなの。《千夜の楽団》ってギルドなんだけどね、とっても人気で希望者全員は受けいれられないらしいんだぁ。だから試験に合格しないとダメなの」

「《千夜の楽団》って……まさか、あの!?」

　世情にうといハレでも、その名には聞き覚えがあった。

　ガルデニア大陸には、〝七大ギルド〟と呼ばれる七つの有力ギルドが存在する。保有戦力や実績から、大陸最大の七ギルドと判断されたギルドだ。

　そのうちのひとつが、《千夜の楽団》である。

　総団員数一〇〇。本ほん拠きよ地ちはこのマターファ。砂塵の王国ベルバドのギルド序列ランクでは一位を独走し、団長のサラディンをはじめ、上級冒険者が多数所属するトップギルドである。

「そういや……迷めい宮きゆう攻こう略りやくのために、優ゆう秀しゆうな冒険者を集めてるんだっけ」

　トップギルドといえど、迷宮攻略は一ひと筋すじ縄なわではいかないらしい。

　先達が【冒ぼう険けん王おう】しかいないのだから当然だろう。

「そうそう、どうせ入るのなら有名なところがいいって思ったの。メリルも迷宮攻略を目指しているところだし……ちょうどいいかなと思ったりぃ？」

「でも、楽団が集めてるのって……優秀な冒険者、だよね？」

　メリルをちらと見て、ハレは怪け訝げんな顔で訊ねる。

「ふふふ、人を見た目で判断しちゃダメだよぉ？　メリルだって、いままで単独ソロでやってきたんだから。実はすさまじい力を隠している凄すご腕うでだったり……」

「……するのか？」

「しないけど」

「しないのかよ！　実はすごい人なのかと思うだろ！」

　ハレが勢いよくツッコむと、メリルはうれしそうに笑う。

「という伏ふく線せんを張りつつ、のちのち実はやっぱり……」

「す……すごい人だって判明しちゃうのか!?」

「これ以上ないぐらい凡ぼん人じんなんだよねぇ、残念ながら」

「ふつうなのかよ！　回収しない伏線は張らないでくれ！」

「……でも、才能はあると思うんだよぉ？　いまはぎりぎり中堅って実力だけど、レアスキルも持ってるし、《千夜の楽団》で一流の人たちに鍛きたえてもらえば、すぐにうんと強くなれると思う！　パーティー組めば、修行レベリングも楽になるしね」

「話題を雑に投げて、勝手に本線に戻もどるのやめろ！」

　まったくこの子は、とハレは深いため息をついた。

「てか……試験は？　こんな話してていいの？」

「ああ、忘れてた！　えっと……あと一〇分しかないよぉ！」

　店の時計を確認すると、メリルは血相を変えた。

　現時刻は、一二時五〇分。どうやら試験は一三時かららしい。

「と……とにかく、ごはんありがとねぇ！　楽団に入団してこの町にしばらく居い座すわるつもりだから、また会ったときはごはんを食べさせてくれたらうれしいなぁ！」

　言うやいなや、メリルはこれ以上ないぐらいあわてて駆けだした。

　そんな彼女の背を見送りながら、ハレはぼんやりと考える。

（《千夜の楽団》、か……）

　ハレがギルドに求めるものは、ただひとつ。

　修行レベリングの効率をあげ、探索のリスクを下げてくれる優秀な仲間だ。《千夜の楽団》ほどの大ギルドならば、この条件は確実に満たせるはず。

　懸け念ねん材料は呪いについてだが、団員との接せつ触しよくを避さければ、呪いのリスクはさげられる。《千夜の楽団》のような大ギルドなら、団員同士のつながりも薄いはずなので、リスクはさらに下がる。呪いで誰だれかを殺してしまうことはないはずだ。

（悪く……なさそうだよな）

　この《千夜の楽団》こそ、自分が求めたギルドなのではないか。万が一のときには、ギルドを脱だつ退たいすればいい。入団のデメリットは見当たらない。

　ハレは一瞬のあいだに、目まぐるしく思考をめぐらせ――

「……メリル、待ってくれ！」

　ひとつの決断をくだし、店を出る寸前の少女を呼びとめた。

　少女は踊おどり子このようなターンでこちらを振ふりかえり、ひょこと小首をかしげた。




３




「ハレ、急いで急いでぇ！」

「ま……待ってくれよ！」

　メリルに遅おくれ、ハレは広場から冒険者複合施設スフインクスに飛びこんだ。

　マターファの冒険者複合施設スフインクスはエルドラと異なり、獅し子しの体と人の顔をもった美しい生物《王獅子スフインクス》をかたどったものとなっている。地底生物学上は魔物に分類されるものの、王の墓を守る番人として信しん仰こうの対象にもなっている聖せい獣じゆうだ。

　一方でその設備は、エルドラのカテドラルとあまり変わらない。《王獅子スフインクス》の胸むな元もとの出入り口から入ると、きらびやかなホールが視界に広がり、その奥おう部ぶに冒険者統一協会ソサエテイの受付ロビーがある。そして武具屋や道具屋、趣おもむきは違うものの公衆浴場も完備している。

　エルドラと違う点は、おもに内装だろう。カテドラルでの静せい粛しゆくな荘そう厳ごんさとは違い、冒険者複合施設スフインクス内部の壁や天井には、金銀の華か美びな装そう飾しよくがほどこされている。まるで王宮ではと思うほどの派手なホールは、各地から観光客が訪おとずれるほどの豪ごう勢せいさだ。

　そんな豪ごう華か絢けん爛らんなホールを、ハレはメリルとともに突っきっていく。

　だが、冒険者が忙せわしなく行きかうホールの中心部で――

「……？　どうかしたのか？」

　目の前を駆けていたメリルが、ぴたりと立ちどまった。

　なにごとかと覗のぞきこむと、メリルの顔はひどいしかめ面つらだった。

「ここが集合場所だったと思うんだけどぉ……」

「だけど…………？」

「どうしてかなぁ……誰もいないんだよねぇ」

　メリルはきょろきょろとあたりを見回し、首をかしげた。

「え、この場所であってるのか？」

「うん、銅像の前で間ま違ちがいないはずだよぉ？」

　かたわらの銅像を見あげ、メリルは眉まゆをひそめた。

　男性剣けん士しの銅像だ。高さ一Ｍメイルほどの台座のうえに、身みの丈たけ二Ｍメイルほどの本体がのっている。重じゆう厚こうなその装備は、砂塵の王国ベルバドの精せい鋭えい騎き士し団だん《白しろ薔ば薇ら騎士団》のものだった。

「でも……一三時集合なんだろ？」

　現時刻は、ちょうど一三時。誰もいないのは不自然だ。

　大手ギルドなのだし、受験者もハレたちだけってことはあるまい。

「………………あ、そうだったぁ！」

　しばし頭を悩ませていたメリルがふいに、ポン、と手をたたいた。

「……？　なにか思いだしたのか？」

「うん！　一三時集合じゃなくて、一四時集合だったのぉ！」

　根本的なところから間違っていたと、さらりと告白する。

「………………え？」

「確か一四時集合だって聞いて、一三時には出ないと間にあわないぞって思ってたんだけど、それを一三時集合と勘かん違ちがいしちゃったみたいで……てへへ」

「てへへじゃないよ！　本当にきみ大丈夫……じゃないね」

　認めるほかあるまい。この子はいろいろと大丈夫じゃない。

　不幸中の幸いは、取りかえしがつくほうに時間を間違えたことか。

「ま……適当に座すわって待つか」

「うん、そうしよっかぁ」

　彼女に文句を言うのも不毛な気がして、ハレはそう提案した。

　ロビーのすみに移動し、二人は壁にもたれかかるように腰こしをおろす。

　ここまで急いできた羽休めとばかりに、二人に沈黙が訪れた。

（…………ん？）

　ふいに顔をあげると、メリルが彼女らしからぬ表情をしていた。

　なんだかとても――やるせない、という顔だった。出会ってからずっと柔和な笑みをうかべていた彼女からは、とても想像できない悲ひ哀あいに満ちた表情だった。

　彼女の視線のさきには、さきほどの騎士の銅像があった。

　よく見ると、像はかなりボロボロだった。全身が朽くちて、腕や脚の各部が欠けている。おそらくは偉い人じんの像なのだろうが、なぜこんな状態なのだろう。

「なあメリル、これってなんでこんなにボロボロなんだ？」

　びくっ、と。メリルは、おどろいたように肩かたを震ふるわせた。

　だがすぐにふだんのゆるい笑みをうかべ、ハレに笑いかけた。

「ああ、これは……しかたないんだよねぇ」

「しかたない……？」

「この像は、王国の騎士団……《白薔薇騎士団》の元団長の像。昔の騎士団は王国の名めい誉よのためにって、迷めい宮きゆう攻略にとっても力をいれててねぇ。この像の人……アベル・サリールはそのときにすっごい功績をあげて、記念にこの像が建てられたの」

「なのになんで……いまはこんなあつかいを受けてるんだ？」

　訊ねると――メリルはやはり、複雑な表情をした。

　それからこくりとうなずき、この銅像の逸いつ話わを聞かせてくれた。




　――アベル・サリール。

　かつて、英えい雄ゆうと呼ばれた男だった。

　かねてから功績をあげていた彼かれは、いまから五年前に王から《大金字塔ピラミツド》の攻こう略りやくを一任された。そして踏とう破は層を日々更こう新しんし、輝かがやかしい実績をあげつづけた。

　だが、そんなある日。

　いつものように迷宮から帰き還かんした彼は、王に奇妙な報告をした。




〝迷宮の奥おく深ふかくで……わたしは美しい青空を見たのです！〟




　にわかに信じがたいこの報告が、彼の悲劇のはじまりだった。

　迷宮のなかに青空がある――いくら英雄の言葉でも、簡単に信じられることではなかった。王もその臣下も、そして噂うわさで伝えきいた国民も、これには首をかしげた。

　アベルに自身の話を証明させるため、王はアベルに王家の秘宝《魔導鏡メモリーミラー》を与あたえた。それは魔力マナを流しこむことで、映したものを記き憶おくさせられる魔ま法ほうの鏡だった。この鏡に迷宮の青空を記憶させ、証拠として持ち帰れということだった。

　アベルはそれを快かい諾だくし、ふたたび迷宮へと潜った。

　王も民も、アベルの帰りを心待ちにした。

　だがいつまで経たっても、アベルは戻らなかった。

　やがて民衆のなかに、「アベルはホラ吹ふきだ」と言うものが現れた。迷宮内に青空など存在せず、すべては功績ほしさのアベルの虚きよ言げんだったのだと。

　そんな人々に対し、多くの民衆はアベルを擁よう護ごした。アベルの話はあまりに荒こう唐とう無む稽けいだったが、それでも多くの人々は国の英雄を信じていたのだ。

　だが、民衆の期待は――

　奇くしくも、ついに帰還した英雄自身に打ちくだかれた。

　迷宮から帰還したアベルは、瀕ひん死しの重傷を負っていた。治ち療りようを受けるようにと周囲から言われながらも、アベルは重体のまま王に謁えつ見けんを申しでた。

　そして、アベルは王に告げた。




〝証拠は持ち帰れませんでした。すべてはわたしの考えた嘘だったのです〟




　そもそも迷宮に青空など存在しなかったのだ、と。

　突とつ然ぜんそう言われ、王は困こん惑わくした。アベルに詳くわしく事情を訊ねようとした。だがすぐに治療を受けなかったせいか、アベルは詳しい事情を話す前に息を引きとった。そのために彼の口から、詳しい事情が語られることはなかった。

　アベル亡なきあと、話のすべてが民衆に伝わった。すべては嘘――つまり、迷宮のなかに青空はなかったのだ。アベルはやはりホラ吹きだったのだ、と。

　気づけばアベルは、《ホラ吹き団長》という不ふ名めい誉よな名で呼ばれるようになった。そして彼の銅像は、いつしか誰からも手入れをされなくなっていた。




「――――へえ、そんなことがあったのか」

　英えい雄ゆう譚たんの類が大好きなハレは、つい聞きいってしまった。

　英雄アベルから一転して、ホラ吹き団長。この逸話が真実ならば、せっかく積みかさねてきた名誉と信しん頼らいを、アベルは自身で壊こわしてしまったことになる。

「どうしてそんな嘘をついたんだろうな？　もう十分に功績をあげて、英雄なんて呼ばれてたんだろ？　やっぱ功績をあげなきゃってプレッシャーかな？」

　ハレが何気なく訊ねると、メリルはふたたび彼女らしからぬ顔をした。

　どこかやるせないというその顔のあと、いつもの笑みをつくる。

「それは……きっと誰にもわからないねぇ。でもメリルは、そもそもアベルは嘘をついてなかったと思うの。本当に迷宮で空を見て……だけど、見てないと言わなきゃダメな理由があったんだってね。アベルが嘘をつく理由なんてどこにもないから」

「本当に、迷宮に青空があるって……？」

　メリルは迷いなくうなずき、埃ほこりをかぶった銅像を見あげた。

「メリルがアベルに憧あこがれて冒ぼう険けん者しやになったっていうのもあるけど、きっとアベルは迷宮で青空を見たんだって思う。だからメリルは迷宮を攻略して、アベルの話は本当だって証明したいんだぁ。それがメリルの夢……ううん、目標なの！」

　砂さ漠ばくに咲さく一輪の薔薇ばらのごとく、メリルは力強く笑った。

　掴つかみどころのない彼女のなかに、初めて筋の通った芯しんを見た気がした。

「……なら、今日は合格しなきゃな」

　ハレが微笑ほほえむと、メリルはうれしそうにうなずいた。

　この不可思議な少女のことが少しだけわかった――そのときだった。




　ロビーの空気が、変わった。




　酒場のごとき騒そう々ぞうしさが一転、ひそやかなざわめきに変わる。

　こそこそと密談する冒険者たちの視線のさきには、冒険者複合施設スフインクスの出入り口。その付近の冒険者があわてて道を空け、ここに不似合いな一団が現れた。

　白銀の全身鎧フルプレートを身につけた二〇余ほどの騎士たち。

　王国の精せい鋭えい《白薔薇騎士団》に相そう違いなかった。

　あふれんばかりの風格と気品を全身から放ち、彼らは受付ロビーに踏ふみいってきた。一糸乱れぬ統とう率そつされた集団としての動きのせいか、どの騎士も相当の手て練だれに見えた。

「なんでこんなところに王国軍が……？」

「……迷宮に来たんだと思う」

　ハレの疑問に、メリルが答えた。

「アベルの事件のあと、王国も迷宮攻略に腰が重かったんだけどねぇ。最近はまた、攻略に精力的になってきたみたいなの。今日も深層を目指すんじゃないかなぁ」

「へえ……王国の騎士団が迷宮攻略か」

　ハレは感心し、ロビーを進む騎士団を横目に見つめた。

　騎士団は整然と行進し――しかし、ハレたちの近くで立ちどまった。

（な……なんだ？）

　先頭を歩いていた隊長格の男が、後こう陣じんに停止を命じたらしかった。

　その男は騎士たちと異なり、怪あやしげな風ふう貌ぼうをしていた。

　いや――正確に言えば、男かも定かではない。首から下を漆しつ黒こくの外套マントで完全に覆おおい、顔の上半分を覆いかくす白い仮面をかぶっているからだ。男だと判断したのは、単に背せ丈たけが異様に高かったためである。おそらくは二Ｍメイル、巨人タイタンぐらいの上背はあろう。

　仮面の男はアベルの銅像を見あげ、独特な笑い声をあげた。

「ホヒョヒョヒョヒョ……まだこのホラ吹きの像をおいていたのですか。さっさと撤てつ去きよしろと言っておいたのに、協会の責任者は首にせねばなりませんねえ」




「――――アベルは嘘なんかついてないよ!!」




　仮面の男に対し、どこからか大きな反論の声があがった。

（いったいどこのバカだ……？）

　意見を持つのは大事だが、ここで反論するのはまずかろう。

　国の重じゆう鎮ちんらしき男に喧けん嘩かを売るのは、さすがに身のほど知らず過ぎる。この国にどういう法があるかは知らないが、打ち首でも文句は言えまい。

　ハレはバカの顔をおがんでやろうと、声のほうを見て――

（…………って、メリルじゃん!?）

　そのバカが、相棒のメリル・トゥールーンだと知る。

　メリルは仮面の男に駆けより、その前に堂々と立ちふさがった。

「お嬢じようさん、それはどういうことでしょう？　あの男は自分で嘘だったと白状したでしょう。そして、すべてから逃にげるように死んだ……負け犬ですよ」

　剣けん呑のんな雰ふん囲い気きをだす騎士たちを制し、仮面の男はメリルに訊ねた。

　威い圧あつするかのように、不気味な仮面でメリルの顔をのぞきこむ。気持ちが悪いほどの猫ねこなで声ごえが奇き妙みような風貌と仕草とあいまり、男の不気味さを助長していた。

「違う！　アベルは逃げたんじゃなくてきっと……」

　男のすさまじい威圧感に気おされ、メリルの声が小さくなる。

「逃げたのではなく……なんでしょうか？　嘘をついていないのに、嘘をついたという理由がどこにあるのです？　お嬢さんはアベルについて、なにを知っていると言うのです？　当時から王宮にいたわたくしよりも詳しいと言うのでしょうか？」

「そ、それは…………だって、メリルは！」

　メリルは口ごもり――しかし、それでも反論しようとした。

　だがそこでハレはメリルに駆けより、あわててその肩をつかんだ。

「メリル……もうやめとけ」

「で、でもぉ……！」

　反論したげなメリルをいさめるように、ハレは言葉をついだ。

「いまおまえがなにを言おうと、しょせんは口だけだ。アベルの汚お名めいをそそぎたいなら、迷宮を攻略して実際に見るしかないんだよ……青空ってやつをな」

　ハレのその言葉に――メリルは悔くやしげに唇くちびるを噛かみしめ、うつむいた。

　ハレの言うとおりだと理解したのだろう。

「ホヒョヒョヒョ、夢を見るのは勝手ですがねえ……ま、お好きなように」

　仮面の男は身をひるがえし、騎士たちに行進の再開を指示した。

　背を向けて次し第だいに遠ざかる王国軍を、ハレたちは苦々しげに見送った。




４




「ごめんねぇ、ハレにまで迷めい惑わくかけて……」

　長くつづいた沈ちん黙もくを、メリルがふいに破った。

　二人はふたたびロビーのすみに陣じん取どり、壁かべに寄りかかって座っていた。

「別にいいけどさ、よっぽどアベルが好きなんだな」

　いくら彼かの女じよが常識知らずでも、王国の重鎮らしき男に反論するのは、さすがにまずいとわかるはず。よほどアベルを好きでなければできないことだ。

　素す直なおに感心するハレに、メリルは気まずそうに頭をかき、苦く笑しようした。

「う……うん、やっぱりずっと憧れてたから。それにあの人……ハッターさまには黒い噂が多くて、ああ言われると反論したくなっちゃったの」

「そうか……やつが《三貴人》のハッターだったのか」

　ハレはその名を聞き、男の正体に思いあたる。

　――《三貴人》。

　砂塵の王国ベルバドに存在する三人の国王直属親衛隊の通つう称しようだ。彼らはそれぞれハッター、ネズミ、ラビットの名で呼ばれ、この国で王に次ぐ権力を持っている。

　メンバーの全員がいつも白い仮面をつけ、その素す顔がおは見たものはいない。その素す性じようも謎なぞにつつまれており、五年前に突とつ如じよこの国に現れ、王に親衛隊として取りたてられたのだ。貴族からの反対をも強ごう引いんに払はらいのけ、王がその地位につけたらしい。

　現在は王に代わって国政までしきっていることから、王はなにかの能力で操あやつられ、傀かい儡らいに成りはてたのではともっぱらの噂だ。最近は税が極きよく端たんに重くなり、取りたても乱暴で手段を選ばなくなったため、国民からの評判はよくない。

　なによりハレにとって重要なのは、彼らが裏で――

（……《暁の涅槃ニルヴアーナ》とつながっている）

　そんな噂がまことしやかに、流れていることだった。

　ハレは修行レベリングの合間に《暁の涅槃ニルヴアーナ》の情報も集めていた。そのなかで《三貴人》とのつながりの噂を聞いたのだ。真実は定かでないが、注意すべきなのは間違いない。

（迷宮攻略を目指しはじめたのと、なにか関係あるのか……？）

　王国は最近になって、ふたたび迷宮攻略に乗りだした。ハッターたちがここに来たのも、そのためだろう。この動きは《暁の涅槃ニルヴアーナ》と関係があるのだろうか。

「ハレ、どうかしたの？」

「い……いや、なんでもない。そろそろ時間だな」

　考えていると、集合時間が間近になっていた。

　アベル像の前にも、気づけば一〇〇人をこえる冒険者が集まっている。一見してやり手だろうとわかる風貌のものが多い。《千夜の楽団》は、上級冒険者が多数所属する一流ギルド。生半可なものは受験しようとすら思わないのだろう。

　長期間におよぶ修行レベリングで、ハレも実力には自信を持ちつつあった。だがこの受験者の面々を見ると、場ば違ちがいな場所に来てしまったのではと怖おじ気けづいてしまう。

「そうだねぇ、がんばっていきまっしょい！」

　だがメリルの変わらぬ笑えみに勇気づけられ、心を落ちつけた。

「……だな、合格するしかないよな」

　いまさら自分の実力は変わらない。やれることをやるしかない。

　ハレが覚かく悟ごを決め、握にぎり拳こぶしをつくった――そのときだった。




「――《千夜の楽団》入団試験の受験者たち、ちゅうも～くっ☆」




　ふいに、溌はつ剌らつとした少女の声が受付ロビーに響ひびいた。

　集つどっていた人々が、一いつ斉せいに声のほうを見る。

　銅像の台座――その上に、幼い少女が立っていた。小人ピテイカと同程度の背丈だが、緑がかった髪かみをしている。パラメソス大陸の草原に棲すまう〝草人ウイード〟だろう。歌と踊りが好きなことで有名で、歳としを重ねても外見が成長しない小人ピテイカの近きん似じ種しゆである。

　その背には、矮わい躯くに不釣りあいな《銀の竪たて琴ごと》を背せ負おっている。単に趣しゆ味みで持っている可能性もあるが、おそらく天職ジヨブが【吟遊詩人バード】系の支援職なのだろう。

　注目が集まったのを確認すると、少女はよく通る声で続けた。

「ども～、試験官のアブー・マルスワースでぇっす～！　これからさっそく《千夜の楽団》の入団試験を取りおこなっちゃうよ～！　よろぴくね☆」
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　かわいらしい童顔でウインクする少女に、集った冒険者たちは困惑する。

『あれが……試験官でござるか？』『嘘うそやろ、ガキやん』『うちらを舐なめてるわけ？』

　ざわめきが次第に大きくなり、不満が目立つようになる。

　気持ちはわからないでもないが、見た目で判断するのは早計だろう。草人ウイードは年ねん齢れい不ふ詳しようの種族で、なにより彼女は試験官をまかされているらしいのだから。

「え～、なになに～？　アブーちゃんが試験官だと不満なわけ～？　そういうのってすっごい面めん倒どうだから、文句があるなら最初に言ってね～ん☆」

「おうおう、文句大ありだっつーのォ！」

　さっそく声をあげたのは、身の丈二Ｍメイルはあろう巨人タイタンの男だった。

「なんでてめえみてえなクソガキに、オレさまたちの合否を判定されなきゃなんねえんだよォ！　楽団はオレさまたちを舐めてんのかァ！」

「う～ん……舐めてるのはどちらかというと、きみかな～？　アブーがいくらかわいらしい女の子だからって、さすがにね～？　あれだね……きみは英雄譚だと最初に魔ま物ものに突っこんで、あっけなく死んじゃうモブキャラタイプだね～！　ぷぷぷ☆」

「……ブチ、ッ殺すッ！」

　煽あおりに乗り、男はすさまじい形相でアブーに飛びかかった。

　男は勢いよく拳を繰くりだし――だが、その拳はアブーをとらえることなく、スカッと宙をきった。そこにいたはずのアブーが、突如かき消えていたのだ。

「……!?」

　アブーを見失った男は、首を忙しなく左右に振ってアブーをさがす。

　だが、その姿を右にも左にも見つけられず――

「こっちだよ～ん☆」

　次の刹せつ那な。アブーは真上に現れ、男の背を勢いよく踏みつけた。

　ウゲッ!!　と。首を絞しめられた鶏にわとりのような声を出し、男は前のめりに倒たおれこんだ。アブーにそのまま足あし蹴げにされ、なんとも無様な格好になる。

「くそっ……調子乗んなよガキァ！　いますぐオレさまの上から……」

　わめく男は――だが、そこで言葉をとぎらせた。

　その首元に、鋭えい利りな湾曲短剣ジヤンビーアを突きつけられたからだった。




「本当の戦いだったら……きみ、死んでるよ～？」




　アブーの落ちつきはらった声こわ音ねが、静かに響く。

　依い然ぜんとして軽い口調だったが、そこには凍いてつくような冷たさがあった。聞いていた誰もが息をのみ、つい自身の肩を抱だいてしまうような冷たさが。

　その一言で男は茫ぼう然ぜん自じ失しつとなり、硬こう直ちよくしてしまった。遠巻きにしていたハレでさえ、身み震ぶるいしてしまったのだ。そうなってもしかたなかろう。

「ま……アブーちゃんがあまりにかわいいから、実力を不安に思うのもわからないでもないか～！　そんな子たちのために教えると、アブーちゃんはいちおう《重じゆう奏そう長ちよう》のひとりだから。そこらへんよく理解して、言葉づかいには気をつけよ～ね☆」

『え、まさかあの……』『このガキが幹部やて……!?』『確かにこの実力なら……』

　アブーの言葉に、冒険者たちは一様におどろきの声をあげる。

　――《重奏長》。

《千夜の楽団》には上級冒険者が多数所属するが、なかでも幹部の《重奏長》は別格と聞く。まさか彼女がその《重奏長》だとは、ハレも思わなかった。

　彼女が幹部と知ると、受験者たちの姿勢が自然とよくなる。

　いまだ茫然とする男を解放すると、アブーは満足気に試験の説明に入る。

「納なつ得とくしてもらえたところで、試験内容の説明で～っす！　内容はいたって単純だよ！　迷宮《大金字塔ピラミツド》の20層に、《千夜の楽団》のギルド基地ベースがありま～す！　そこに本日二〇時までに来てください！　時間内に来られた人は合格、間に合わなかった人は不合格。どうどう？　すっっっごい、シンプルな試験でしょ～？」

　受験者たちが、にわかにざわめいた。

　20層到とう達たつ自体はレベルにして50、第七級冒険者ならば可能な範はん囲いだ。けれどそれを今日の二〇時までとなると、おそらくはレベル70前後、第六級冒険者程度の実力が必要になる。冒険者の平均レベルが35程度と考えると、かなり敷しき居いが高い。

　だが、これは一流ギルド《千夜の楽団》の入団試験だ。

　それぐらいできて当然。できねば入団などさせてもらえるわけもない。みなもそれをわかっているのだろう。反論の声は一いつ切さいあがらなかった。

「……」

　ハレももう、とっくに覚悟は決めていた。

　上級職にクラスアップして呪のろいを解くため、《暁の涅槃ニルヴアーナ》や《三貴人》の動向をさぐるため、自分は楽団に入る必要がある。あとに引くつもりはない。

　メリルも――いや、ここにいるものはみな同じ気持ちなのだろう。誰もが覚悟を決めた表情をしている。みな引けない理由があって、ここに来ているのだ。

「それじゃアブーは基地ベースで待ってるから、ばいば～い☆」

　そう言いのこし、アブーはその場から忽こつ然ぜんと姿を消した。

　それが試験開始の合図となったかのように、受験者たちは一斉に動きだした。迷宮に向け、迷宮20層の《千夜の楽団》ギルド基地ベースに向け、猛もう然ぜんと駆かけだした。

「ハレ、ぜったい合格しようねぇ！」

「……おう、あたりまえだ」

　同じように駆けだしたメリルの背を追い、ハレは迷宮《大金字塔ピラミツド》へと乗りだした。




　合格条件：二〇時までに20層のギルド基地ベースに到とう着ちやく。

　試験、スタート。
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「……はあッ！」

　鋭するどい気合いの声とともに、ハレは剣けんを前に突つきだした。

　剣けん尖せんは寸分違たがわず、目の前のレベル15モンスター《犬鬼コボルト》の腹をつらぬく。二足歩行の獣けもののような外見を持つその魔物は、断だん末まつ魔まの叫さけびを残し、光となって飛散した。

　相手をしていた五体の《犬鬼コボルト》が全ぜん滅めつしたのを確かく認にんし、ハレは右に視線を送る。

「至高至し極ごくの魔力マナよ、浄じよう化かの矢となり、我わが敵をつらぬけ――【聖なる矢ホーリーボルト】！」

　瞬しゆん間かん。視界をまばゆい光が走り、《犬鬼コボルト》の胸を撃うちつらぬいた。

《犬鬼コボルト》は断末魔の叫びもあげられないまま事切れ、光となって消えた。

「よっし、いい感じ！」

【聖なる矢ホーリーボルト】が放たれた場所から、メリルのうれしそうな声が届く。

　いまので彼女が相手をしていた《犬鬼コボルト》も最後だったらしい。湧出ポツプした時点では十体はいたはずの《犬鬼コボルト》は、あたりに一体もいなくなっていた。

「メリル……なかなかやるな」

　見事な【聖なる矢ホーリーボルト】の呪じゆ文もん、そして戦せん闘とうの手て際ぎわのよさに、ハレは感心した。

「えへへ……お世辞はいいってばぁ！」

　メリルは照れくさそうに頬ほおをそめ、おばちゃん臭くさい手招きの仕草をする。

　だがハレの言葉は、お世辞でもなんでもなかった。

　試験開始から約一時間後、ハレたちは迷宮６層にいた。ゴールは20層なので、試験時間の六分の一でここまで来られたと考えると悪くないペースだ。

　戦闘もいまのところ、うまく連れん携けいがとれていた。

　やはり、メリルが想像以上に優ゆう秀しゆうだったのが大きい。ふだんの彼女からは想像できないが、彼女はかなり戦闘に貢こう献けんしていた。彼女のレベルは推定50前後。能力チートで急成長したハレは別として、この齢としでこのレベルに至るには、相当の努力が必要だったはずだ。

　人を見た目で判断してはいけないな、と思い知らされる。

「でも、ハレのほうがたくさん敵を倒してるよねぇ！　メリルより弱っちそうだって思ってたけど、もしかしてレベル70ぐらいあるんじゃない？」

「か……買いかぶりすぎだよ。そして弱っちそうも余計だ」

「あらあらぁ、ごめんなさいねぇ。さすがに70は言いすぎか。まあ……そんなにすごい人なら、《蟻地獄アントリオン》の初歩的な罠わなにかかるわけないもんねぇ」

「は……ははは。ま、あんなしょっぼいミスしないよなあ」

　ハレはそう言い、愛あい想そ笑わらいでごまかした。

　ハレは基本的に、レベルを他人に明かさない方針だった。無む駄だに注目され、詮せん索さくされるのは、いまのハレにとって好ましくないことだからだ。

「とにかく……どうにか20層まで行けそうだな」

「……うん、けっこういいペースだよねぇ」

　二人は雑談もそこそこに、７層へと続く階段に足を踏みいれる。

　階段には魔鉱石クリスタルも少なく、光源は心もとなかった。足もとに注意しつつ、慎しん重ちように階段をあがる。ふだんから冒険者が通っているので罠の心配はなかろうが、それでも迷宮内で薄うす暗ぐらい場所を通るときは、緊きん張ちようと不安で心がざわついてしまう。

「なあ……メリルってなんで冒険者してるんだ？」

　心細さをまぎらわすように、ハレはふと訊たずねた。

「お金を稼かせいで……生きていくため、かなぁ？」

「いや……そりゃそうだけど、それなら冒険者じゃなくてもいいじゃん？　お金を稼いで生きていくのに、なんで冒険者っていう仕事を選んだのかって話」

「えぇ……楽しそうだったから、じゃない？」

　メリルはこまったように視線を泳がせ、首をかしげた。

「そんな適当な理由でいいのかよ……って言いたいところだけど、僕ぼくも似たような理由だからなんも言えないなあ。ま、理由なんてそんなもんか」

「そうだよ、適当でいいの。物事にいちいち理由を求めるようになると、心がつかれてしまうって、メリルのお父さまもよく言ってたもん」

「確かに……ある程度は、直感で生きたほうがいいのかもなあ」

　直感で行動したほうが、結果的にうまくいくことが多い気もした。

「だけど……さすがにきみは、もうちょっと理性的に生きたほうがいいね。王国のお偉いさんにあの態度はまずいっしょ。捕つかまって死し刑けいにでもされるかと思ったよ」

「そ……そんなこともあったねぇ」

　嫌いやなところをつかれたというように、メリルは頭をかいた。

「でも、やっぱりあんなふうに言われたら、アベルがかわいそうだもん。自分の小さなころからの英雄が、《ホラ吹き団長》なんて悪く言われてたら嫌でしょう？」

「そりゃあ……そうだけどさあ。真実は藪やぶのなかなわけだし」

「アベルは元々すっごい冒険者だったんだよぉ？　嘘をつく必要なんてなかったの。きっとなにか理由があって……ホラ吹きって汚名を背負ったんだと思う。そんなわけないって誰もが言うけど……メリルは絶対にそうだって信じてるの」

　力強く言いきるメリルの笑みに、ハレはつい目を奪うばわれてしまう。

　まるで、澄すみきった青空のような笑みだった。アベルが迷宮のなかで本当に青空を見たとすれば、その空もこれぐらい美しかったのかなと思った。

「そっか……じゃあ、空を見るためにがんばらなきゃな」

「うん、だから今日の試験はぜったい合格だよぉ？」

　話が一段落したところで二人は階段をのぼりきり、７層に到達した。

　ここまでのペースは悪くないが、まだまだ安心はできない。深層に行くにつれ、厄やつ介かいな魔物や異常事態イレギユラーも増えるため、おのずと探たん索さくペースも落ちるからだ。

（絶対、合格……か）

　気合いを入れなおすべき場面なのだが、ハレは物思いにふけっていた。

　メリルにとって、今回の試験は想像以上に大事なもののようだ。

（ヒナと出会ったころの僕なら、もっと一いつ所しよ懸けん命めいだったんだろうなあ……）

　徹頭徹尾打算で試験に臨のぞんでいる自分が、無む性しように恥はずかしくなった。

　英雄願望や迷めい宮きゆう攻こう略りやくへの想おもいはいまもなお存在するが、以前ほどのモチベーションはない。二ヶ月しか経っていないのに、以前の純じゆん粋すいな自分が遠く思えた。

　そんな感傷的な思考におちいっていたせいだろうか――

「……キャッ!?」

　メリルに忍しのびよっていた影かげに、気づくのが遅おくれてしまった。

　彼女の悲鳴が聞こえると同時に、ハレは動いた。

　メリルに駆け寄り、足もとに取りついた小さな影を蹴けりとばす。子供ほどの小さなその影は、ハレに側面から頭部を蹴とばされ、球のように吹っとんだ。

　無様に転がったその生物の形は、やはり人の子に似ていた。だが人の子であれば確実に命はなかろう蹴しゆう撃げきを受けながら、それは何事もなかったように身を起こした。

　それは、レベル34の小型級モンスター《喰屍鬼グール》だった。

　土色の肌はだと醜しゆう悪あくな子供のごとき容姿は《子鬼ゴブリン》と似ているが、その能力値パラメイタは桁けた違ちがい。非常にすばやく、小こ柄がらな体からは想像もできない膂りよ力りよくを誇ほこる。また、体色を変えられる厄介な能力を持ち、風景に同化して冒険者を待ちぶせる狡こう猾かつな魔物だ。

　気づけば、二〇をこえる《喰屍鬼グール》の群れに包囲されていた。

　待ちぶせされていたのだろうが、ここまで気づけないとは情けない。

「メリル……ケガは？」

「うん、大丈……いたッ」

　メリルは立ちあがる途と中ちゆうによろめき、そのまま倒れてしまった。

　ちらと視線を送ると、メリルは足首のあたりを手で押おさえ、顔を苦痛にそめていた。どうやら《喰屍鬼グール》に噛まれ、体内に毒を流しこまれてしまったらしい。

「なんとかするから……メリルはそこで休んどいて」

「え、でも……この数を相手にひとりじゃ……」

　メリルは不安げにハレを見あげた。無理だと言いたいのだろう。

《喰屍鬼グール》は、さきほどの《犬鬼コボルト》とはわけが違う。一体でも、平均的な冒険者では手間どる魔物。それが二〇をこえるとなると、討とう伐ばつの難易度は跳はねあがる。レベルが70あったとしても、ひとりで相手をするのは危険な相手なのだ。

「大だい丈じよう夫ぶだから」

　だがハレは短く、有う無むを言わさぬ調子でそう言った。

　メリルは怪け訝げんな表情をしたあと、ふいに目と口をハッと見開いた。

「……ハレ逃げて！」

　メリルの悲鳴と同時に、《喰屍鬼グール》どもが一斉にハレに飛びかかる。

《喰屍鬼グール》の膂力は、平均的冒険者のそれを軽く上回る。もし複数の《喰屍鬼グール》につかみかかられれば、通常の冒険者に抗あらがうすべはない。喰くわれるのを待つだけだ。

　だが、ハレの体に《喰屍鬼グール》の牙きばが届くことはなかった。

《喰屍鬼グール》たちは、空中で一いつ瞬しゆん静止したかと思うと――

「……!?」

　次の刹那――シュババババ、と。

　どこかユーモラスとも言える音とともに、その腐くさった肉の体を四散させた。飛びかかってきた五体もの《喰屍鬼グール》が、一瞬で細切れになっていた。

　肉にく塊かいとなった《喰屍鬼グール》の中心に、ハレは立っていた。

　その腕うでに握られた手甲剣ガントレツトソードからは《喰屍鬼グール》の紫むらさきの体液がしたたっていた。五体もの《喰屍鬼グール》を斬きったときに付着したものだった。

「う、嘘ぉ……!!」

　目の前で起きた一瞬のできごとに、メリルは口をぽかんと開けた。

　信じられない、という顔だった。ハレのあまりに速すぎる剣撃が、五体もの《喰屍鬼グール》を一瞬で斬りたおしたという事実が、目の前の光景のすべてが。

　それもそのはず。ハレはこれまでの探索で、最低限の力しかメリルに見せていなかった。メリルは、ハレを自分と同程度の実力だと思っていたのだろう。

　ハレの力に驚きよう愕がくしたのは、《喰屍鬼グール》たちも同じだった。

　グギィ!!　という奇妙な鳴き声とともに、ハレから後ずさった。魔物がどれほどの感情を持つか定かではないが、その顔にはあきらかに恐きよう怖ふの色がうかんでいた。獲え物ものだと思っていた人間が、自らを狩かる捕ほ食しよく者しやだと知った顔だった。

　そして、次の瞬間――

「……」

　蜘蛛くもの子を散らすように、《喰屍鬼グール》たちは逃げだした。

　それはおそらく、正しい選せん択たくだった。圧あつ倒とう的てき強者のハレと戦っても、むざむざ命を落とすだけだからだ。だがハレは、彼かれらを逃がすほどお人ひと好よしではない。

　人と魔物の戦いは、食うか食われるか。殺やらねば殺られる。彼らがハレを襲おそうことはもうなくとも、他の冒険者を襲うのは間ま違ちがいない。殺れるときに殺るべきだ。

　シュバババ、と。

　ユーモラスで淡たん白ぱくな音が、ふたたび迷宮に響く。

　逃とう走そうを試みた《喰屍鬼グール》たちが、見る見る無残な姿になっていく。

　ばらばらになった肉にく片へんは、溶とけるように光となって消えていった。探索の癖くせで無意識に手加減した《喰屍鬼グール》の一体は、いちおうの原形をとどめていた。

　ハレはそのそばにしゃがみ、体に触ふれ、上位創成語ハイデモテイーズの呪文スペルを唱えた。




「至高の魔力マナよ。憎にくき敵かたきの禍まが魂たまを喰らい、我が血ち肉にくとせよ――【魔霊捕食スキルイート】」




　ハレの声に応じ、魔物の体から魔力マナがあふれた。

　魔力マナは腕を通じ、洪こう水ずいのごとくハレに流れこんでくる。しばしあって魔力マナの流れがとまると、魔物は魔結晶ジエムを残し、光となって消えさった。

　そして、静せい寂じやくが戻もどった。水を打ったような静けさが、迷宮をふたたび支配する。

「……メリル、大だい丈じよう夫ぶか？」

　淡たん々たんとなすべきことをなしたハレは、腰こしをぬかすメリルに手をさしのべた。

　一連のハレの行動になにを思ったか、メリルはまだ呆然としていた。

「あ……う、うん！　ありがとぉ」

　ふいに我にかえると、いつもの笑え顔がおでハレの手をとった。

　だがその頬は赤くそまり、ハレに向けられた瞳ひとみはかすかな熱を帯びていた。




６（PM04:00）




「ハレ……ものすごく強い人だったんだねぇ」

　メリルはあらためてハレを見やり、感かん嘆たんしたように言った。

　迷宮７層。二人は魔物が湧出ポツプしない一角を見つけ、腰をおろしていた。《喰屍鬼グール》に噛まれたメリルの足の状態を確認し、今後の方針を決めるためだった。

「そ……それほどでもないよ。うまく噛みあっただけで」

　メリルの靴くつを脱ぬがせながら、ハレは居い心地ごこち悪そうに頭をかく。

「そんなレベルじゃなかったよぉ？　シュババババってメリルがまばたきする間に倒してたもん！　冗じよう談だんだったけど、本当にレベル70あるんじゃない？」

「ま……まあ、それぐらいかなあ？」

　適当にごまかしつつメリルの足を確認し、ハレは眉まゆをひそめた。

　メリルの足は、思った以上にひどい状態だった。

《喰屍鬼グール》に噛まれた足首が、パンパンに腫はれあがっている。《喰屍鬼グール》は獲物に噛みつくことで毒を流しこみ、動きを封ふうじたのち捕ほ食しよくする。人を死に至らせる毒ではないが、歩くたびに想像を絶する痛みを発する厄介な毒だった。

「これは……試験はあきらめたほうがいいな」

「えぇ、そんなに痛くないよぉ？」

　メリルはふいに立ちあがり、ぴょんと軽く跳とんでみせた。

　その表情は苦痛にゆがんだが、確かに歩けないほどではないように見える。

「《喰屍鬼グール》の毒は体にまわるのが遅おそい。いまは大丈夫でも、あと数分もすれば歩くのもままならなくなる。これから20層に行くなんて無理だよ。すぐに５層まで戻って、《安全地帯セイフテイエリア》で毒がぬけるまで安静にしていたほうがいい」

　彼女の目標を聞いたあとで言いづらかったが、率そつ直ちよくに言った。

【毒回復ポイズンケア】の呪文で治ち癒ゆできればよかったのだが、メリルは残念ながら習得していないらしい。となれば、毒消しをぬって安静にするほかない。

「で、でも……回復薬ポーシヨンとかでごまかせば……！」

「気持ちはわかるけど、今回はあきらめよう。この状態じゃリスクが大きすぎる。入団試験はこれからも行われるだろうし、チャンスは今回だけじゃないさ」

　メリルはすべてを理解し――しかし、納得できないという顔をした。

　しばし迷うようにうつむいたあと、ぼそっと言った。

「メリルのことは……もう気にしなくて大丈夫だから」

「……？　どういうことだ？」

「メリルが一いつ緒しよにいると、ハレに迷惑をかけちゃうと思うの。だから、ハレはひとりでさきに進んで。メリルはメリルなりに、ひとりでがんばるから」

「つまり……ひとりだけで試験を続けるって言うのか？」

　メリルはゆっくりと、だが迷いなくうなずいた。

　いつものようにゆるいその表情には――しかし、強い覚悟が見えた。

「うん、なんて言えばいいか……次はないと思うんだぁ。《千夜の楽団》はもう迷めい宮きゆう攻こう略りやくの間近みたいだし、今回ダメだったら……きっともう間にあわないの」

　次の試験までに迷宮が攻略される可能性を言っているのだろう。

　迷宮攻略が目標のメリルにすれば、確かに簡単にはあきらめきれまい。

「でも、さすがにこの足じゃ……」

「ここであきらめたら、次があってもまたあきらめちゃう気がするの」

　メリルのゆるがぬ覚悟に、ハレはうまく反論できなかった。

　ハレが頭をぽりぽりとかき、どうしたものかと考えていると――




「……誰だれだ!?」




　背後に怪しい気配を感じ、あわてて剣をかまえた。

　だが振ふりかえって声の主を確認し、すぐに臨戦態勢を解いた。

「あなたは確か、《千夜の楽団》の……」

「ども～、試験官を務めているアブーちゃんだよ～ん☆」

　現れたのは、冒険者複合施設スフインクスで試験内容を説明した少女だった。

　アブーは興味深そうにハレたちを見つめ、こちらに歩みよってきた。

「きみたちも受験者でしょ、こんなところでなにをしてるの～？　いま７層なら優秀なほうだけど……さすがにここで油を売る余よ裕ゆうはないと思うんだけどな～？」

「彼女がさきほど《喰屍鬼グール》に足を噛まれてしまって……」

　アブーはメリルの腫れあがった足を見て、合が点てんがいった顔をした。

「ほうほう、それは不運だったね～。毒がまわりきる前に、５層の《安全地帯セイフテイエリア》まで戻るといいよ。試験は残念ながら……不合格決定になっちゃうけどね～☆」

「いえ、まだがんばれますよぉ……！」

　強がって立ちあがったメリルだが、その顔は苦痛にゆがんでいる。

　そろそろ毒もまわり、痛みも耐たえがたいものになってきているはずだ。だがそれでもメリルはぴょんぴょんと跳んでみせ、まだやれるとアピールする。

　ハレはとめてくれと祈いのりつつ、アブーに視線を送る。

　だがメリルの瞳をじっと見つめ、アブーは口くち許もとに笑みをうかべた。

「なるほど……覚悟は決めてるんだね。やめたほうがいい……とは思うけど、アブーにもそれを強しいる権利はない。自己責任になるけど、好きなようにすれば～？」

「ちょ、ちょっと……！」

「はい、ありがとうございます!!　がんばります!!」

　メリルは、満面の笑みでアブーに頭をさげた。

　アブーは軽く肩かたをすくめ、ハレとメリルに背を向けた。

「単にきみがどうなろうと、アブーには関係ないって宣言しただけなんだよな～。それじゃさきに基地ベースで待ってるから、せいぜいがんばってね～ん☆」

　アブーはそう言ったが最後、目の前からかき消えた。なんらかのスキルだろう。

「本当に、続けるつもりなのか……？」

「うん、どうにかがんばってみるよ！」

　メリルはいつものゆるい笑みで言い、しかし「あっ」と付けくわえる。

「もちろん、ハレは遠えん慮りよしないでさきに行ってねぇ。あんなに強いんだもん。きっとハレみたいな人を、楽団は必要としていると思う。メリルもがんばって追いつくからぁ」

　彼女のその言葉に、ハレはふいをつかれた。

　ハレはもちろん、さきに行くつもりなんてなかった。メリルが試験を続けるというのなら、彼女と道行きをともにし、最大限フォローするつもりだった。

（だけど……それが正しいのか？）

　彼女とともに行けば、おそらく二〇時には間にあうまい。

　自分にも《千夜の楽団》に入団すべき理由がある。不合格になるとわかっていて、それでも彼女と行くべきなのだろうか。それが正しいのだろうか。

　なにより。

　彼女を知るにつれ、ハレは彼女に好意を持ちはじめている。

　もし二人で合格すれば、同じギルドに所属し、ともに過ごす時間も増えよう。そこで好意が愛へと変わり、呪いが彼女に降ふりかかる可能性も否定できない。

　ならばここで、彼女との関係を断たつべきではあるまいか。

「それじゃ……もう行くねぇ。どうせすぐに抜ぬかれちゃうだろうけど」

　ハレの返事を待たず、メリルはさきへと歩きだした。

　歩くたびに激痛が襲ってくるのだろう。その歩きかたはぎこちない。だが彼女は、決して歩みをとめなかった。一歩――また一歩と、前に進みつづける。

「…………」

　ハレはとめようと思ったが――寸前でやめた。なにを言おうと、彼女は試験を続行するだろう。彼女の事情は最低限しか知らないが、その覚悟は本物に思えた。

　激痛と闘たたかいながらも必死に歩きつづける彼女に、既き視し感かんを覚える。

（そうか……僕だ）

　ヒナを助けるため、ワグナー家に向かっていた自分と同じなのだ。

　鳥人ハーピイの少女リリスも、こんなふうに自分を見ていたのかなと思う。絶対に無理なのに、それでも誰かのために進みつづける。頑がん固こで意固地な大バカ野や郎ろう。

　そんなバカを前に、自分にできる選択はふたつ。

　ともに行くか、おいて行くか――どちらを選ぶか、ハレの胸にはもう答えがあった。

「……メリル、待て！」

「え……？」

　メリルは苦しげな息をはきながら、こちらを振りかえる。

「これを使え」

　ハレはふところから回復薬ポーシヨンを取りだし、彼かの女じよに差しだした。

「これ……大回復薬ハイポーシヨンだよぉ!?　いいのぉ!?」

「ああ……毒は抜けないし、しばらくのごまかしにしかならないけど、ないよりはましだろ。一緒に行くやつがこんなに遅かったら、合格なんて無理だからな」

　ハレは回復薬ポーシヨンの栓せんをぬき、微び笑しようとともにメリルの手に握らせた。

　ハレの意図をくみとり、メリルは口をきゅっと引きむすぶ。

「うう、ハレ…………ありがとう」

　泣きだす寸前の子供のように目に涙なみだをため、親の形見でも受けとるように大事に大事にハレから回復薬ポーシヨンを受けとる。そして一息に飲みほした。

　メリルは足あし踏ぶみして体力が戻ったのを確認したあと、花のような笑みをうかべた。

「……うん、これならいけそう！」

「あまり動きすぎると、毒がまわるから気をつけろ。おそらくその薬の効力は、保もっても二時間ぐらい。二時間だと行けても12層くらいか……そこからは、もう気力だけでがんばるしかない。最大限フォローするけど……たぶん地じ獄ごくだぞ」

　ハレは脅おどしでもなんでもなく、ただ事実を告げた。

《喰屍鬼グール》の毒は、それほどの激痛をともなうものなのだ。

「それを言うなら、地獄はハレのほうでしょ？　こんな病人を連れて20層を目指すなんて、奇き特とくにもほどがあるよぉ」

「お互たがいさまってわけだな」

　ハレが微笑ほほえみかけると、メリルはハレを見つめ、ポッと頬をそめた。

「ねえ、きみ……かっこよすぎない？」

「おう、惚ほれるなよ？」

「それは無理、もう惚れてるもん♥」

　メリルは照れくさそうにはにかみ、悪戯いたずらめいた笑みをうかべた。

　それから唐とう突とつにハレの腕をとると、小声で上位創成語ハイデモテイーズの呪文を唱えた。

「な……なにを？」

　メリルの手から淡あわい光がもれでて、ハレの腕をあたたかくつつみこむ。

　よく見ると、ハレの腕には血のにじむ裂れつ傷しようがあった。魔物との戦闘時に負った傷のようだ。メリルの淡い光につつまれ、傷はまたたくまにふさがっていく。

「おお……すげえ、ありがとな」

「少しはメリルも、ハレの役に立ちたいからねぇ」

　ハレが礼を言うと、メリルはえへへと気き恥はずかしそうに笑った。

　もう役に立ってるぞ、とハレは内心でツッコんだ。かわいい女の子は存在そのものが男を勇気づけ、その笑えみは億万の男の声せい援えんにも勝まさる。メリルの愛らしい笑みは、ハレをなにより勇気づけ、どんな地獄にも耐えられる気にさせていた。

　そして。

　このさきに続く果てなき地獄の旅路へと――二人はあらためて前を向き、歩きだした。
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《千夜の楽団》のギルド基地ベースは、迷宮20層の一角にある。

　大ギルドの基地ベースとはいっても、その実は簡素なものだ。魔物の出ない《安全地帯セイフテイエリア》に魔物の侵しん入にゆうを防ぐ門をつくり、内部に宿しゆく泊はく用の天幕を張ったにすぎない。あえて表現するならば、簡易的な野営地といった趣おもむきをしている。

　そんな基地ベースの出入り口、いつもは閉ざされている鉄門が今日は開けはなたれていた。そして門を入ってすぐの場所には、身を投げだす冒ぼう険けん者しやの姿があった。




「……よっしゃあ！　ぎりぎりセーフやで！」

　精せい悍かんな冒険者がまたひとり、ギルド基地ベースにすべりこんできた。

　ここに至るまでで疲ひ労ろうが限界に達したかのように、門を入ってすぐに倒れこむ。その場に転がっている四名の冒険者全員が、《千夜の楽団》入団試験の受験者だ。そしてこの門をくぐった時点で、楽団のメンバーとなったものたちである。

（さ～て、そろそろ時間だけど……）

　そんな冒険者たちを横目に、アブーは持っていた時計を確認する。

　二〇時まで――のこり五分。

　もう、合格者は増えないだろう。

　基地ベースにたどりつくまでに、アブーは受験者たちの様子を見てきた。

　そのときに目星をつけていた受験者は、およそ基地ベースに到着している。これ以降の受験者たちでは、もう刻限までには間にあうまいとの確信があった。

（あるとすれば、あの子たちか～……）

　少し気になっているのは、男女の二人組の冒険者だった。

　いや、正確に言えば――少年の冒険者のほうだ。アブーは受験者たちの様子を見るとき、実力を試ためす意味もこめ、潜せん伏ぷくスキルで受験者たちに近づいていた。

　そして受験者たちのなかで、彼の反応は群を抜いて早かった。あれほどの反応速度は、楽団でも幹部クラスだけだろう。かなりの実力者に違いない。

　が。

　いま基地ベースにいないということは、リタイアしたのだろう。

　当然と言えば当然だ。道行きをともにしていた少女は《喰屍鬼グール》の毒に侵おかされ、20層まで来られる様子ではなかった。ともに行動するなら、リタイアはまぬがれない。

　本人の意志を尊重してとめはしなかったが、少女をとめるべきだったのかもしれない。そうすれば少年は少女に足を引っぱられず、基地ベースにたどりつけたはずだから。

（いや～、そんな甘ちゃんなら……うちにはいらないかなあ）

　アブーは外見に似合わず、現実主義者だ。仲間は大事だが、任務をこなせないようでは組織の人間として失格。そんな甘ちゃんならば、不合格で適当なのだろう。

（さて、切りあげますか～……）

　残り一分、さすがに新たな合格者は現れまい。

　そう思い、試験終しゆう了りようを宣言しようとしたときだった。

「……？」

　門の向こうに、ひとつの人ひと影かげが現れた。

　人影はゆっくりと――しかし、確かな足取りでこちらへとやってくる。

（そっか～……切り捨てちゃったか～）

　その人影に、アブーは見覚えがあった。

　男女で冒険していた二人組のひとり、実力者の少年のほうだった。つまりは歩けなくなった少女を切り捨て、ここまでやってきたということなのだろう。

　そうした彼の選択を正しいと思うとともに、どこか残念に思う気持ちがあった。現実主義的だと思っていた自分に、こんな感情が眠ねむっていたことにおどろいた。おそらく自分はなんだかんだ、少年に少女を見捨ててほしくはなかったのだろう。

　だが、こちらに近づいてきた少年の背を見て――

（いや、違う……!?）

　自身の判断が間違いだったことを知った。

　少年は、少女を背負っていたのだ。それは毒という爆ばく弾だんを抱かかえ、歩くことすらままならなくなったであろう少女で、ここに現れるはずのない少女だった。

（ありえ、ない……ありえないよ）

　アブーは、目の前の光景が信じられなかった。

　少女は少年の背で気をうしない、少年の肩からだらりと腕をたらしている。たとえ毒を回復薬ポーシヨンなどでごまかしても、少女は二時間程度で歩行困難におちいったはず。いや、歩けないどころでなく、思考もままならなくなったはずだ。

　つまり、少年は10層程度からこの20層までの道のりを、熟練冒険者ベテランにとっても楽とは言いがたい道行きを、少女を背負った状態で突とつ破ぱしてきたのだ。

　ありえない、ことだった。

　一〇〇名はいた受験者のなかで、基地ベースまでたどりつけたのは四名。

《千夜の楽団》を受験しに来たのだから、受験者はみな腕に覚えのある冒険者だったはず。にもかかわらず、たどりつけたのはたったそれだけなのだ。

　そんな道のりを少女を背負って踏とう破はするなど、到とう底てい考えられることではない。

（いったい、何者なの……!?）

　確かにアブーならば、20層までの道のりはお手のものだ。

　けれど、人ひとりを背負ってとなると話は別。身軽に動けるからこそ苦ではなかった道のりは、何倍もの難易度となって襲いかかってくる。少女を背負い、守りながらこの短時間で20層に到達するなど、不可能としか言いようがない。

　見たところ、少年はまだ十代後半に入ったばかり。この年ねん齢れいでどれほどの修しゆ羅ら場ばをくぐってきたというのか、アブーには見当もつかなかった。

　やがて少年は門に到達し、基地ベース内へと少女とともに倒たおれこんだ。

「合格……だよな？」

　少年は顔をあげると、息もたえだえの様子でアブーに訊ねた。

　アブーは少年を見つめ、しばし呆ぼう然ぜんとしていた。全身ボロボロとなった少年を間近で見てなお、少年が成しとげたことが受けいれがたかったのだ。

　だがやがて我にかえり、少年にうなずきかけた。

「よか、った……」

　少年は満足げな笑みをうかべ、まぶたをおろした。

　数すう瞬しゆん後――ぐうぐう、と。あろうことか寝ね息いきを立てはじめる。合格と知り、安心したのだろう。アブーは治癒者ヒーラーを呼び、少年と少女の介かい抱ほうをさせた。

　それからひとつ息をつき、あらためて宣言する。




「これにて試験は終了で～す、いま基地ベースにいる六名全員合格だよ～ん☆」




　うおおおおお、と。合格者から歓かん声せいがわきあがった。

　合格だと理解していても、あらためて告げられると、よろこびも格別なのだろう。

（まったく、大した子だよ～……）

　あどけなさの残る少年の寝ね顔がおを見下ろし、アブーは苦く笑しようした。

　この規格外れの少年の入団に不安を覚えつつも、それ以上に期待もしていた。この少年なら、停てい滞たいした迷宮攻略の状じよう況きように一石を投じてくれるかもしれないと。







第２話　中堅冒険者、ギルドで冒険する
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「……んんっ」

　体に奇き妙みような重さを感じ、ハレは目を覚ました。

　そこは、見覚えのない天幕のなか。天てん井じようからはランプ形の魔ま晶しよう灯とうがつるされ、床ゆかには色いろ鮮あざやかな刺し繍しゆうのほどこされた絨じゆう毯たんがしかれていた。それ以外には調度品は特に見当たらず、ハレの横たわる藁わらの簡易ベッドが置かれているのみだった。

　おそらくは、朝だった。長期間の迷宮での修行レベリングで、体内時計には自信がある。

（えっと……昨日どうしたんだっけ？）

　考えながら、ハレがベッドから身を起こした――次の、瞬しゆん間かん。

「…………キャッ!!」

　なにかがハレの体の上から転げおち、甲かん高だかい悲鳴をあげた。

　何事かと見ると、となりに少女が転がっていた。

「メ……メリル!?」

　それは、昨日ともに試験に臨んだ少女メリルだった。

「ふあああああ、おはよぉ……」

　ものすごく眠たげな声で言い、メリルはぐっと伸びをした。

　が、ハレはのんきに挨あい拶さつなど返せる状況ではなかった。

「お、おま……おま……!?」

　眼前の光景に――メリルの装いに、思考を乱されていたからだ。

　いや、装いというのもおかしな話だろう。

「なぜおまえは、服を着てない!?」

　なにしろ、彼女は全ぜん裸らだった。

　下着だけは身につけている――という似非えせ全裸ではない。純粋に、完全に、完かん璧ぺきに、生まれたままの姿をさらしていた。女性の裸体を見たのは初めてではないが、ここしばらく女性と接することすら稀まれだったハレには、あまりに刺し激げき的てきな光景だった。

「……」

　ハレは両目を手で覆おおい、だが隙すき間まからしっかりメリルを見た。

　女性が瑞みず々みずしい裸体をさらしているのだ。見ないのは、やはり彼女に失礼だと思った。というのは建前で、もちろん性的欲望のままに見ただけだった。

　メリルの裸体は――綺き麗れいだった。無む邪じや気きな笑みによく合う絹のような白しら肌はだが、魔晶灯の淡い光に照らされ、幻げん想そう的てきな輝かがやきを放っていた。くわえて体のラインは、稀き代たいの芸術家がこだわりにこだわりぬいた最高傑けつ作さくのように黄金比率だった。

「……やっぱり脱げるときに脱がなきゃねぇ」

　ハレの不ぶ躾しつけな視線も気にせず、メリルは意味のわからないことを言う。

「なるほど、理解できる説明を頼たのめるか？」

「う～ん……脱がなきゃ負けだと思った？」

「……おまえは誰と戦ってるんだよ」

　とツッコミつつ、ハレはメリルの体に毛布をかけてやる。

　その途中、メリルの腕にぐるぐると包帯が巻かれているのを見つけた。

「あれ……昨日こんなところケガしてたっけ？」

　メリルはハッとした顔をし、あわてて毛布で腕を覆いかくしてしまう。

「う……うん、気づかないうちにしてたみたいなの」

　ごまかすような笑みをうかべ、「それより」とハレに向きなおる。

　ものすごく丁てい寧ねいに床に両手をつき、頭をさげてきた。

「……昨日はありがとねぇ！　ハレの助けがなかったら、メリルはきっと不合格になってたよ。ほんとのほんとに感謝してるぅ」

「いいよ、きみが不合格になったら……後味が悪かったし」

「なんでもいいんだよ、助けてくれたのは事実だからねぇ」

　メリルに無む垢くな笑顔を向けられ、ハレはなんとなく居心地が悪くなる。

「それで……僕ぼくたちは今日からなにをするんだ？　入団はできたみたいだけど、それっきり気絶しちゃったみたいでさ。メリルも気づいたらここにいたの？」

　メリルはこくりとうなずいた。

「うん、気づいたらここで寝ねかされてたよ。ただし、メリルは昨日のうちに一回起きて、ごはんを食べさせていただいたけどねぇ。ハレのおかげで合格できたっていう話も、そのときにアブーさんからうかがったってわけ！」

「なるほど……でも、なんで同じとこで寝てたわけ？」

　男女が同じ場所で寝るのは、別にめずらしくもない。冒険者ならば宿で部屋ごとにお金がかかるから、パーティーで一部屋というのはありがちだ。

　けれど同じ部屋で同じベッドで、そして全裸で一緒に寝るというのはさすがにない。

「なんでって…………ハレのことが、好きだから？」

「いや、そういう冗談ぬきで」

「冗談じゃないよぉ？　ハレは強くて、優やさしくて……昨日は、メリルを必死に助けてくれたでしょう？　年とし頃ごろの女の子としては、そんなハレのことが気になったり、気にならなかったり……やっぱり気になったりするのが自然じゃないかなぁ♥」

　ちらちらとハレの様子をうかがい、メリルは上うわ目め遣づかいをしてくる。

　その頬ほおは、ほんのりと桃もも色いろにそまっていた。

「な、なにをいきなり……！」

　ハレが困こん惑わくするのを見て、メリルは照れくさそうに腕をからめてきた。

「恋こいはいきなり、タイフーンだよぉ♥」

　ハレの腕をぎゅっと引きよせ、甘あまえるようにハレの肩に頭をのせてくる。

　彼女のまっすぐすぎる想おもいの発はつ露ろが、すさまじい破は壊かい力りよくでハレに襲いかかる。健康な男としては、すべてを忘れていますぐに少女を抱だきしめたかった。

　だがハレには、好意を受けいれられない事情があった。

　ハレはやや強引にメリルの腕を振りほどき、彼女から視線をそらした。

「……女の子に、優しくしない男はいないよ。昨日きみを必死に助けたのだって、迷宮で助けてもらった恩を返しただけだ。僕は想像するほどいい男じゃないよ」

　その言葉は照れかくしでなく、あきらかな拒きよ絶ぜつだった。

「そ、そんなことは…………！」

　メリルはそう反論しかけ――だが、言葉をそこで途と切ぎれさせる。

　拒絶されたことを察したのだろう。振りほどかれた腕のやり場にこまり、宙で一度だけ開閉させた。やがて腕をおろし、しゅんとうつむいてしまう。

「……それはともかく、これからのことはなにか聞いた？」

　ひどい罪悪感にかられながらも、ハレは話題を変えた。

　メリルは気をとりなおすように微笑をうかべ、

「朝ごはんのときにいろいろと説明するらしいよぉ。ギルドの方針とか、メリルたち新メンバーがこれからなにをするかとか。えっと、朝ごはんの時間は……」

　言いながらメリルが手にとった時計は、午前五時を差していた。

「……なーんだ、まだ五時かぁ。朝ごはんは六時って聞いたから、まだ寝ていられるわねぇ。ねえ、ハレ……これから一緒に二に度ど寝ねしよっかぁ♥」

　どんな鋼はがねのメンタルをしているのか、メリルはふたたびそんなことを言う。

　だが抱きつこうとしてきたメリルから逃のがれ、ハレは立ちあがった。

「僕は……ちょっと基地ベースの様子を見てくるよ。ずっと気絶しちゃってたから、ここのことなにもわからないし。朝食の前に少し勉強しといたほうがよさそうだ」

「うぅ……ハレのいけずぅ」

　メリルのしゅんとした声を背に、ハレは逃にげるように天幕を出た。

　外は、薄うす暗ぐらかった。

　とはいっても、ここは迷めい宮きゆう内なので当然だ。迷宮には太陽が存在しない。見あげれば空の代わりに、《大金字塔ピラミツド》を形づくる黄色がかった石の天井があるだけ。そのあちこちに、迷宮唯ゆい一いつの光源である魔鉱石クリスタルが怪あやしく輝いていた。

　魔鉱石クリスタルは常に光を放っているので、昼夜問わず迷宮内には一定の明るさがある。それは心強いが、やはり陽光とは違ちがう。いま陽光が浴びられないのは痛手だった。

　太陽のない薄うす闇やみが、ハレの心をさらに陰いん鬱うつなものにする。

（きっついなあ……）

　天幕の裏手までまわると、ハレはそこで息をついた。

　メリルは純じゆん粋すいで、とてもまっすぐな少女だ。自分の心に素す直なおで、拒きよ否ひされても決してへこたれたりしない。自分のなかに強い芯しんがあるのだろう。

　そんな少女に、これから冷たく接していかねばならない。

　これ以上の関係になれば――自分は、彼女を殺してしまうから。

（とにかく……いまは情報収集だよ）

　暗雲を振りはらうかのように、ハレは首をぶんぶんと振った。

　鮮せん度どの高い情報を得ることも、この《千夜の楽団》に入った目的のひとつ。いますべきことは、悩なやむことじゃない。ギルドを知り、ギルドになじむのだ。それから少しずつ《暁の涅槃ニルヴアーナ》や、呪のろいについての情報を集めたい。

　ハレは喉のどのあたりに息苦しさを覚えながらも、基地ベース内を探たん索さくしはじめた。
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（……ん？　なんだこの匂におい？）

　基地ベース内を探索していると、ふと食欲をそそる香かおりがした。

　そこは、基地ベースの中央を走るメインストリート。大小さまざまな天幕が建物のようにずらりとならぶその道のさきから、その香りはただよってきていた。

（とりあえず、行ってみるか……）

　手の空いている人がいれば、話が聞きたい。早朝ということもあり、天幕の外には人がおらず、ハレはまだ誰とも会話できていない状況だった。

　匂いに誘さそわれて進むと、大きな広場があった。

　基地ベース内でそこだけ天幕がなく、開けた空間になっている。かたすみには巨きよ大だいな竈火かまどがあり、そこでは一〇人弱の男女が忙せわしなく食事の準備をしていた。

　ここが、《千夜の楽団》の調理場ということらしい。

　竈火かまどの大おお鍋なべからは、湯気とともに食欲をそそる香りが立ちのぼっていた。昨日からなにも食べていないハレは、ついよだれを垂らしてしまう。

（え……あれって!?）

　ふいに、見覚えのある顔が視界に入った。

　目に入ったのは、ふたつ結びの赤あか髪がみ、うるんだ紅玉ルビーの瞳、背から伸のびる真しん紅くの翼つばさ。そして動きやすそうな鳶とび色いろの服をまとい、短めの下衣スカートをはいた少女だった。

「リリス……？」

　確信を持てないまま、大鍋をのぞきこむその少女に声をかけた。

　なにしろ彼女と出会ったのは、遠く離はなれたエルドラだ。このガルデニア大陸は広い。こんな迷宮の奥おく深ふかくで、偶ぐう然ぜんの再会などありえまいと思った。

　だが顔をあげたその少女は、やはりハレの知る彼女に間ま違ちがいなかった。

「ハレ、さま……？」

　その少女――リリスは幻まぼろしでも見たように、目をごしごしとこすった。

　そして、ハレが本当に目の前にいるとわかると――




「ハレさまああああああああああああ――――ッッッ!!」




　飛んできた。

　文字通りに背の翼をはためかせ、十数Ｍメイルもの距きよ離りを滑かつ空くうし、ハレに思いきり飛びついてきた。勢いに耐えきれず、ハレは後ろに倒れこんだ。

「ハレさまハレさまハレさまああああああああ♥　おひさしぶりですのおおおおおおおおおおおおお♥　こんなところでお会いできて、リリスは感無量ですのおおおお♥」

　主あるじの帰りをよろこぶ犬のように、リリスは興奮した様子でハレを抱きしめる。

　豊満な胸を押おしつけられ、少女特有のなんだかいい匂いまでしてきて、ハレはなにもかもがどうでもよくなってくる。雄おすは性的興奮が高まると、思考力が著いちじるしく低下する――という魔法都市ベリージユの脳科学者の言説が思いだされる。

「な、なんできみが……ここに？」

　どうにかハレは理性を取りもどし、リリスを引きはがす。

「先日の試験で合格し、入団したんですの♥　ここでハレさまに会えるとは、夢にも思いませんでした♥　ここにいらっしゃるということは……ハレさまも？」

「う、うん……僕も昨日の試験で合格してね」

　はあああああああん♥　と。リリスは絶頂に至ったかのごとき声をあげる。

　頬を真っ赤にそめ、見ているのが恥はずかしくなるほどに身み悶もだえる。

「……うれしい、うれしいですの♥　これから同じギルドで、ずっとずっとハレさまといられるんですのね♥　リリスはもう、昇しよう天てんしてしまいそうですの♥」

　リリスは天にものぼりそうな顔で、甘い表情をハレに向けてくる。

　だがハレはそこで、状況のまずさを認にん識しきさせられた。

（これは……ダメだよな）

　すでにハレは、リリスを気にいってしまっている。

　瀕ひん死しで戦地におもむくハレを必死にとめてくれた優しさ、あふれんばかりの女性としての魅み力りよく――それらが合わさった彼女に、ハレは好意を抱いている。

　彼女と過ごす時間が増えれば、遠くないうちに呪いが発動してしまうかもしれない。同じギルドに所属し、一緒にいるのは危険すぎる。少なくともリディヤがヒナにそうしていたように冷たく突つきはなし、距離を置く必要があろう。

（だけど……）

　恩人に対し、そんなふうに接することができるか。

　いや――方法がほかにないのならば、そうせざるをえないのはわかる。恩人だからこそ、彼女を危険にさらすような真似まねはできない。したくない。

　だが、ほかに方法はないのだろうか。

　ハレはしばしの思考のあと――ひとつの答えを導きだした。

（よし、ぜんぶ話そう……！）

　彼女に真実をひた隠かくし、冷たく接するのはなにより不誠実。

　すべてを隠さず伝え、その上で自分に接せつ触しよくしないように頼むべきだ。もちろん、それで彼女の危険がゼロになるわけではない。彼女が望めば、ギルドを脱だつ退たいしよう。

「リリス、大事な話があるんだけど……いまいいかな？」

　ハレが大おお真ま面じ目めに言うと、リリスは目をまんまるに見開いた。

　それから、ともに朝食準備をしていた仲間たちを振りかえる。仲間たちはなにを勘かん違ちがいしたのか、ニヤニヤと意地の悪い笑みで「行ってこい」と言った。

「……それでは少し、抜けさせてもらいますの」

　リリスは仲間たちにぺこりと頭をさげ、ハレのもとにやってくる。

「じゃあ、そっちで話そうか」

　ハレはリリスを連れて広場から離れ、天幕の陰かげで立ちどまった。

　人ひと気けのないここなら、話を聞かれる心配もあるまい。

「ハレさま、大事な話というのは……？」

　切りだしにくそうにするハレを見て、リリスが話をうながした。

「まずは万能薬エリクサーの件……あのときはありがとう。えっと……なんて言えばいいかわからないけど、本当に助かったよ。これ、足りてるかわからないけど」

　ハレは深々と頭をさげ、ぱんぱんの麻あさ袋ぶくろをリリスに差しだした。なかには万能薬エリクサーが購こう入にゆうできるだけの金貨が入っている。いつか返そうと持ち歩いていたものだ。

　だがリリスはそれを受けとらずに、ハレに押しもどしてきた。

「いえ……こんなにいただけませんの！　わたくしが好きでやったことですし、代金はいりませんわ。どうか、ご自分のためにお使いくださいまし」

　ハレは首を振ふり、リリスの手に強ごう引いんに麻袋を握にぎらせた。

「僕も同じだよ。僕が好きでやっていることだから、どうか受けとってほしい」

　リリスはさらに断ろうとするが、ハレは笑え顔がおで首を振りつづける。

　ハレの頑固さを知っているためだろう。リリスはしぶしぶ麻袋を受けとった。

「それで……大事な話というのはこのことでしたの？」

「いや、これとは別にもうひとつ。大事な話……というか、お願いがあるんだ」

　お願いですの？　とリリスは小鳥のように首をかしげる。

　ハレは気を落ちつけようと深呼吸し、噛かみしめるように言葉をつむいだ。

「きみと再会できたことは……とてもうれしい。一いつ緒しよのギルドに所属できたこともね。だけど今後は……できるかぎり僕に近づかないでほしいんだ」

「ど、どういうことですの……？」

　言っていることが理解できない、と怪け訝げんな顔をするリリス。

　その表情はだんだん、ハレに拒絶されたという悲しみにそまってゆく。

「違うんだ……きみと一緒にいたくないわけじゃない。だけど僕と一緒にいれば、きみは危険にさらされる。最悪……死んでしまうかもしれない」

「大だい丈じよう夫ぶですの！　ハレさまがいますし、わたくしも戦えますわ！」

　どう勘違いしたのか、リリスはそんなことを言う。

　おそらく、ハレが何者かにねらわれているとでも思ったのだろう。ともにいれば巻きこんでしまうから、一緒にはいられないという意味だと。

　だが、現実はそんなに簡単じゃない。

　目に見える敵がいて、その敵さえどうにかすればいいという状況ではないのだ。戦わねばならない現実は、もっと陰いん惨さんでどうしようもないものだった。

「違う、そうじゃないんだ。敵は……外にはいない」

「外には……いない？」

　ハレはこくりとうなずき、銀手甲ガントレツトにおもむろに手をかける。

　ガチャリ、と。禍まが々まがしい封ふう印いんを解くかのように、腕うでを露ろ出しゆつさせた。

「敵は……僕のなかにいる。いや、僕自身だ」

　どこか真にせまるような物言いで、腕の刻印ルーンをリリスへと示した。

　そこには、ハレの能力値パラメイタや保有スキルがところせましと刻まれていた。そして保有スキルのなかに、あきらかに禍々しい魔力マナを放つ聖刻文字ヒエラテイツクがあった。

　――【黒死蝶の偏愛プシユケピーリア】。

　長年のあいだワグナー姉妹を苦しめてきた力。そして呪い保有者の愛するものを否いや応おうなく呪い、最さい期ごには命さえも奪うばってしまう絶望的な力だった。

「……このスキルがなんだと言いますの？」

「これはスキルじゃなくて、もとは魔ま物ものの呪いなんだ。わけあって、僕はこの呪いをスキルとして体に取りこんだ。そしてこの呪いは保有者本人でなく、本人に親ちかしいものたちに実害を与あたえる。つまりは僕ではなく、僕と接触するものたちに」

「本人でなく、親ちかしいものたちに……？」

　まるで、底の見えない深しん淵えんへと片足を突っこむように。

「それは……どんな呪い、なんですの？」

　リリスはごくりと唾つばをのみくだし、おそるおそる訊たずねた。

　ハレはためらうようにうつむき――しかし覚かく悟ごを決め、口を開いた。

「死の、呪いだよ――僕が愛した人間が死ぬっていうね」

　なんとも荒こう唐とう無む稽けいで信じがたい――その現実を伝える。

　受けた衝しよう撃げきを抑おさえこむように、リリスは両手で口を押さえた。

「愛した人間が、死ぬ……呪いですの？」

　ハレはズキズキと疼うずく胸の痛みに耐たえ、こくりとうなずいた。

「僕が好意を持った人間に、呪いは発動する。そして僕からの好意が一定のレベルを超こえると、それは僕が好意を持った人間を呪い殺してしまうんだ。僕がきみに好意を持てば持つほど、きみが危険にさらされてしまうってことだね」

「そんなことが……そんな呪いが本当に存在しうるんですの？」

　信じられないというように、リリスは首を振る。

　ハレは迷いなくうなずいた。ハレ自身も認めたくはないが、それは確実に存在しており、いまもなおハレの体に巣くっている。認めるほかない。

「そ、そんな……」

　いつかと同じように、リリスは泣きそうな顔をした。

　ハレの話を咀そ嚼しやくしようと黙だまりこみ、そして理解したあとは、見る見るうちに紅玉ルビーの瞳ひとみに光るものをため、いまにもこぼしそうになる。

　しかし――ぐっ、と。リリスは唇くちびるを噛み、涙なみだをこらえた。一番つらいのがハレだと理解したゆえに、自分が涙を流すなんてもってのほかだというように。

　間をおいて、リリスは震ふるえを抑えたような声で言う。

「なるほど……だから近づくなということですのね。ともに過ごすなかで、もしハレさまがわたくしに好意を寄せれば、呪いが発動してしまうから」

「信じて……くれるのか？」

　正直、おどろいた。ハレがリディヤに呪いの話をされたときは、複数の証しよう拠こがあったから信じられたのだ。証拠もない今、信じてもらえるとは思っていなかった。

「ほかならぬハレさまがおっしゃることですもの。わざわざ高額なお薬の代金をくださったハレさまが、リリスにこんな嘘うそをつくわけがございませんし」

「リリス……」

　笑顔であたたかな言葉をかけられ、ハレの目め頭がしらが熱くなる。

　ひさかたぶりに感じる人のあたたかさだった。

　これまで誰だれにも話せなかったことを話せ、さらにはその荒唐無稽な話を信じてもらえたという事実が、ハレの心をこのうえなくあたたかくした。

　鼻の奥おくがツンとなり、顔がゆがみそうになった。これまで自分のなかで鳴りを潜ひそめていた感情の本流が、濁だく流りゆうのように押しよせてきた。感情をありのままにさらけだし、赤子のように泣いて目の前の少女にすがりたくなってしまった。

　だがそれらの激情を強引にねじふせて、ハレは一言、

「……ありがとう」

　天使のようなその少女に、小さな声で感謝を伝えた。

　リリスは慈じ愛あいに満ちた笑みでこたえ、ハレをそっと抱きしめた。ハレのすべてを受けいれようと、どんな状況にあろうともハレを愛そうとでも言うように。

　しばし、夢のようにあたたかな時間が流れた。

　それからあらためて、ハレはリリスに呪いについて説明した。

　呪いを取りこんだ簡単な経けい緯い、呪い発動までのおよその期間、呪いが進行するきっかけなど、自分の知りうる情報を細かに話して聞かせた。

　なにより力説したのは、呪い発動に必要な距離のことだった。

　これまでの傾けい向こうから、呪いには物理的な距離が重要だとわかっていた。たとえハレがリリスに好意を持とうと、リリスとハレの物理的距離が開いていれば、呪いが次の段階に進むことはない。だから、自分に近づかないでほしいのだと。

「なるほど……だいたいのことは理解できましたの」

「えっと、じゃあ……」

「けれど、まったく近づかないというのは反対です」

　発言の意図が理解できず、ハレは眉まゆをひそめた。

「……どういうこと？　僕に近づけば、きみの命が危ないんだよ？」

「ええ。でも話を聞くかぎり、呪いはすぐに発動するものではないのでしょう？　呪じゆ印いんが段階フエイズ一ワンから段階フエイズ三スリーに至ったとき、死の呪いは発動する。つまりは段階フエイズ二ツーになってからでも、ハレさまから離れるのは遅おそくありませんの。だから、そうなるまではハレさまのおそばにいさせてください。できることは協力しますの」

「そ、それは……そうだけど……」

　リリスの言い分は、わからないでもない。

　確かに段階フエイズ二ツーになってからでも、呪いの発動は回かい避ひ可能かもしれない。けれど、かかっているのは人の命。可能性が低くとも、リスクを負うことはなかろう。

　しかし。

　そんな考えはわかっていると言うように、リリスはハレの手をとった。

「大だい丈じよう夫ぶ……大丈夫ですの。ハレさまの呪いは、ハレさまをきっと孤こ独どくにします。だからこそ、リリスには頼たよってください。命の恩人のハレさまに頼っていただくことが、このリリス・フランソワーズのなによりのよろこびなのですから」

　宵よい闇やみを照らす朝あさ陽ひのような笑えみで、リリスは言う。

　自身が死の危険にさらされることを知り、それでもハレを助けようと。

「…………」

　リリスの手のぬくもりが、冷えきったハレの手を芯しんからあたためる。

　エルドラを発たってから、言いようのない孤独に苛さいなまれてきた。

　誰とも深くは関かかわれず、誰かとともにいながらも、自分の胸のうちを決して打ちあけられず、世界でただひとりになったような空くう虚きよさを抱えていた。

　だからこそ――

　彼かの女じよの言葉は、刺ささった。

　どうしようもなく胸の奥おく底そこまで沁しみわたり、ハレの心をゆさぶった。ワグナー家でリディヤが涙を流したあのとき、彼女もこんな気持ちだったのかもしれない。

　痛みに耐えて、耐えて、耐えぬいて――ようやく誰かに、それを認めてもらえたというよろこび。それは計りしれない感情の奔流となり、ハレをのみこんだ。

　それでも。

　ハレは、彼女の申し出を断ろうと思った。

　彼女の優しさに、すがってはいけない。大切だからこそ、大切に思うからこそ、これ以上、彼女を危険にさらしてはならない。巻きこんではならない。

「…………ッ」

　そう思ってはいるのだが、彼女の手を振りはらえなかった。彼女の体温はどうしようもなく心地ここちよく、その笑みには母の愛のような無限の慈愛を感じた。

　やがてハレはうつむいたまま、弱々しい声をしぼりだした。

「……わかった。でも、いまから言うことは守ってほしい。まず、基本的には僕には近づかないこと。段階フエイズ二ツーになるまでは大丈夫とは言っても、呪い発動のリスクはできるかぎり下げたい。僕には近づかず、必要のあるときにだけ接触しよう」
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「まあ……なんだか都合のいい女みたいですわね」

　リリスは指をやわそうな唇にあて、不満げな声をもらす。

「ご、ごめん……でもしかたないことだから」

「わかっていますわ。寂さびしいですけれど、しかたないですわね」

　どうにかリリスは、それで納なつ得とくしてくれたようだった。

　思おも惑わくとは違ったが、結果は悪くなかろう。リリスに協力してもらえるのなら、今後ギルドでもやりやすくなる。理解者がいるというのは心強い。

「あと……僕と一緒に合格した新人に、メリルって女の子がいるんだ。機会があれば、その子の体を確かく認にんしてくれないかな？　自分じゃあんまり確かめられないからさ」

　リリスは眉をひそめ、だがすぐに合が点てんがいったという顔をする。

「なるほど……その子はハレさまと親ちかしい関係なんですのね。妬やいてしまいますが、わかりましたわ。恋こい敵がたきとしても……情報は仕入れておきたいですし」

　リリスは悪戯いたずらな笑みで言い、小鳥のような愛らしいウインクをした。

『――リリス、そろそろ戻もどってきて～！』

　ちょうどそのとき、朝食当番の仲間の声がハレの耳に届いた。

　はーい、と。リリスは元気な返事をしてから、ハレを振りかえった。

「メリルちゃんの体を確認したら、報告しますわ」

「……ごめん、よろしく頼むよ」

「あらあら……ありがとう、でいいんですのよ？」

　ハレはきょとんと目を丸くし、微び笑しようまじりに「ありがとう」と言った。リリスは満足げに微笑ほほえみ、ハレに別れの言葉を告げると、朝食の準備に戻っていった。

　ひとり取りのこされたハレは、空のなき天を見上げ、重々しいため息をついた。




３




　まもなく、朝食の時間になった。

　二度寝から起き床しようしたメリルを連れ、ハレは中央広場に来ていた。

　そして、朝食の配給を受けるために長ちよう蛇だの列にならんでいた。列のさきには食欲をそそる香りがただよう大鍋があり、そこで当番が皿にスープを盛りつけていた。

　広場にはすでに、大勢の団員が集まっている。つい一時間前に閑かん散さんとしていたのが嘘ののような盛せい況きようぶりだ。団員たちは当番から朝食を受けとり、それぞれ適当に広場に腰こしをおろしている。まだ食事には手をつけず、団員同士で言葉を交かわしている。団員がそろって神々への祈いのりをささげてから、同時に食べはじめるのだろう。

　やがて列は進み、ハレたちが朝食を受けとる番になる。

「はい、新人ちゃんにはサービスしちゃうよ！」

　気立てのよさそうな当番の女から、二人は朝食を受けとった。

　メニューは、パンと牛乳。それに羊肉と豆のスープ、さらにデザートにオレンジもついていた。迷めい宮きゆう内ということを考えれば、かなり豪ごう華かな食事だ。

　迷宮内の食事は、基本的に無む味み乾かん燥そうな携けい帯たい食しよく。長く探索を続けるため、食しよく糧りようを持ち歩けないからだ。まさかちゃんとした食事をとれるとは思わなかった。これぐらいの大ギルドになると、町から食糧を運うん搬ぱんしてくる専門の人間でもいるのだろうか。

「おいしそうだねぇ」

「……だな」

　ハレとメリルは笑みをこぼし、広場の空いた場所に腰をおろした。

　時刻は午前五時五五分。広場は団員たちで埋うまり、空いている場所はもうほとんどない。ハレとメリルは今か今かと、朝食の開始を待ちわびた。

　しかし、そのとき――




「チッ……オレさまの場所がねぇじゃねえかァ！」




　大きな舌打ちとともに、荒あら々あらしい声がハレの耳じ朶だを打った。

　振りかえると、《大鬼オーガ》のごとき偉い躯くの男が立ちつくしていた。

　二Ｍメイルはこえていよう恵めぐ体たいは、あきらかに巨人タイタンのもの。頬に十字傷の入ったその面つらは、賊ぞくの頭領と言われても信じてしまうほどの極ごく悪あく面だった。町ですれちがうことがあれば、つい距離をとってしまうようなタイプの男である。

（たしか試験前、アブーさんにぼこぼこにされてたやつだ……）

　まさか試験をちゃんと受け、合格までしているとは思わなかった。

　丸太のような太腕に山盛りの朝食を抱かかえているところを見るに、朝食をとる場所をさがしているらしい。見み渡わたすかぎり、確かに空いた場所はない。

「……ここで一緒に食べるぅ？」

　ハレが声をかけようか迷っていると、となりのメリルがさきに口を開いた。

「あぁん……オレさまに言ってんのかァ？」

「うん、きみしかいないでしょう？」

　険悪な雰ふん囲い気きをかもす男に、にこにこと微笑みかけるメリル。

　男はメリルとハレを品定めするように見て、なぜか口こう端たんに嘲ちよう笑しようをうかべた。

「ガハハハハハハハ！　てめえらと……このマンスールさまが一緒に飯だァ!?　バカ言ってんじゃねェよ。昨日見てたぜ、てめえら最後に合格したやつらだろォ？　そんな雑魚ざこと二位合格のエリートたるオレさまが、飯を食うわきゃねえだろうがよォ!?」

「……うんっと、成績とごはんは特に関係ないよねぇ？」

　マンスールと自じ称しようしたその男の悪意をものともせず、メリルは笑いかけた。

　天然というか図太いというか、彼女の精神性は見習いたいところだ。

「か……関係あるに決まってんだろォ！　オレさまは雑魚とつるむ気なんざ、さらさらねえんだよォ！　オレさまは偉い大だいな巨人タイタンの末まつ裔えい！　将来は迷めい宮きゆう攻こう略りやくをちゃちゃっとして、ガルデニア中にその名をとどろかす男だからなァ！」

「でも、迷宮攻略はそんなに簡単じゃないと思うけどなぁ？」

「へんっ、オレさまにかかっちゃ攻略なんざちょろいぜ。もちのろん、例の《ホラ吹ふき団長》とは違って、功績目当てのホラなんざじゃねえぜェ？」

　それまで笑顔だったメリルの顔に、さっと影かげが差した。

「功績目当てのホラって、どういう……ことかなぁ？」

　声こわ音ねは変わらなかったが、どこか物々しい雰囲気がただよっていた。

　マンスールはメリルのそんな様子を見て、煽あおるように続ける。

「あいつは功績が欲ほしくて、迷宮で青空を見たなんて嘘をついた……完全なるホラ吹きクズ野や郎ろうだろォ？　あんな王国の恥はじさらしとは違って、オレさまは本当に迷宮を攻略してやるって言ってんだよォ？　わかったか、雑魚のお二人さ――」

　マンスールは、最後まで言いきれなかった。

　パチン、と。その瞬しゆん間かん、なにかが弾はじけたような音がした。




「アベルは……嘘なんかついてない！」




　メリルがマンスールの頬に、平手打ちを放った音だった。

　見ていたハレだけでなく、マンスールも呆ぼう然ぜんとしていた。目の前の優しげな少女がこんなことをするとは、二人とも予想していなかったからだろう。

　ハレは我にかえると、メリルの肩かたに手をかけた。

「メ、メリル！　さ、さすがに……！」

「こ……このクソアマがァ！」

　瞬間。マンスールが眉み間けんにぴきりと青筋を走らせ、メリルに襲おそいかかる。

　メリルに向かって、勢いよく右みぎ拳こぶしを振りかぶり――

「……!?」

　だが拳がメリルに届く寸前、ハレが二人のあいだに割ってはいった。

　結果マンスールの拳が、勢いよくハレの横よこ面つらを殴なぐりとばす。巨人タイタンの剛ごう拳けんをまともに受け、ハレはおもしろいように吹っとび、無様に地面を転がった。

「ハ、ハレ……!?」

「ガハハハハハ！　オレさまの邪じや魔まなんざするから、こうなるんだよォ！　雑魚は無様に地面に這はいつくばって、オレさまがこの女をいたぶるのを見てなァ！」

　マンスールはハレに不ふ遜そんに言いはなち、下げ卑びた笑みをうかべた。

　そして次の瞬間、ふたたびメリルへと飛びかかり――

「……ぐはッ！」

　しかしメリルに届く寸前で、ドンッ!!　と跳はねかえされた。

　まるでメリルの前に不可視の障しよう壁へきが出現し、それに撥はねとばされたかのように、マンスールは宙でぐるりと後ろに一回転し、したたかに地面に打ちつけられた。

「ち、くっしょうがァ……なんだってんだよォ」

　頭を抱えながら身を起こし、苦々しげに顔をあげる。

　マンスールの視線のさきには、見覚えのある草人ウイードの少女がいた。

「アブーさん！」

　まぎれもなく、昨日の童顔試験官アブー・マルスワースだった。

　膝ひざをあげた体勢の彼女こそが、マンスールに膝蹴げりを見み舞まい、メリルを危機から救った張本人なのだった。ちなみに、ハレもぎりぎりでメリルを助けようとしたものの、その寸前に彼女が割って入ったので動くのを中断したのだった。

「またきみか～！　まったく、こんな朝っぱらからなにしてるの～。うちは団員間のいざこざには干かん渉しようしない主義だけど、朝食の前くらいは大人しくしよ～ね☆」

　悪ガキに説教するように、アブーはやれやれといった調子で言った。

　マンスールはアブーを見ると、ぐぐぐと苦々しげに唇を噛んだ。一度こてんぱんにされた上、アブーは楽団幹部だ。さすがに反はん抗こうしがたいのだろう。

「チッ……わあったよォ。幹部さまの命令じゃなァ」

　納得がいかない様子だったが、自制することにしたらしい。

　マンスールは拳をおさめ、山盛りの朝食を抱えて立ちあがる。

「……あんまりいい気になんなよコラァ」

　ハレに不ふ穏おんな耳打ちをし、さっさと立ちさってしまった。

　場がおさまって安あん堵どしつつも、ハレは釈しやく然ぜんとしない想おもいで立ちつくす。

「……アブーさん、ご迷めい惑わくをおかけしましたぁ！」

　メリルが申し訳なさそうにアブーに頭をさげる。

「いいのいいの～！　団員の教育も、この副団長さまの仕事だから☆」

「「ふ……副団長!?」」

　アブーの何気ない一言に対し、ハレとメリルの声が見事にかぶる。

　この悪あつ鬼きめいた少女が副団長とは、まったく信じられなかった。メリルはつかめない性格だが、このときばかりはハレと同じ気持ちだったろうと思う。

「なんでそんなにおどろくのさ～？　失礼だな～！」

　二人の反応を見て、アブーは不満げにぷくぅと頬ほおをふくらませる。




「――おどろくのも無理はないわよ」




　ふいに背後から、新たな女の声。

　振りかえると、美しい妙みよう齢れいの女がそこに立っていた。

　その威い風ふう堂どう々どうとした立ち姿は、それだけで人を萎い縮しゆくさせるオーラを放っている。頭の横で布でくくり、前に流している長ちよう髪はつ。すらりとした長身に、小麦色の肌はだ。そして砂さ漠ばくの民たみらしく、露出の多い扇せん情じよう的てきな装いをしている。

　なにより目立つのは――その背の巨大な投擲輪チヤクラムだ。あの大きさのものをあつかうには、相当の練度が要求されるはず。実力者なのは間違いなかろう。

「まさかこのちんちくりんが天下の《千夜の楽団》の副団長だなんて、初めての人は絶対わからないわね。わたしも聞いたときは、ものすごくおどろいたものだわ」

「え～、なにさなにさ～！　エルニアの意地悪オババ～！」

　エルニアと呼ばれた女はアブーの暴言を無視し、軽く肩をすくめた。

「……どうでもいいけれど、さっさと行くわよ。あなたがいると、また新しい問題を起こしそうだし。せっかく入った新人がいなくなったらこまるもの」

「え～、アブーは問題を解決したほうなのに～！」

　腕を無理やり引くエルニアに、アブーはむうと唇をとがらせ――

「……あ、ちょっと待って～！」

　ふいになにか思いだしたように言い、エルニアの拘こう束そくを逃のがれた。

　ハレのところに来て、その丸く大きな瞳でハレを見る。

「ねえ……なんできみ、さっき殴られてたの～？」

「え？」

　唐とう突とつにそんなことを訊ねられ、ハレは面食らった。

「さっきの巨人タイタンくんの攻こう撃げき……ぜんぶ見えてたでしょ～？　アブーの動きが見えてたぐらいだから、受けるなりできたよね？　なんでわざと殴られたの～？」

「あ、いや……殴られてやったら、あいつも満足するかなって」

　ハレがそう答えると、今度はアブーが面食らった顔をする。

　それからなにがおもしろかったのか、くつくつと激しく笑いだす。

「きみおもろいね～、アブーはきみみたいな子は好きだよ～♥」

　ちゅ――と。愛らしい投げキッスとウインクを残し、アブーは去っていった。

　ハレはどう反応すべきかわからず、呆然と立ちつくした。

「恋敵ライバル…………あらわるぅ!!」

　ゴゴゴゴゴッ、と。アブーの背をにらみ、ひとり燃えはじめるメリル。

　どこにツッコむべきかわからぬ混こん沌とんとした状じよう況きように、ハレはさきが思いやられた。




４




「あまねくガルデニアの神々に感謝を」

　当番の声に続き、みな一いつ斉せいに「感謝を」と合唱する。

　中央広場には、総勢一〇〇名にもおよぶ《千夜の楽団》の団員が集つどっている。その誰もが祈りの言葉のあと、飢うえた獣けもののように朝食に喰くらいついていた。

　それはハレとメリルも同じだ。特にハレは昨日の昼から、なにも口にしていない。食欲は並なみ大たい抵ていでなく、食べる勢いは大食漢のメリルにも劣おとらなかった。ほとんど会話することもなく、ハレはひたすらに朝食を腹につめこみつづけた。

　そして朝食開始から、およそ三〇分ほどが経たったころ――




「――みんな、食べながら聞いてちょうだい」




　広場の前に設置された台座に立ち、エルニアが声を張った。

　元々よく通る声だということもあるが、その声はなんらかの魔法的な方法で拡声されているらしく、広場のすみずみまで響ひびきわたっていた。

　団員たちはみな食事を続けながらも、一斉に静まりかえった。

「知ってのとおり……昨日の入団試験で、新たに六名のメンバーがギルドに加わったわ。なのであらためて、ギルドの方針を団長から語ってもらおうと思うの」

　団長――という言葉に、新人たちに緊きん張ちようが走る。

　ギルドにとって、団長は重要ポジションだ。なにしろ方針をふくめ、ギルドの最終決定権はすべて団長にある。みなどんな人物か気になっていたのだろう。

『いいねえ、いいねえ！』『団長、一発かましてくれ』『爆ばく笑しようトーク待ったなし！』

　そんな新人の緊張をよそに、ベテランたちがあちこちから野や次じを飛ばす。

「はい、みんな茶ちや化かさない！　団長、お願いします」

　エルニアは一いつ喝かつして場をおさめると、団長と場を交代する。

（いったい、どんな人なんだ……）

　ハレはごくりと唾をのみ、食い入るように台座を見つめた。

　――《千夜の楽団》の団長。

　つまりは七大ギルドとまで呼ばれるギルドの長おさだ。おそらくはマンスールのような強面こわもての巨人タイタンとか、逆にこの世に比類ないほどの美形の鳥人ハーピイとか、なにがしかカリスマ性のある人物なのだろう。そうでなければ、このギルドの長は務まるまい。

　だが。

　そこに現れたのは、強面の巨人タイタンでも美形の鳥人ハーピイでもなかった。

（え……あの人が団長!?）

　ハレは台座のうえの人物を見て、目を疑った。

　何度も目をこすってしまうほどに、想像とは違ちがう人物だったのだ。

「おいおい……みんなでハードルあげるのやめいや。こういうの苦手じゃと何度も言うとるのに……というか、わしがわざわざしゃべらんでもええじゃろが」

　どこぞの長老のごとき口調の人物は、しかし浅黒い肌の少年だった。

　否いや――黒人種ハルフツトの小人ピテイカなのだろう。背はハレよりは小さいが、ふつうの小人ピテイカよりは一回り大きい。体もがっしりとしている。鍛きたえられているのがよくわかった。

　だがやはり、一流ギルドの団長といわれると疑ぎ問もん符ふがつく。雑に巻かれたターバンも合わさり、どこか悪戯好きな少年といった雰囲気があった。

「団長、四の五の言わずにお願いします！」

　エルニアに叱しつ咤たされ、団長と呼ばれた小人ピテイカは息をついた。

　しゃあないのう、と。面めん倒どうくさそうに団員たちに向きなおる。

「ゴホン、わしが《千夜の楽団》の団長ー……サラディン・ラスシャールじゃ。まあ団長でもサラディンでも、好きなように呼ぶがいい。あ～……とにかく、なんじゃ。うちはわりと自由で、特に縛しばりもない。やりたいようにやって……」

「……団長、雑すぎます。威い厳げんもへったくれもありません」

　エルニアから即そく座ざにツッコミが入る。

「……知らんわ。別にええじゃろ。新人の前じゃからって、変にかっこつけてもしゃあない。これから一緒にやってくんじゃから、とりつくろう意味もねえ」

　いけしゃあしゃあと言うサラディンに、エルニアは盛大なため息をもらす。

「……わかりました、もうそれでいいです。でもせめてギルドの目標と、今後の展望だけでも真ま面じ目めにお願いします。あとはぜんぶわたしから説明しますので」

「最初から全部、おまえが言えばええと思うんじゃがなあ……」

　不満をもらしつつも、サラディンは気を引きしめるように息をついた。

　あらためて団員たちに向きなおり、声を張りあげた。

「見てのとおり……わしは適当な人間じゃ。基本的には団員たちも、好き勝手にやればええと思うとる。それは昨日入ってきた新人どももふくめ、まったく同じじゃ」

　じゃけど、とサラディンは続ける。

「ひとつだけ……ひとつだけは、覚えておけ。わしらギルド《千夜の楽団》の目標はただひとつ……この大迷宮《大金字塔ピラミツド》の完全攻略じゃということを」

　力強く言いはなたれたその言葉に、場の空気が変わる。

　茶化すような空気が消え、自然と身が引きしまる空気が流れる。

「……完全攻略なんざ、この世で【冒ぼう険けん王おう】のおじきしか成功させとらん。夢物語に聞こえるやもしれん。じゃが、わしらは成功させる！　実際あと少しまで来とる！　こまけえことはええが、迷宮攻略のためには死力をつくせ――」




「わしの夢のために…………てめえらの力を貸しやがれ!!」




　サラディンのありったけの想いに対し――

「「「うおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」」」

　団員たちは拳を突つきあげ、ありったけの声でこたえた。

　怒ど涛とうのような雄お叫たけびに、ハレは息をのんだ。

　今朝から団員を観察し、ハレがこのギルドに抱だいたのは、「本当に大丈夫なのか」という不安だった。見たかぎり、団員は有う象ぞう無む象ぞうの冒ぼう険けん者しやと変わりなく見えたのだ。

　だがそれは半分は合っていて、半分が違った。確かに集まっているのは、能力値パラメイタが高いふつうの冒険者なのかもしれない。だが、それだけでは決してないのだ。

　ここに集つどうものには、夢がある。

　迷宮を攻略する、という大きな夢が。

　そこが有象無象の冒険者たちとの大きな差だった。彼かれらはサラディンというカリスマを信じ、《千夜の楽団》という旗のもとに集った夢追い人なのだ。その確固たるモチベーションに、楽団を一流ギルドに押おしあげた理由があるのだろう。

「団長おつかれさまです」

　サラディンが役割を果たして台座をおりると、エルニアが胸をなでおろす。

「ぷぷぷ、団長ちびっこなのにがんばったね～☆」

「だあれがちびっこじゃ、アブー！」

　次いでサラディンに声をかけたのは、副団長の草人ウイードアブーだった。

　サラディンをからかってやろうという悪意しかない笑みをうかべている。

「ちびっこはちびっこだよ～だ！　ほら、アブーよりもちびっこ！」

　アブーはサラディンの前に立ち、手で背比べをしはじめた。

　確かにアブーのほうが、サラディンよりもわずかに高い。数Ｃセイチだけだが。

「黙らんかい、ほとんど変わらんじゃろが！」

「変わるも～ん、２Ｃセイチは違うよーだ！　ちびっこ団長！」

「あんまり調子乗っとると、いてもうたるぞこのガキャー！」
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「ぷぷぷ、すぐ怒おこる団長のほうがガキだよ～だ」

「ムキャアアアアアアアアアアアア――――ッ!!」

　まさに、子供同士のごとき喧けん嘩かがおっぱじまろうとしていた。

　さきほどのかっこいい演説が、完全に台無しだった。

「二人とも……いい加減になさい」

　ぎろり、と。エルニアが二人をにらみ、禍まが々まがしい負のオーラを全身から放出した。

　静かに威い圧あつするエルニアを見て、二人はびくっと身をすくませた。

「団長と副団長がこれでは……メンバーに示しがつきません。威厳もへったくれもありませんよ。せめてみなの前でだけは、もう少ししっかりしていただかねば！」

「わ、わあってるって……！」

「エ、エルニア……そんなに怒っちゃやあよ～？」

　ちびっこ二人組は、あわててエルニアを取りなすように言う。おふざけが過ぎて、いつもは優やさしいお姉さんをついに怒らせてしまった子供二人の図である。

　エルニアは鼻を鳴らして二人を威い嚇かくし、あらためて台座のうえに立った。

「……まあ、そういうことね。新人には朝食のあと、さらに詳くわしく今後のことを説明するわ。食事が終わったら、そのままこの場に残ってちょうだい」

　事務的な連れん絡らくを終え、エルニアは台座をおりた。

　話がすべて終わったとわかると、団員たちはなにごともなかったように、ふたたび愉ゆ快かいに騒さわぎはじめた。さきほどまでと同じ、酒場にありがちな風景に戻る。

「なんか、楽しそうなギルドだねぇ」

「そ……そうだなあ」

　のんきに言うメリルに、ハレは煮にえきらない様子でうなずいた。

　やっぱりこのギルド大だい丈じよう夫ぶじゃないだろ、と。不安しかないハレなのだった。
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　――29層。

　それが、迷宮《大金字塔ピラミツド》における《千夜の楽団》の最深到とう達たつ層である。

《ホラ吹き団長》は別として、同時にそれは全冒険者中での最深到達層でもあった。であるからして《千夜の楽団》は目下の目標として、30層を目指している。

　だがその試みは、うまくいってはいなかった。29層に到達してすでに一年が経過したにもかかわらず、30層への足がかりさえ見つけられていないのだ。

　道が、見つからないのだ。29層攻略の実力がないわけではなく、ただ道が見つけられないあいだに一年が経ってしまっていた。しかも、そのあいだに無数の他ギルドが29層に到達している。もう未踏とう破は層への挑ちよう戦せんは、楽団の専売特許ではなくなっているのだ。

　だから楽団は入団試験を行い、団員を募ぼ集しゆうした。

　人員を増やし、30層に続く道を他ギルドより早く見つけるために。




「――つまり、あなたたちがその人員というわけね」

　台座のうえから、エルニアはそう話をしめくくった。

　場所は変わらず、基地ベースの中央広場。ハレをふくめた新人六名は、エルニアから今後の説明を受けていた。ほかの団員はすでに探たん索さくに出ており、新人のほかに残っているのは少数だ。説明役のエルニア、その後ろでニヤニヤしているアブー、ハレに熱いまなざしを送るリリス、そして見覚えのない団員が二人だけだった。

（なるほどなあ……）

　エルニアの説明を聞き、ハレは昨日の試験形式に納得がいった。

　30層に続く道を見つけたいのなら、必要なのは数。だからこそ潜在能力ポテンシヤルを見る試験でなく、20層到達という即そく戦せん力りよく採用の試験を課したのだろう。

「あなたたちは今日から実地訓練をして、すぐに深層に続くルートの探たん索さくにあたってもらうわ。手始めに今日は、基地ベース付近の層でパーティーでの戦せん闘とうを学んでもらうわ。とはいっても、うちのギルドは適当……もとい、自由なギルドだからノウハウがあるわけじゃない。新人パーティーで探索しつつ、連れん携けいに慣れてもらう感じになるわね」

　思った以上に、適当な感じで進むようだ。パーティーの連携には一いち抹まつの不安が残るが、このあたりの層は庭みたいなものなので、どうにかなるだろう。

「おいちょっと待ってくれェ、質問だァ！」

　ふいに、どこからか野太い声があがった。

　声の主は、メリルが平手打ちを見舞った巨人タイタンのマンスールだった。

「なにかしら？」

「深層に続くルートをさがす……ってのはわかった。だがそのルートが見つかったら、オレさまたちはどうなるんだァ？　攻略に連れてってくれんのかよォ？」

　マンスールの質問は、なかなか的を射ていた。

　楽団に入ったからには、みな迷宮攻略へは並々ならぬ情熱を持っているはず。だが迷宮攻略は、基本的に少数精せい鋭えいで行うもの。未知の層を探索するとき、足手まといを連れていくと歩調が乱れ、無意味な犠ぎ牲せいが出てしまうからだ。

　だからマンスールは、自分が迷宮攻略に行けるのか事前に確認しておきたかったのだろう。ほかの新人もそれは同じらしく、みな熱心にエルニアを見ていた。

　エルニアはその質問を予想していたらしく、すぐに口を開いた。

「確かなことは言えないけれど……《千夜の楽団》は実力主義よ。迷宮攻略のメンバーも、直前に団長と幹部が選出する。なんらかの形で実力を示せば、あなたたちにも可能性は十分にあるわ。だから、今日からがんばってちょうだいね」

　チャンスがあるとわかり、各所から歓かん声せいがあがる。

　マンスールもふくめてみなが納得したのを見て、エルニアは続ける。

「それで……今日のことね。ここには昨日の試験で入団した新人が六名、そして二週間前に入団した三名の団員がいるわ。合計九名のパーティーでこの20層を探索してもらうことになるわ。そうね、目標は階層主ガーデイアン……《鎧竜ビヒモス》の討とう伐ばつでどうかしら？」

　エルニアの提案に、みな一斉にざわめいた。

『《鎧竜ビヒモス》って正気でござるか!?』『レベル[image: ]超ごえやろ？』『ぜったい無理じゃん』

　推定レベル[image: ]の大型級モンスター《鎧竜ビヒモス》。

　四大精せい霊れいの一柱としても数えられるそれは、魔ま物ものよりも神に近しいと言われる強大な存在だ。【精霊使いシヤーマン】が召しよう喚かんして使し役えきすれば、その強大な力で手助けしてくれるのだが、使役していないそれは人の味方にはなりえない。単に強大な魔物だ。

　戦せん々せん恐きよう々きようとする新人たちに、エルニアが悪戯な笑みで言葉を継ついだ。

「ふふふ……冗じよう談だんよ。おどかしてみたくなっただけ。いきなりそんな化物の相手をしろなんて言わないわ。でも、この《千夜の楽団》にいれば、《鎧竜ビヒモス》やそれと同等の存在と戦い、打うち倒たおさねばならないときも来る。覚かく悟ごしておいてね」

　それを聞き、新人たちはホッと胸をなでおろす。

　ハレも彼らと同じ気持ちだった。せっかくこの《千夜の楽団》に入れたのだ。いきなり強大な魔物に立ちむかって命を落としたのでは、元も子もない。

「とりあえず、目標は《人面獅子マンテイコア》の討伐ってことにしときましょうかね。群れを形成して魔ま法ほうも使う厄やつ介かいな相手だから、連携に慣れてもらうにはちょうどいいでしょう」

　記き憶おくによると《人面獅子マンテイコア》はレベル70。確かにちょうどいい相手だろう。

　みな妥だ当とうだと思ったようで、特に異論はないようだった。常人ならば瞬しゆん殺さつされてしまうほどの凶きよう悪あくな怪かい物ぶつなのだが、さすが腐くさっても一流ギルドの新人たちだ。

「というわけで、さっそく探索に出発してもらうわけだけど、パーティーの隊長を決めておきたいわね。隊長がいたほうが、なにかと都合がいいでしょうし」

「はいは～い、アブーはハレっちを推すい薦せんしちゃうよ～☆」

　待ってましたとばかりに、アブーが楽しげに手をあげた。

　いきなりなにを言うんだこのちびっこ、とハレは戦々恐々とする。

「なんで残ってるのかと思ってたけれど……まさかこのため？　別にわたしは構わないけれど、このハレくんはそんなに見込みがある子なの？」

　エルニアはハレに近づくと、品定めするようにハレの顎あごにその細長い指をそえた。

　美女に至近距きよ離りで見つめられ、ハレは否いや応おうなしに照れくさくなる。

「アブーもわかんないけど、おもしろそうだから～☆」

「……直感はバカにできないものね。じゃ、ハレくん隊長よろしく」

　ポン、と。エルニアに肩を叩たたかれ、にこりと微笑まれる。

「え、え……そんな簡単に決めちゃっていいんですか!?　僕ぼくって試験のときもぎりぎり合格だったし、ほかにもっといい人がいると思うんですけど!?」

　呪のろいのこともあるし、ギルドでは目立たずにいようと思っていたのだ。

　隊長なんてしたら、変に注目されてしまうではないか。

「こいつの言うとおりだぜ、エルニアさんよォ！　こいつは新人のなかでは鼻くそ同然の雑魚だァ！　オレさまのほうが隊長にふさわしいと思うんだが、どうよォ？」

「却きやつ下か。あなたのような協調性のない人間にはまかせられません」

　立候補したマンスールを、エルニアは一いつ蹴しゆうした。

　あまりに即そく断だんされ、マンスールは開いた口がふさがらない。

「……というわけで、新人パーティー合計九名。隊長はこのハレくんにまかせるわ。《人面獅子マンテイコア》を討伐できたら、基地ベースに戻ってきなさい。話は以上、解散よ」

「あ、え、ちょ……待ってくださいよ！」

　エルニアは口早に言いはなつと、さっさと広場を立ちさってしまった。

　取りのこされた九名の新人は、どうしたものかと顔を見合わせる。

「ハレっち、隊長がんばってね～♥　がんばったらお姉さんがご褒ほう美びあげちゃうぞ♥」

　勝手なことを言いのこし、アブーもウインクとともに去っていった。

　直後――むぎゅっ、と。ハレは左右から同時に抱きつかれた。

「ハレ、今日は一いつ緒しよにがんばろうねぇ♥」

「ハレさま、よろしくお願いいたしますの♥」

　これまた同時に言ったのは、メリルとリリスの二人であった。

　二人はハレに抱きついたまま、互たがいの存在に気づき、ぎろりとにらみあった。びりびりと火花を散らし、二人そろってハレの腕うでを抱く手に力をこめる。

「ふ……二人とも、なかよくやろうね？」

　いがみあう二人をいさめようと、ハレはおそるおそる言った。

「あたりまえだよ、パーティー組むんだもんねぇ」

「そうですわ、パーティーは連携が大事ですもの」

　二人はそう言って微笑むが、どちらも目はまったく笑っていなかった。

　どうすればいいのか、とハレが頭を抱えていると――

「よっしゃァ！　さっさと《人面獅子マンテイコア》を殺りにいこうぜェ!!」

　マンスールが勝手に仲間を引きつれ、さっさと探索に出発しようとする。

（これ、僕がまとめるの……？）

　両手に花だと言うのに、その状況をまったく楽しめなかった。

　新人九名のパーティーの先行きに、探索開始前から不安しか感じないハレだった。




６




「よし……じゃあ、陣じん形けいはこんな感じでいいかな」

　パーティーの仲間たちに、ハレは戦闘時の陣形を再確かく認にんした。

　ハレたち新人パーティーは、迷宮20層のとある回かい廊ろうにいた。せめて陣形だけでも決めようと、ハレが仕切っているところだった。前衛に戦闘職、後衛に支し援えん職しよくという基本はともかく、細かい部分で混乱をきたす可能性があるからだ。

　ハレ自身にパーティー経験は皆かい無むだが、カテドラルで教本を読んだ知識を生かし、どうにか役割を決めた。あとはハレが適てき宜ぎフォローすれば、どうにかなろう。

「ふんっ、戦闘なんざオレさまだけで十分なのによォ」

　マンスールはなにか言っているものの、いちおう反論も出なかった。

　ハレは胸をなでおろし、あらためて迷めい宮きゆう探たん索さくを再開した。

（これでちゃんとまわればいいけど……）

　これといった理由もないが、不安がぬぐいきれなかった。

　新人たちの実力は、昨日の試験で証明されている。このあたりの層に詳しいハレもいて、備えは十分。にもかかわらず、この不安はなんなのだろう。

　そして。

　不安をよそに、パーティーはさっそく魔物と遭遇エンカウントする。

　たどりついた正方形の空間には、二〇を超える魔物の群れが待ちかまえていた。猛もう毒どくを持つ蠍さそり型モンスター《紅蠍レツドスコーピオン》、そして体中に布を巻いた《木乃伊マミー》が、それぞれ一〇体以上いた。いずれも厄介な魔物のため、注意が必要だ。

　しかも。

　その奥おくにはもう一体、群れのボス格と思おぼしき魔物がいた。

「まさか……いきなり!?」

　ハレたちのターゲット、中型級モンスター《人面獅子マンテイコア》だった。

　醜しゆう悪あくな人面、獅子の胴どう体たい、蝙蝠こうもりの双そう翼よく、さらには蠍の尾おを持った凶悪な魔物だ。戦闘能力の高さはもちろん、厄介なのがその知能の高さ。人面のためか、この魔ま獣じゆうは異常に頭がいい。魔物たちを統とう率そつし、ときに人間を狡こう猾かつな罠わなにかけることもあるほどだ。

「気をつけろ、ここは慎しん重ちように……」

　さっそく、仲間に注意をうながすハレだが――

「ガハハハハ!!　いきなりターゲット発見たァ、ついてるじゃねえかァ!?　雑魚もろとも……オレさまの大たい剣けんの餌え食じきになってもらうぜェ!!」

　前衛のマンスールは魔物に注意を引かれ、まったく聞いていなかった。

「ちょ……ちょっと待て！　話を……」

「おらあああああああああああああああああああ――――――ッ!!」

　ハレの制止もむなしく、マンスールは魔物の群れに飛びこんだ。

　大剣を抜ぬきはなち、それをそのまま前方の《木乃伊マミー》に叩きつける。力まかせの攻撃に見えたが、それでも《木乃伊マミー》は胴どうで上下に分断されて即そく死しした。剣の腕うで前まえはさっぱりのようだが、能力値パラメイタはかなりのものらしい。

「へへっ、楽勝楽勝ォ！」

　マンスールは高笑いし、次の獲え物ものを求めて視線をめぐらせる。

　だがそのとき――後方でじっとしていた《人面獅子マンテイコア》が、老ろう婆ばのごときしわがれた声をあげた。それは上位創成語ハイデモテイーズのもとになった古代魔ま法ほう言語の下位創聖語ローデモテイーズだ。上位創成語ハイデモテイーズは魔法都市ベリージユの【大賢者エラムリン】が開発した人間独自の魔法言語のため、魔物たちは魔法を使用するとき、上位創成語ハイデモテイーズではなく下位創聖語ローデモテイーズを用いるのだ。

《人面獅子マンテイコア》は高度な知性を持つだけでなく、魔法も自在にあやつる。それもマンスールに注意しておきたかったのだが、いまとなっては遅おそすぎた。

　次の瞬間。《人面獅子マンテイコア》のまわりに白い霧きりが現出し、マンスールへとほとばしった。

「マンスール避よけろ！」

「はあん……？」

　ハレの声でマンスールが霧の接近に気づいたが、もう遅かった。

　霧はまたたくまにマンスールの顔を覆おおいつくす。

「な……なんじゃこりゃァ！　ふざけ、んな……」

　マンスールは暴れて抵てい抗こうするが、その動きと声は次し第だいに小さくなっていく。

　やがてフラフラとよろめき、その場に倒れこんでしまった。

　それは、対象を深い眠ねむりにいざなう魔法【眠りの霧スリープミスト】だった。比ひ較かく的てき簡単な魔法だが、魔法抵抗力の低い単純な人間には絶大な効果を発揮する魔法だ。

　すかさず魔物の群れが、寝ね入いったマンスールに襲いかかる。

　冒険者たちを群れに誘さそいこみ、混戦のなか《人面獅子マンテイコア》の魔法で眠らせて無力化、無抵抗となった冒険者を狩かるというのが、この群れのやり口のようだ。

「みんな、援えん護ごしてくれ！」

　みなの返事を聞く前に、ハレはマンスールのもとに駆かけだした。

　走りながら、口早に上位創成語ハイデモテイーズの呪じゆ文もんを唱える。

「降霊憑依スキルオン――――【蜘蛛の糸スパイダーシルク】!!」

　腕から魔力マナの糸が飛びだし、マンスールに襲いかかった《木乃伊マミー》の一体に巻きつく。そのまま《木乃伊マミー》を引きたおし、直後にマンスールのもとに到達――

「はあッ！」

　まさにマンスールを毒針で刺ささんとしていた《紅蠍レツドスコーピオン》の尾を切断した。急所となる胴の関節の接合部を即座に剣でつらぬき、絶命させる。

　マンスールに取りついた《木乃伊マミー》の頭を蹴けりあげ、浮ういた体にさらに回まわし蹴げりを浴びせた。《木乃伊マミー》は壁かべにうちつけられ、そのまま光となって消えた。

　それからマンスールを抱かかえあげ、その場から離り脱だつした。

　付近の二体こそ始末したものの、それでも一〇体もの魔物がハレたちに殺さつ到とうしており、戦闘続行はマンスールに危害がおよぶと考えたからだ。

　次いで、仲間たちが魔物との戦闘を開始する。唐突なことで最初は混乱をきたしていたものの、そこは歴戦の猛も者さたちだ。やがて冷静に魔物を討うちとりはじめた。

　そのあいだに、メリルがマンスールに回復魔法を唱える。

「至高至し極ごくの魔力マナよ、この者を深き夢む幻げんの彼方かなたより呼びもどせ――【睡眠回復スリプルケア】」

　メリルの手から淡あわい光が出て、マンスールの頭部を覆った。

　まもなくマンスールはうめき声をあげ、ゆっくりと目を開いた。

「……マンスール、大だい丈じよう夫ぶか？」

「ちくしょうがァ、あの化物ふざけやがってェ……」

　ハレを完全に無視し、マンスールは《人面獅子マンテイコア》を睨にらみつけた。

　まんまと魔獣に魔法をかけられたことを悟さとったようだ。【眠りの霧スリープミスト】の呪文は、目を覚ましても意識がしばし朦もう朧ろうとするはずだが、マンスールはすぐに立ちあがった。憎にくき魔獣にねらいを定め、ふたたび魔物の群れに飛びこもうとする。

　しかし今度こそはと、ハレはマンスールを引きとめた。

「待て、ひとりは危険だ。《人面獅子マンテイコア》が統率している魔物の群れは、その辺の山さん賊ぞく団や盗とう賊ぞく団よりもよっぽど狡猾で強い。みんなで協力してやるんだ」

「ああん？　てめえらみてえな雑魚ざこと協力したって、なんも変わらねえんだよォ！　雑魚は雑魚らしく、エリートのオレさまの勇姿を見てろってんだァ！」

「ねぇ、協力しよう？　相手は魔法も使うみたいだし、いまみたいにまた眠らされちゃうよ？　そしたらきみひとりだと、さすがに危ないでしょう？」

「そうですわ、このでくの坊ぼう！　身のほどをわきまえてハレさまに従いなさい！」

　メリルとリリスもそう諭さとすものの、マンスールは聞く耳を持たない。

「うるせえって言ってんだろォ!!」

　巨竜ドラゴンの咆ほう哮こうのごとき猛たけ々だけしい声で怒ど鳴なり、ハレを突きとばした。

　ハレはそのまま引っくりかえり、派手に尻しりもちをついた。

「ふんっ、あいつら苦戦してんだろうがァ！　作戦だの練る時間はねえんだよォ！　黙だまってオレさまの戦いを目に灼やきつけ、後世に語りつぐ詩でも考えてろォ！」

　彼の言うとおり、確かに仲間は苦戦していた。《人面獅子マンテイコア》たちを中心に統率した動きをしてくるため、戦せん況きようが硬こう直ちよく状態におちいっているようだ。

　そんな戦場に、マンスールはふたたび身を投じた。

　大剣を横に一ひと振ふり、《木乃伊マミー》と《紅蠍レツドスコーピオン》を薙なぎはらって突き進む。

「へんっ……ようは、こいつを倒せばいんだろォ！」

　そしてたどりついたのは、群れの長おさたる《人面獅子マンテイコア》のもとだった。

　自己中心的な行動ではあったが、その判断は正しかった。《人面獅子マンテイコア》は厄介な魔法を使う上、群れの頭脳を担になっている。最初にねらうとすればやつだろう。

「うおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

　マンスールは大きく跳ちよう躍やくし、魔獣の頭部に大剣を叩きつける。

　しかし――ガキン、と。マンスールの剣は魔獣に届く寸前、魔獣の臀でん部ぶから伸のびる蠍の尾に弾はじかれた。マンスールは空を仰あおぐようにのけぞり――

「……がはっ！」

　直後。《人面獅子マンテイコア》が獅子の前まえ脚あしでマンスールを踏ふみつける。

　そのまま彼の腹をぐりぐりと踏むその人面は、いままで見たどの人間よりも醜悪で下げ卑びた微び笑しようをうかべていた。マンスールはもがいて逃れようとするが、魔獣の脚あしはびくともしなかった。マンスールでも無理とは、《人面獅子マンテイコア》の膂りよ力りよくは想像以上らしい。

（問題は、あいつがいちばん強いってことなんだよな……）

　ハレはメリルの手を借りて立ちあがり、ふうと息をつく。

《人面獅子マンテイコア》の知性や魔法は、確かにおそろしい。けれど一番おそろしいのは、その卓たく越えつした戦闘能力なのだ。《人面獅子マンテイコア》を知性と魔法だけの魔物と思って油断してかかると、総じてこのマンスールのように足を掬すくわれる。

　マンスールだけでなく、みな《人面獅子マンテイコア》相手に苦戦を続けており、なかなか戦況はこちらに有利にならなかった。このままではまずいだろう。

（やるしか……ないか）

　実力を出して目立つことは、どうしても避けたかった。

　だがこうなってしまっては、そう言っている場合ではなかろう。

「降霊憑依スキルオン――――――――【黒犬の業火メギドフレイム】!!」

　ハレは手から黒い火球を生成し、それを《人面獅子マンテイコア》へと放った。

　ハレの放った地じ獄ごくの業火は、《人面獅子マンテイコア》の体の側面で爆ばく裂れつする。すさまじい大だい爆ばく発はつが起き、魔獣はそれに大きく怯ひるんだ。ハレはすかさず飛びかかる。だが魔獣に攻撃を加える寸前で、魔獣の尾のさきの毒針が、ハレへと襲おそいかかってきた。

　ハレは剣で毒針を受けながしつつ、そのまま剣を振ふりあげた。

「……はあッ!!」

　瞬しゆん間かん。気合いの声とともに、ハレは鋭するどく剣を振りおろした。

　魔獣の尾――毒針の部分が切断され、宙を舞まった。

　グガアアアア!!　と。魔獣は悲鳴のごとき咆哮をあげ、激しくよろめいた。あまりに速いハレの反はん撃げきに、さしもの《人面獅子マンテイコア》も反応できなかったようだ。

　ハレは隙すきを見み逃のがさず、畳たたみかけるように魔獣に猛もう攻こうをしかける。

　反撃の機会を与あたえず、魔獣の体に次々と神速の斬撃を叩きこんだ。迷めい宮きゆうに魔獣のどすぐろい血の雨が降ふり、次いで魔獣の尾や脚がぶつ切りとなって落下した。冥府へと誘う死神のように、ハレは《人面獅子マンテイコア》の肉とともに命を刈かりとっていく。

　そして――

　魔獣の首を刎はねとばし、あっけなく決着はついた。

　頭部なき魔獣は、もはや断だん末まつ魔まの叫さけびもあげられなかった。その体はゆっくりとかたむき、その場に無数に転がる屍しかばねのひとつとなった。

　これまでの苦戦が嘘うそのように、戦いは一いつ瞬しゆんで終わってしまった。

　だが、戦いとはこういうものだ。およその戦いは拮きつ抗こうしない。長引かない。一ひと太刀たちも剣をかわせば、決着する。ハレは単独探索ソロプレイでそのことを理解していた。

「ハレ、さすがだねぇ！　あっというま！」

「ハレさま、かっこよすぎますわあ♥」

　メリルとリリスが続けざまに言い、同時にハレに抱きついてきた。

　直後。二人はふたたび睨みあい、視線で火花を散らした。

　ハレは二人を雑に振りはらい、動く魔物がいなくなったのを確認する。《人面獅子マンテイコア》の相手をしているあいだに、仲間が全ぜん滅めつさせてくれたらしい。

『さっすが隊長でござる!!』『桁けた外はずれに強いやん!?』『これで新人なわけ!?』

　ハレは仲間の言葉に苦く笑しようしつつも、まんざらでもない気になる。

「ちっ……雑魚が邪じや魔ましやがってェ」

　地面にドスンと座すわりこみ、マンスールが派手な舌打ちをした。

　仏ぶつ頂ちよう面づらを見るに、まだ懲こりていないようだ。このままだと同じことをくりかえしかねない。でしゃばる気はないが、これ以上は看過できなかった。

「マンスール、もう少し協力しあおうよ。こんなんじゃパーティーを組んでる意味がない。みんなで戦ったほうが危険も少なくてすむはずだ」

「……っせえなァ！　雑魚が運よく活かつ躍やくできたからって、でしゃばってんじゃねェ！　てめえが邪魔しなきゃ、オレさまがあんなやつぶっ倒せてたんだよォ！　オレさまの手て柄がらを横取りしたくせに、どや顔でパーティー仕切ってんじゃねェ！」

「いや、別にどや顔なんか……」

「どや顔だろうがよォ！　この自己中のでしゃばり野や郎ろうがァ！」

　それはこちらのセリフだ、と言わなかった自分をほめてやりたい。

「なあ、そっちのおまえもそう思うだろォ？　こいつの独断専行がパーティーの輪を乱してるってなァ！　まったくうざってえんだよ、てめえはよォ！」

　話を振られたメリルはきょとんとし、ぽりぽりと顎をかいた。

　それから、あっけらかんとした様子で言った。

「どちらかというとぉ……マンスールがでしゃばり？」

『ま……そうでござるな』『おまえがでしゃばりやな』『てか、おまえうざい』

　メリルの言葉に仲間たちだけでなく、恋こい敵がたきのリリスまでも同調する。




「――――はああああああああああああああああああああああん!?」




　みなの声を叩きつぶすように、マンスールの砲ほう弾だんのごとき声がとどろいた。

　たまりにたまったイライラが、ついに爆ばく発はつしたような声だった。

「ざっけんな、オレさまがわりいだとォ!?　どこを見てやがんだてめえら！　もう我が慢まんならねェ、やってられっかよォ！　オレさまはひとりで探索する！」

「お……おい、マンスール待てよ!!」

　呼びとめるのも聞かず、マンスールは先に行ってしまった。

　入りくんだ回廊に飛びこんでいったため、すぐに見えなくなってしまう。

「なあ、どうするよ……？」

　ハレは呆ぼう然ぜんと立ちつくしたあと、みなに視線を送った。

　しばし仲間たちは顔を見合わせていたが、メリルが口を開く。

「う～ん……放っておくぅ？　なんだかんだ、マンスールもおバカじゃ……いや、おバカだけど、けっこう強いし。基地ベースには帰ってくるんじゃないかなぁ？」

　そうだそうだ、と。仲間たちはメリルに同意した。

「そう……だな。ターゲットは倒せたし、好きなようにやらせるか。僕たちはパーティーとしての動きに慣れるために、もう少しだけ探索を続けよう」

　少し心配だが、マンスールも今まで生きのびてきたのだ。ちょっとやそっとの単独探索ソロプレイで死ぬこともなかろう。問題ない、問題ない。

　異論は出なかったため、新人パーティーはあらためて探索を再開した。
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（ちっ……あいつらふざけんじゃねェ！）

　マンスールは靴くつ音おとを音高く響ひびかせ、とある回廊を歩いていた。

　どすんどすん！、と。一歩を踏みだすたび、迷宮が鳴動する。自身が立てているにもかかわらず、その音はマンスールの苛いら立だちをさらに煽あおった。

（ほっんと恵めぐまれねェ！　なんでこのオレさまが！　あんなゴミどもと！　組まされなきゃなんねえんだよォ！　オレさまの実力なら、団長や幹部と組むのが当然だろうがァ！　しかもあの雑魚……偉えらそうに仕切りやがって、うっぜェ！）

　マンスールは昨日の試験で、受験者中二位の早さで基地ベースに到達した。

　一方であのハレ・エードルンドとかいう男は、刻限ぎりぎりに到とう着ちやくした劣れつ等とう生せい。エリートの自分とは、文字どおり格が違ちがう。やつが隊長のパーティーでなど、実力が発揮できるわけもない。さきほどもあの男が邪魔せねば、《人面獅子マンテイコア》を打ちたおせていたのだ。すべてはあの男が悪いのだ。そうだ、そうに決まっている。

（さっさと結果を残したいってのによォ……）

　マンスールはガルデニアの北ほく端たん、炎ほのおの山脈の出身だ。

　故郷の仲間たちはみな優ゆう秀しゆうな戦士で、マンスールはどちらかというと、そのなかで落ちこぼれだった。まわりからは〝のろま〟とバカにされもした。

　だが、いまは違う。故郷を出てから、マンスールは必死に修行レベリングをした。そして《千夜の楽団》という一流ギルドの入団試験にも、ストレートで合格できた。

　あとは――結果だ。

　故郷の仲間を見かえせるような結果が欲ほしい。

　具体的には、この迷宮《大金字塔ピラミツド》の攻こう略りやくという誰だれにも文句をつけられない結果が。

　そのためにも、まずはギルド内で功績をあげる必要がある。

　楽団が団員を募集したのは、あくまでも未踏破層への道をさがす人員が欲しかったからにすぎない。道が見つかれば、そこから先へ行くのはギルドの精鋭だけ。そのメンバーに選ばれるためには、なにかしらの功績をあげる必要があるのだ。

　にもかかわらず。

　今日はやることなすこと空回りし、醜しゆう態たいをさらしてしまった。

（ちっ、どうすりゃいいんだよォ……）

　いまからあげられそうな功績は、強力な魔物を討伐してドロップアイテムを手にいれるとか、あるいは隠かくされた財宝でも見つけるとかぐらいであろう。

　しかし都合よく、そんなチャンスがあるわけ――

「……ん、あれは!?」

　あった。目の前になんと、大きな宝箱があった。

　正方形の空間のすみに、ポツンとおかれている。ここは20層で、素人しろうとではたどりつけぬ場所。手のつけられていない宝箱の可能性はある。

（……ついてやがるッ！）

　さっそく駆けより――いや待てよ、と立ちどまる。

　さきほどは考えなしに突つっこみ、魔獣のしょうもない罠にハマってしまった。今回は単独探索ソロプレイなので、罠には細心の注意を払はらう必要がある。

　マンスールは付近の瓦が礫れきを拾い、宝箱の近くへと放ほうりなげた。

　ドスン、と。一Ｍメイル大の瓦礫は大きな音とともに落ち、宝箱のそばの土つち煙けむりを舞いあげた。マンスールは同じように二度三度と、瓦礫を宝箱の近くに放った。

　結果、なにも起こらなかった。

（罠はねえらしいなァ……へへへ）

　口が裂さけんばかりの笑えみをうかべ、忍しのび足あしで宝箱に歩みよる。

　ドクンドクン、と。一歩踏みだすたび、心臓が跳ねた。

　まだ罠があるかもしれぬという緊きん張ちよう、宝箱にどんな財宝が眠っているのかという期待、いろいろな感情がないまぜになって胸をいたくざわつかせた。

　ついに――宝箱に手をかける。宝箱には鍵かぎがかかっていたが、鍵はひどく錆さびて脆もろくなっている。自分の腕わん力りよくなら、問題なくこじ開けられよう。

「…………んぐぐぐぐ、ぬおおおおおおおおおおお!!」

　いきむような声とともに、ぐっと力をこめる。

　直後――ガシャン!!　と。鍵が壊こわれる音とともに、宝箱が開けはなたれた。

「なにも……ねえじゃねえか」

　だが宝箱をのぞきこみ、マンスールはこの上なく落らく胆たんした声をもらす。

　そこには――なにもなかった。あるのは、積もり積もった塵ちりと虫の死し骸がいだけ。ちょっとした財宝ぐらいならあるだろうと期待していたので、落胆を隠せなかった。

　やがて現実を受けいれると、いらだちが募つのってきた。

「……っくしょうが!!」

　これ以上ないほどに全力で、宝箱を蹴りとばした。

　マンスールの八つ当たりで、宝箱は弾だん丸がんのように飛んでいった。数Ｍメイル先の壁にぶちあたり、カタカタと空くう虚きよな音をたてて地面に転がった。

（ついてねェ……なにもかもついてねェよ）

　壁に手をつき、マンスールはうなだれた。

　世界が終しゆう焉えんを迎むかえたかのような絶大な虚きよ無むが心を満たす。このままでは迷めい宮きゆう攻こう略りやく時、自分は基地ベースで居残りだ。故郷でもギルドの補欠としてバカにされよう。

　が、そのときだった。

　ズズズズズ、と。

　地鳴りのような音と同時に、マンスールの体が前方にかたむいた。

　前を見ると、マンスールがもたれかかっていた壁――正確には壁を構成する石のひとつがじりじりと動き、スイッチのように壁にめりこんでいく。

　そして二〇Ｃセイチほど進んだあと、石はぴたりととまった。

（な、なんだったんだァ……？）

　マンスールがあらためて壁を調べようとした――次の、瞬間。




　ゴゴゴゴゴゴッ!!　と。

　地鳴りのような音が響き、同時に迷宮が激しくゆれはじめた。




　そして眼前の壁が、意志を持っているかのように動きはじめる。

　壁は、中心部から割さけるように動き――

「こ、これは……!?」

　やがて現れたのは、階段だった。

　横よこ幅はば五Ｍメイルほどの幅広の階段。長大なものらしく、さきが薄うす暗ぐらいために全ぜん貌ぼうはつかめないが、積もり積もった埃ほこりを見るに、ここ数年は誰も通っていないと推測できた。

　つまり――この階段のさきはおそらく、前ぜん人じん未み到とうのエリア。

「や、やったぞ……オレさまはついにやったんだァ！」

　拳こぶしをガッと突きあげ、歓かん喜きに声を震ふるわせた。

　ギルドに報告せねばと、喜々として道を引きかえそうとする。

「いや……待て、このさきを確認しとくべきだよなァ」

　が――そう思いなおし、階段に向きなおった。

　ギルドへの報告は、このさきの状じよう況きようを把は握あくしてからにすべきだろう。このさきがただの行きどまりにでもなっていれば、期待を裏切ることになってしまう。

　マンスールは唾つばをのみくだし、階段をのぼりはじめた。

　回廊にくらべて壁や天てん井じようの魔鉱石クリスタルが少なく、かなり薄暗い。特に前方は十数Ｍメイル先までしか視し認にんできないため、慎重に進むことを余よ儀ぎなくされた。

　あるとき、前方に光が見えた。

　点だった光はじわじわと大きくなり、やがてそれが階段の終わりだとわかる。同じ失敗はすまいと注意はおこたらないものの、自然と歩は速まった。

　そして。

　階段をのぼりきると、茫ぼう漠ばくな神しん殿でんのような空間が広がった。

　広い。とにかく広かった。暗いからというわけではなく、ただ広すぎて奥おく行ゆきが見通せなかった。天井も異様に高く、等とう間かん隔かくでならぶ支柱のさきも点でしか確認できない。天井には天上界ヴアルハラの神々の絵が描えがかれ、空間の荘そう厳ごんさを引きたてている。

　ここは迷宮《大金字塔ピラミツド》にとって重要な場所だ、と。

　ただならぬ空間の気配が、マンスールの第六感にそう訴うつたえていた。

「オレさまはやったぜェ……がははははははははははは!!」

　細くて小さかった笑い声が、太くて大きなそれへと変わっていく。

　はるか先から跳ねかえってくる自身の声を聞き、マンスールは自分の偉い業ぎように酔よいしれた。この隠し通路の情報を持ち帰れば、自分も攻略メンバーに――

「……ッ!?」

　ふいに背後から、すさまじいプレッシャーを感じた。

　振りかえると、そこには一本の支柱があった。

　いや――支柱ではない。支柱と同形ながら、しかしそれは紫むらさきがかった色をしている。しかもわずかではあるが、体毛のようなものが生えていた。

　それはおそらく――脚、だった。

　なんらかの巨きよ大だい生物の脚。

　ちらと視線をめぐらせると、思ったとおり。大木のごとき脚が四本、視界に入った。そしてさらに、それらを超える太さの尾が地面を這はっているのを見つけた。

　この長大な尾と脚を持っている生物――マンスールの故郷は凶悪な魔物が多いことで知られるが、そこでもこれほど規格外の巨大生物は見たことがない。

「……」

　顔をあげたらダメだ、とマンスールの本能が叫ぶ。

　けれど同時に、さっさとあげろとも本能は叫んでいた。想像のおよばない脅きよう威いを目まの当あたりにするのが怖こわい。けれどその恐きよう怖ふを早さつ急きゆうに認にん識しきし、対応策を考えねばならない。相反する意志が、マンスールの脳内で死し闘とうをくりひろげた。

　だが結局、マンスールは顔をあげた。もちろん恐怖はあった。けれど長年つちかわれた冒ぼう険けん者しやとしての矜きよう持じが、彼かれに勇気をもたらしたのだ。

　ゆっくりと顔をあげたマンスールは――

「……」

　しかし、顔をあげたことを後こう悔かいした。

　後悔の次にあふれた感情は、底知れぬ恐怖だった。全ぜん裸らで寒冷地帯ミズガルズルの極ごつ寒かん地域にでも放りだされたかのように、体の芯しんから震えがとまらなくなった。

　それはおそらく――人間が根源的に持っている〝死〟というものへの恐怖だった。

　マンスールの目の前にいたのは、巨大な魔ま獣じゆうだった。

　全身に紫むらさき色いろがかった甲こう殻かくをまとう地ち竜りゆう。

　小山のようなその巨きよ躯くは、あきらかに体高一五Ｍメイルはあろう。巨人タイタンのマンスールでさえも、軽々と踏みつぶしてしまうだろう化物じみた大きさだった。

　外敵から身を守るためのものか、体中には凶悪な棘とげが生えていた。紫色がかった甲殻はその硬こう度どゆえか光こう沢たくをおびており、まるで重装鎧ヘビーアーマーのように見える。兜かぶとをかぶっているかのような重じゆう厚こうな頭部――その眼がん窩かには、真しん紅くの瞳ひとみが輝かがやいていた。

　それはまぎれもなく、レベル[image: ]の大型級モンスター《鎧竜ビヒモス》だった。

　そんな化物に睥へい睨げいされ、硬直していたマンスールは――




「う、うああああああああああああああああああああ！」




　ふいに我にかえり、絶ぜつ叫きようした。

　人類最強と名高い巨人タイタンとは思えぬ無様な悲鳴が、迷宮の静せい寂じやくをつらぬいた。
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「……!?」

　びくっ、と。かすかに聞こえたその悲鳴に、ハレは身をすくませた。

　20層のとある回廊で、《大王蛇キングコブラ》の群れを殲せん滅めつしたときだった。順調に探たん索さくを進めていたハレたちは、どこからか届いた悲鳴に、そろって顔を見合わせた。

　それは――マンスールの悲鳴に違いなかった。声が聞こえたのは、彼が歩いていった方角。そして付きあいは短いが、彼の野太い声は特とく徴ちよう的てきだったからだ。

「……マンスール、だよねぇ？」

「ああ、急いだほうがよさそうだな」

　メリルにうなずきかえし、パーティーは悲鳴の方へと駆けだした。

　いつもどこか抜けているメリルでさえ、真ま面じ目めな顔をしていた。悲鳴はそれほど尋じん常じようならぬものだったのだ。たぶん彼はいま、危機におちいっている。

　やがてたどりついたのは、幅広の階段。

　魔鉱石クリスタルが少なくて薄暗いため、さきは視認できない。だがこの奥から、地鳴りのような音が現在進行形で聞こえてきていた。このさきでなにかが起こっている。

　視線を送ると、パーティーの仲間たちはこくりとうなずいた。

「……」

　危険が待つだろうそのさきへ、パーティーは階段を駆けあがる。

　走って、走って、走って。どこまでも走りつづける。階段は思った以上に長大だったものの、傾けい斜しやは大したことなく、順調にのぼることができた。

　そして。

　階段をのぼり終えると、ついに光ある空間に飛びでた。

「ここは……!?」

　瞬間。視界に広がった茫漠な空間に、ハレは息をのむ。

　あきらかに、これまでとは異質な場所だった。天高く伸びる支柱、描かきこまれた天てん井じよう画が、神殿のごとき荘厳な装そう飾しよく、それらすべてがこれまでの迷宮とは違う。こんな場所は見たことがない。仲間たちもみな口をあんぐり開け、その光景に見入っている。

「それより、マンスールは……」

　だが我にかえり、ハレはマンスールの姿をさがした。

　そして仲間たちとともに空間を駆け、やがてそれを見つけた。

「こ、こいつは……!?」

　ふいに視界に現れたのは、屹きつ立りつする巨大すぎる魔ま物ものであった。

　人と比ひ較かくするのがおかしくなるほどの巨躯は、象ほどの巨大さを誇ほこった《黒猟犬ヘルハウンド》でさえ小さく見えてしまうほどだ。竜と呼ばれる存在は何度か見たことがあったが、そのなかでも頭ひとつ抜けた大きさだった。刺とげ々とげしい装そう甲こうをまとったその外見、静かに燃えたける真紅の瞳もあいまって、すさまじい威い圧あつ感を放っていた。

「《鎧竜ビヒモス》……!?」

　ハレは自身の知識と考えあわせ、その名を口にする。

　エルニアに聞かされた20層の階層主ガーデイアンの名であり、冒険者ならば誰もが知っている名だった。この《鎧竜ビヒモス》をふくめた四大精せい霊れいと称しようされる四体の魔物は、吟遊詩人バードの詠うたう英えい雄ゆう譚たんに高こう頻ひん度どで出現する。それこそ、知名度は巨竜ドラゴンほどだ。そして知名度だけでなく戦せん闘とう力りよくも巨竜ドラゴンに引けをとらないことも、冒険者なら誰もが知っていた。

　そんな伝説級とも言える魔獣を前に――

「……」

　新人パーティーは、じりじりと後ずさる。

　ハレたちと魔獣の彼ひ我がの距きよ離りは、数十Ｍメイル以上あった。だがそれはあまりに巨きよ体たいであるため、眼前にいるのと同様の圧あつ迫ぱく感に襲われてしまったのだ。

　魔獣はハレたちに臀部おしりを向け、壁を見ていた。

　いや、違う。

　壁の前で、人が腰こしをぬかしていた。魔獣とくらべれば蟻ありのようなその体は、だが人間基準で言えば相当な巨躯――さきほど別れた仲間、巨人タイタンのマンスールであった。

　魔獣は、マンスールを見ていたのだ。

　マンスールは壁に追いこまれ、絶体絶命の窮きゆう地ちにおちいっていた。他種族よりも頑がん強きような巨人タイタンといえど、《鎧竜ビヒモス》にかかればひとたまりもなかろう。

「た……助けないと！」

「待て、メリル！」

　飛びだそうとするメリルを、ハレはあわてて引きとめた。

「……気持ちはわかるが、危険すぎる。《鎧竜ビヒモス》は強い。考えなしに出ていってもマンスールを助けられないばかりか、死人が出るだけだ」

「でも、このままだと……！」

　涙なみだ目めになるメリルに、ハレは力強くうなずきかける。

　このままだと、マンスールは死ぬ。それはハレもわかっていた。

「……僕ぼくがいまからやつの気を引く。その隙にみんなはマンスールを救出し、来た道を急いで引きかえしてくれ。みんなの無事を確かく認にん次し第だい、僕もあとを追う」

「え……でも、それじゃハレが危ないよ？」

「そうです、危険ですの！　ハレさまだけに、そんな役回り押おしつけるわけにはまいりません！　その作戦で行くのなら、囮おとり役やくを増やすべきですの！」

　そう訴えるメリルとリリスに、しかしハレは首を振った。

「いや……僕ひとりでいい。強がってるわけじゃないよ、そっちのほうがいいんだ。僕は単独ソロが長い。ひとりが慣れてる。誰かをかばって動くのは苦手だからね」

　足手まといはいらない、とハレは暗に言っていた。

《鎧竜ビヒモス》を相手どるのは、ハレでも厳しい。ハレ以下の実力の者が増えても、邪魔になるだけだろう。仲間たちも顔を見合わせたが、反論はしなかった。ハレと自分たちに実力差があることを《人面獅子マンテイコア》との戦いで彼らも察していたのだろう。

「……わかりました、お気をつけくださいまし。あのでくの坊を助けだしたら、すぐにお声がけいたしますので、ハレさまもすぐに脱だつ出しゆつしてくださいね」

　ハレは力強くうなずき、あらためて《鎧竜ビヒモス》に向きなおった。

　リリスに言われずとも、ハレもそのつもりだった。ハレでも、あの化物は倒たおせまい。目的は時間稼かせぎにしぼり、マンスール救出後はすぐに逃にげるべきだろう。

「……」

　次の瞬間、ハレは地を思いきり蹴る。少し遅おくれ、仲間が駆けだす音も背後で響いた。

　ハレは矢のように疾しつ走そうし、力をためるように右みぎ腕うでを引きしぼる。距離が縮まるにつれ、小山ほどはあろう《鎧竜ビヒモス》の巨躯が、視界で大きくなっていく。

　そして、ハレは跳躍した。下級冒険者だったころとは比較にならない脚きやく力りよくが、ハレを地上数十Ｍメイルの高みへと導く。最高到とう達たつ点てんから落下し、重力で急加速――




「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお――――ッ!!」




　自然の力をも味方につけて繰くりだしたのは、渾こん身しんの刺し突とつだった。

　手甲剣ガントレツトソードは、魔ま獣じゆうの横腹へとまっすぐに突きだされる。

　ハレはこの二ヶ月間、この《大金字塔ピラミツド》で修行レベリングにあけくれた。そのなかで桁外れに強力な階層主ガーデイアンとも何度か遭そう遇ぐうした。倒せたものもあれば、尻尾しつぽを巻いて逃げたものもあった。

　しかし、この刺突が通じぬ相手はいなかった。

　それは倒せぬにしても、敵に確実にダメージを与えてくれた。だから今回もハレは確信していた。目の前の魔獣に対し、それが確かなダメージを与えることを。

　そして、ハレの剣けん尖せんは魔獣の腹へと到達し――

「……!?」

　だが――ガキン!!　と。

　まるで超魔導合金オリハルコンにでも突きあたったように、剣が弾はじかれた。手て応ごたえは肉に当たったものではなく、なにものも通さぬ強固な盾たてに当たったものであった。

（硬かた、すぎる……！）

　ハレは歯は噛がみしながら着地し、しかし間かん髪はついれず跳躍した。

　目的はあくまでも、時間稼ぎだ。渾身の攻こう撃げきが通じなかったのは痛手だが、攻撃の手は休められない。囮おとりとしての役割を果たさねばならないからだ。

　ハレを叩たたき落おとそうと魔獣が激しく身を振るなか、魔獣の攻撃をすれすれで回かい避ひしながらも、その巨体に斬ざん撃げきを浴びせつづけた。やはりそのすべてが硬すぎる甲殻に弾きかえされたものの、魔獣の注意は十分に引きつけられたようだ。

「ハレさま、もう大だい丈じよう夫ぶですのッ！」

　魔獣との死闘のなか、ふいにリリスの声が耳に届く。

　振りかえると、皆みながすでに階段に戻もどっているのが見えた。そのなかには、仲間に肩かたを借りたマンスールの姿もある。ちゃんと救出に成功したらしい。

（よし、逃げ――――）

　だがハレが逃とう走そうをはかろうとした瞬間――ブンッ!!　と。

　魔獣の尾おがものすごい勢いで飛んできた。尾は鞭むちのようにしなり、真上からハレを叩き落とす。超魔導合金オリハルコンのごとき甲殻は、尾をおそるべき鈍どん器きへと変えていた。

「……かはっ！」

　地面に叩きつけられた衝しよう撃げきで、肺からありったけの空気が吐はきだされる。

　衝撃で意識が飛びそうになったものの、どうにか意識をつないで跳ねおきた。

（くそっ……一撃が重すぎる）

　思った以上に全身にダメージが入っており、立ちあがった瞬間によろめく。

　一撃――たったの一撃で、このダメージだ。これまではどうにか避よけられていたが、想像以上の攻撃力である。ハレでなければ、一撃でノックアウトだったろう。

　――ウガアアアアアアアアアアアアアアア!!

　直後。《鎧竜ビヒモス》は迷宮全体にとどろくような咆哮をあげる。

「降霊憑依スキルオン――――【体色変化チエンジドカラー】」

　魔獣の声でハッと我にかえり、ハレはスキルを発動させた。

　瞬間。ハレの体は淡あわい光につつまれ、やがて周囲から視認できなくなる。これは《喰屍鬼グール》から手に入れた力。体色を変化させ、背景に同化する能力だった。

　突とつ然ぜんハレの姿を見失い、魔獣は右往左往しはじめる。

　ハレは細心の注意を払いながら逃走、仲間のもとに戻った。

　そしてスキルを解いて姿を現し、仲間とそろって階段を駆かけおりた。マンスールを救出できた以上、あの化物と戦っても益はない。死人が出るだけだ。

「急げ、もっと奥おくへ！」

　ハレたちは決死の想おもいで、階段の奥おく底そこへと逃げこんだ。

　魔獣はハレたちを逃がすまいと、階段に勢いよく突とつ進しんしてくる。だがその巨躯が入るには階段の幅はばが足りず、魔獣は顔をつっこんだ状態で立ち往生した。

　そんな魔獣の状況をちらと見て、ハレはホッと胸をなでおろす。

　このまま戦っていれば、おそらく負けていた。

　並外れた攻撃力――そしてなにより、どんな攻撃も通さぬ防ぼう御ぎよ力りよく。かなりの斬撃を浴びせたはずだが、いまだその甲殻には傷ひとつ見受けられなかった。立ちまわりは互ご角かくでも、実のところハレはまったく歯が立っていなかったと言っていい。

（あんなのどうやって倒せば…………ん？）

　走りながら魔獣を注視していると、ふいにその首元に目がいった。

　そこだけ色が違った――いや、傷を負っているのだ。ほんの小さな傷だが、どす黒い血が流れだしている。おそらくはハレの斬撃によるものだろう。

（もしかしたら、あそこがあいつの……）

　ハレは最さい後こう尾びでひとり思案しながら、仲間のあとを追って階段を駆けおりた。







第３話　中堅冒険者、ギルドで躍進する
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「……そういうわけじゃったか」

　ハレから事の経けい緯いを説明され、サラディンは重々しくうなずいた。

　午後。ギルド基地ベースのとある天幕のなか。会議用に設しつらえられた大きめの天幕で、《千夜の楽団》の緊きん急きゆう会議が開かれていた。ふだんなら幹部のみで行われる会議だが、今日はハレたち新人パーティーの面々も特別に出席していた。

　議題はもちろん、先刻の一件。マンスールが未み踏とう破はエリアに通じる隠し通路を発見したこと。そして《鎧竜ビヒモス》に遭遇し、命からがら逃げのびたことだった。

（なんか緊張するなあ……）

　卓たくを真顔でかこみつつも、ハレの気持ちは落ちつかない。

　一流ギルドの幹部たちを前にすると、つい萎い縮しゆくしてしまうのだった。

「……ハレ・エードルンド、じゃったか」

　サラディンに名を呼ばれ、ハレの心臓がはねあがった。

　昨日のサラディンのおどけた姿は見ていたが、それでも彼が大陸に八人の第一級冒険者で、この《千夜の楽団》の長おさであることには変わりないのだ。

「……はい」

　いったいなにを言われるのか、と息をのむハレ。

　だがそんな不安をよそに、サラディンはニカッと無む垢くな笑みをうかべた。

「……よおやった！　おまえのおかげで、仲間をうしなわずに済んだ。《鎧竜ビヒモス》と殺やりあうなんざ、幹部連中でも骨が折れることじゃ。よくもまあ、こんなつるぴかの無傷で生せい還かんできたもんだ。つええ新人が入ってくれて、わしもうれしいわい」

　サラディンにほめられ、ハレは心が浮うきたつような喜びを感じた。

　ただ、いくつか訂てい正せいすべき点があった。

「いや……無傷じゃなくて、ふつうに死にかけたんですけどね。それに《鎧竜ビヒモス》には一方的にやられただけで、まったく歯が立ちませんでしたし」

　ハレは頭をかきながら、居い心地ごこち悪そうに口を開いた。

　過小評価されるのも嫌いやだが、過大評価されてもこまる。結局のところ、自分は《鎧竜ビヒモス》になんのダメージも与あたえられず、逃げ帰かえっただけなのだから。

「……そんな謙けん遜そんせんでええじゃろ。殺りあったのは事実じゃし」

　サラディンは「まあええ」と肩をすくめ、それからひとつ咳せき払ばらいをする。

　あらたまった様子で、会議のメンバーをざっと見まわした。

「なんにしろ――新たな道は見つかった」

　とてつもなく重大なことを宣言する一国の王のように。

　サラディンはどこか重々しく、威い厳げんある口調で言葉をつむぐ。

「その道が未踏破層まで通じとるかは……正直わからん。だが、わしは信じとる。今回見つかった20層のあの道こそが、30層に通ずる迷めい宮きゆう攻略の正規ルートじゃとな。冒険者としての勘かんが……わしにひしひしとそう告げとるよ」

「ぷぷぷ、冒険者の勘って……ちびっこのくせにかっこつけすぎ～☆」

　とたんに、アブーが横よこ槍やりをいれる。

「ドアホ……だあれが、ちびっこじゃ！　おまえはちと黙だまっとかんかい！　せっかくかっこええこと言うとるのに、ぜんぶ台無しになるじゃろが！」

「え～、ちびっこはちびっこじゃん！　ちびっこのくせに生意気～！」

　黙れと言うように咳払いをし、サラディンは自制するように深呼吸した。

　とにかく、と。威厳に満ちた顔に戻り、言葉を継ついだ。




「わしら《千夜の楽団》は……明日あした、迷宮攻略に乗りだす」




　宣言したことは、誰しもが想像していたものだった。

　新たな道が見つかったのだから、攻略に乗りだすのは必然。明日というのは性急な気もするが、それでもサラディンの性格を考えれば想定内だった。

　にもかかわらず。

　サラディンのその宣言で、場の空気が大きく変わった。

　迷宮攻略――それは誰もが為なしたいと願いつつも、口に出すのもはばかられる夢だった。

【冒ぼう険けん王おう】が偉業を為すまでには――そして為してからも、何千何万の冒険者が迷宮に挑いどんできた。だがそのうちの誰ひとり、それを為すことができなかった。

　だからきっと、みなそれを夢物語だと思ってきたのだ。

　これまでも楽団は迷宮攻略を目指してきた。サラディンもそれを公言していた。だが団員たちは、心のどこかで攻略は不可能だと思っていた。誰しもが夜空の星をその手でつかまえたいと願い、しかし届かないことを知っているように。

　だがサラディンの宣言で、夢は一気に現実味を増した。サラディンが元より備えていたカリスマもあり、彼ならば【冒ぼう険けん王おう】に並びうるのではと皆に思わせるに十分だった。そんな期待がその場の者たちからひしひしと感じられた。

　そんな期待を感じとってか、サラディンは照れたように頭をかく。

「ま……いまさらじゃな。わしらはずっと迷宮攻略を目指してきた。だがいちおう、言葉にしておきたかったのじゃ。神々は言葉でわしらを創つくった。言葉の力は偉い大だいじゃ。自分の目標を言葉にしておけば、言葉がそれを後あと押おししてくれるかもしれんからのう」

　サラディンは悪あつ鬼きめいた顔で鼻を鳴らし、カカカと豪ごう快かいに笑った。

　それから本題に入るとばかりに、ポンと手を叩く。

「それで攻略じゃが……二〇人程度の精せい鋭えいで臨のぞもうと思うとる。《鎧竜ビヒモス》出現を考えれば、あの通路のさきにはつええ魔物が出現するじゃろうしな。その選せん抜ばつについては、入団時期問わずに有用な戦力はできるかぎり連れていきたいと思うとる」

　サラディンはニカッと笑い、ふいにハレに視線を向けてくる。

　その視線に気づき、エルニアが思いあたったように言った。

「なるほど、ハレくんを連れていこうってことね」

「ぼ、僕……!?」

　ハレは頓とん狂きような声を出し、助けを求めるようにサラディンに視線を送った。

　だが、サラディンは肯こう定ていするようにうなずくだけだった。

「……単独ソロで《鎧竜ビヒモス》とやりあえるのは、楽団じゃわしや幹部連中ぐらいじゃろう。それほどの戦力を連れていかん理由もない。もちろん、来てくれるよな？」

　サラディンの真しん摯しな視線を向けられ、ハレは思考した。

　迷宮攻略はハレにとって、ひとつの夢だ。いまでこそ目標が呪のろいを解くことにすげかわっているが、それでも大きな目標であることに違いない。

　かの【冒ぼう険けん王おう】は、迷宮の最深部ではすべての夢が叶かなえられるとほのめかした。エルドラでヒナが記き憶おくを失うと聞かされたハレは、無意識に迷宮深部へと向かった。それは半分以上が自じ暴ぼう自じ棄きになったからだったのだが、迷宮を攻略しさえすれば、ヒナを救う方法が見つかるのではないかという淡い期待もあったからだ。

　迷宮深部に呪いを解くなにかがあるのかはわからない。

　だがあらためて考え、攻略に加わらない理由はないと思った。

「……はい、よろしくお願いします」

　ハレが頭をさげると、サラディンは満足気に微笑ほほえんだ。

「待てよォ、オレさまは……!?　オレさまも連れてってくれるよなァ!?」

　立ちあがって声をあげたのは、巨人タイタンのマンスールだった。

「てめえは確か……隠し通路を見つけた……」

「ああ、マンスールだァ。誰だれにも見つけられなかった隠し通路を見つけたオレさまは、功績でいえば誰よりも上。もちろん、連れてってくれんだろォ？」

　マンスールは大きく身を乗りだし、サラディンにせまる。

「う～む、確かにてめえが一番の功労者ではあるが……」

「やめたほうがいいわ。中ちゆう途と半はん端ぱな実力じゃ死ぬだけよ」

　困り顔のサラディンに代わり、エルニアがマンスールに言いはなつ。

「死ぬのが怖くて冒険者がやってられっかよォ！　攻略目指してここまで来たんだァ！　必死にやって、こうして功績も残したァ！　ここまで来て攻略に行けねェって、そんなアホみてえなことあるかよォ！　なあ団長、連れてってくれるよなァ!?」

　すさまじい形相でつめよられ、サラディンはうーむとうなって思案する。

　しばし眉まゆをひそめて悩なやんだすえに、重い口を開いた。

「……わぁったよ。連れてってやる。てめえの言い分ももっともだ」

「ほ、ほんとか!?」

　瞳を輝かせるマンスールに、サラディンは「ああ」とうなずいた。

「その代わり、てめえの身はてめえで守れよ。未知の層では、誰もが己おのれのことで精せい一いつ杯ぱいになる。てめえの命に責任がとれるのは、てめえだけじゃからのう」

「あったりめえよォ！」

　マンスールは満面の笑みをうかべ、ガッツポーズをつくった。

　だが、ようやく話がまとまりかけたそのとき――

「あ、あのぉ……」

　メリルが唐とう突とつに立ちあがり、おそるおそる声を発した。

「メリルも……メリルも行きたいです！　パーティーメンバーの功績は……パーティー全員の功績。通路の発見も《鎧竜ビヒモス》からの生還も、全員の功績だと思うんです。ハレやマンスールと同じで……全員に迷宮攻略に行く権利があるはずです」

　幹部たちの視線をその身に受けながら、しかしメリルは気き丈じように言う。

　こじつけがましくはあったが、一応の筋は通っていた。

『そうでござるよ！』『わいらにも行く権利がある』『うちも連れてってー！』

　メリルの言に乗るように、次々と新人たちが声をあげた。

　どうにか連れていってもらえないかと、皆もずっと考えていたのだろう。

「やれやれ……命知らずが多いのう。どうしたもんか」

「ひとりならともかく、この人数は面めん倒どうを見きれないのでは？」

　ぽりぽりと頭をかくサラディンに、エルニアが口くち添ぞえする。

　サラディンはものすごく悩むように眉み間けんにしわを寄せ、しばし硬こう直ちよくした。

「……まあ、ええか。新人どもが功績をあげたのは事実。ここでダメじゃと突つっぱねようが、てめえら勝手に探索しに行きそうじゃし。どうせ行くのなら、一いつ緒しよのほうがまだ生存率もあがるはず。身の安全は保障できねえが……ついてきたいやつはついてこい」

　それが、サラディンの出した結論だった。

　瞬しゆん間かん。うおおおおおお!!　と新人たちの歓喜の声が天幕に響ひびいた。

「団長さん、ありがとうございます！」

「感謝はすんな。わしはてめえらを死地へ連れていく死神じゃ」

　深々と頭をさげるメリルに、サラディンは肩をすくめてみせた。

「はあ、団長はまたそんな安やす請うけ合あいして……」

　エルニアが呆あきれたように言うと、ほかの幹部も似た反応をする。

　サラディンは、一度決めたことは決してくつがえさない。それがよくわかっているようで、エルニアもほかの幹部たちも、特に反論はしなかった。

「……よし、話は決まった。明朝、新ルート攻こう略りやくに出る！　野や郎ろうども、明日に備えて準備しとけ！　備えることもねえやつは適当に飯食って寝ねろ！　以上！」

　サラディンが手を叩くと同時に、会議メンバーは「おう」と威い勢せいのいい声で応じた。

　だが会議が終わろうというそのとき、アブーが口を開いた。

「水を差すようで悪いけどさ～、放はなっておいた斥候スカウトからひとつ嫌な情報」

「……なんじゃ言うてみい？」

　サラディンは片眉をつりあげ、さきをうながす。

　大したことではなかろうと高をくくった様子のサラディンに――

「明日……王国軍も新ルートの攻略に乗りだすってさ～」

　しかしアブーは、そんな重大事を告白する。

　あまりにも軽いその口調に比して、内容は非常に衝しよう撃げき的てきだった。

　その場にいた誰もが、固まってしまうほどだった。

「……どういうことじゃ？　なぜやつらが新ルートを知っとる？」

　それは今日、マンスールが初めて見つけたもののはず。

　発見からまだ一日と経たっていないのに、なぜ王国軍が知っているのか。

「どうやらうちの誰かから、新ルートの情報がもれたらしいね～」

「もれた……？　うちの誰かからか……？」

　う～ん、と。アブーは愛らしい小動物のように首をかしげ、

「ま、うちの誰かっていうよりは……王国軍の諜報員スパイだろうね」

「うちに王国の諜報員ネズミが紛まぎれこんどる……そう言いたいのか？」

　アブーは迷いなくうなずき――天幕がにわかにざわめいた。

　それを手で制し、サラディンは落ちついた声こわ音ねで言う。

「……いまから、諜報員ネズミさがしをするつもりはねえ。疑ぎ心しん暗あん鬼きになるよりは無視したほうがましだ。そこらへんはわしにまかせて、てめえらは明日に備えろ。情報がもれようがなんだろうが、わしらがさきに攻略すればええことじゃからのう」

　幹部たちはなにか言いたげにしながらも、結局なにも言わなかった。ここでなにか言ったところで、ギルドにプラスはないと判断したのだろう。

　ざわめきがおさまったところで会議はお開きとなり、みな天幕から退出しはじめた。

「ハレっち～、これから空いてる～？」

　ハレが皆にならって退出しようとすると、アブーが声をかけてきた。

「人と約束があるんですけど……なにか用ですか？」

「広場で模も擬ぎ試合するから、それのお誘さそいだね☆」

「模擬試合……ですか？」

「うん、迷めい宮きゆう探たん索さくの前日によくやるんだ～！　大事な日の前日って眠ねむれなくなったりするじゃん？　だから試合で体を動かして、ぐっすり眠れるようにってね～！」

「へえ、おもしろそうですね」

　楽団には上級冒険者も多い。得られることも多かろう。

「模擬試合ってゆっても、団員同士でちゃんばらするだけだけどね～！　約束が済んで、時間あったらおいでよ～！　新人ちゃんはみんな歓かん迎げいだと思うから～☆」

　アブーはそう言いのこし、ハレに反論の隙すきを与えずに天幕を飛びだした。

（模擬試合ねえ……あとで行ってみるか）

　約束が済んでしまえば、特にやることもない。

　模擬試合や明日のことについてつらつらと考えながら、ハレは天幕を出た。
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「……ごめん、遅おそくなった！」

「いえ、いま来たところですの」

　ハレが待ちあわせ場所につくと、すでに待ち人はそこにいた。

　待ち人は、鳥人ハーピイの少女リリス・フランソワーズだった。ハレが【黒死蝶の偏愛プシユケピーリア】について明かしたギルドで唯ゆい一いつの人間だ。基本的に接せつ触しよくはしないと決めていたが、会議前に彼かの女じよから話があると言われ、ここで落ちあうことになっていたのだ。

　そこは中央広場のそば、天幕の裏手。人目につきにくいその場所は、ハレがリリスと再会したときに話をした場所だ。現在もハレたち以外の人ひと影かげはない。

「それで話っていうのは……？」

　話があるとは聞いていたが、内容までは聞いていなかった。

「はい……話というのは、メリルちゃんの件ですの。以前お話ししたとき、ハレさまはおっしゃられましたよね。機会があれば、彼女の体を確かく認にんしてほしいと」

「まさか……呪印があったのか？」

　すぐに思いあたり、ハレは直球で訊たずねた。回りくどいのは性にあわない。

　固かた唾ずをのむハレに、しかしリリスは首を振ふった。

「いえ……申しあげにくいことに、まだメリルちゃんの体は確認できていませんの。ですから、呪印があるかどうかは定かではありません」

「え……？　なら、話っていうのは？」

　見ていないのなら、呼びだされた理由がわからなかった。

　リリスは少し言いづらそうに、頬ほおに手をそえる。

「それが……彼女がまったく体を見せてくれないんですの」

　へ？　とハレは首をかしげた。

「……体を、見せない？　そりゃあそうじゃない？　自分の体を好き好んで見せようなんてやつ、そういないと思うけど……？　露ろ出しゆつ狂きようでもあるまいし」

「それはそうなのですけれど……彼女の場合はそれが異常なんですの。露出狂の逆と言いますか……体を見せたくないがために、治ち療りようさえこばんでしまったんですの。いくら体を見せたくなくとも、そこまで隠かくすのはおかしいですわよね？」

「なるほど、確かにちょっとおかしいな……」

　いくら恥はずかしくとも、治療のときまで隠すのはさすがに不自然だ。

（でも、今朝はふつうに見せてたんだけどな……）

　今朝は裸ら体たいを隠す様子も特になかったが、どういうことだろう。

　理由を考えてみるが、ハレに思いあたる節はなかった。

「どうして隠すのかと訊ねたのですが、彼女もなんだか煮にえきらない様子で」

「なんて言ってたんだ？」

　リリスはととのった眉をひそめ、小鳥のように首をかしげる。

「単独ソロのときからある程度の予想はしてたけど、意外とみんなケガをするんだねぇ……と」

　確かに、なんとも曖あい昧まいでぼやけた答えだった。

「傷ついた体を見られたくなかったってことか？　でもそれなら……」

「それならなおさら、治療はさせてくれるはずですわよね」

　う～ん、と。二人はしばし考えるが、メリルの言葉の意味はわからなかった。

「いちおう見えるところには呪印はありませんでしたし、メリルちゃん自身にそれとなく確認してみたところ、特に呪いの兆候はありませんでしたが……」

　不安げなリリスを安心させるように、ハレはうなずきかけた。

「……わかったよ、わざわざありがとう。リリスは引きつづき、機を見てメリルの体を確認してくれ。僕からもちょっと探さぐりをいれてみるから」

「はい、ハレさまのためにできるかぎりがんばりますの！」

　ぐっ、と。リリスは両手で握にぎり拳こぶしをつくり、意気ごむ。

「それではまた」と背を向けるリリスを、ハレはふと呼びとめた。

「リリス、きみの体は……どうかな？」

　メリルの件と同様に、なにより確かめねばならないことだった。

　リリスはすぐにハレの質問の意図をくみとり、

「残念ながら……ハレさまとの愛の印はまだ現れませんの」

　心の底から残念だと言うように、肩をすくめた。

　一方でハレは心の底からホッと安あん堵どし、胸をなでおろした。

「……そうか、それならよかった」

　リリスは優やさしげな笑えみでこたえ、ふたたびハレに背を向けた。

　鳥人ハーピイの少女が立ちさったあと、ハレはその場で思し索さくにふけりながら息をついた。
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　中央広場に行くと、模擬試合はすでに盛りあがっていた。

　人だかりの中央には、松明たいまつ四本が正方形にならび、簡易試合場がつくられていた。

　試合場で剣を合わせているのは、どちらも見覚えのある二人だ。大剣で必死に攻せめたてているのがマンスール、それを短剣ダガーで軽かろやかにいなしているのがアブーだった。

『やれやれー！』『アブーなんかぶっとばせー！』『調子のらせんなー！』

　剣をあわせる二人に、試合場をかこむ団員から激しく野や次じが飛ぶ。

　マンスールの攻めは、苛か烈れつだった。

　だがアブーは受け身にまわりつつも、その攻撃を見事にさばききっている。ときに野生の獣けもののように、ときに曲芸師のように、七色の動きでマンスールを翻ほん弄ろうする。だがあまりにすさまじい動きのために、すぐにバテてしまうのではとハレは思った。

　だが。

　さきに動きが鈍にぶったのは、マンスールのほうだった。

　アブーの動きがまったく鈍らなかった一方で、攻めたてていたマンスールのほうが徐じよ々じよに消しよう耗もうしていたのだ。アブーはその隙を見み逃のがさず、流りゆう麗れいな動作で足あし払ばらいを放つ。すっころんだマンスールを見下ろし、ノータイムで顔前に剣を突きつけた。

「勝者、アブー！」

　審判ジヤツジが宣言すると、わっと歓かん声せいがあがった。

　子供のように無む邪じや気きな笑みで手を振り、アブーは歓声にこたえる。

（やばい、アブーさんなめてた……）

　どれだけふざけていても、楽団の幹部。実力は折り紙つきだ。しかも彼女本来の武器は《銀の竪たて琴ごと》で、戦せん闘とう職ではなく支し援えん職だというのだからおどろきだ。

『アブーさすがだな』『誰かあいつとめろよ』『ちょこまかしてやりにくいからな』

　次のアブーの相手を誰が務めるのか、みなが揉もめはじめるなか――

「お……ハレっちが来てる～!!　きみに決めた☆」

　アブーは観衆にハレを見つけ、宝物でも発見したように目を輝かがやかせた。

「え、僕!?」

「あったりまえじゃん！　さっさとこっちおいで～」

　アブーは悪戯いたずらな笑みをうかべ、猫ねこのようにハレを手まねきする。

『お……例の新人か』『《鎧竜ビヒモス》を瞬殺したんだっけ』『なるほど、楽しそうじゃん』

　突然の指名に観衆はざわめき、刺さすような視線がハレに降ふりそそいだ。

　勝手に話に尾ひれをつけて盛りあがる観衆たちを見て、ハレは逃げだしたくなった。

『おし、頼たのんだぞ！』『おまえに賭かけたかんな』『アブーなんかやっちまえ』

　だが見る見るうちに観衆に取りかこまれ、退路を断たたれてしまう。

　強ごう引いんにかつぎあげられ、せ～ので試合場に放ほうりこまれた。

「……いでッ」

　ハレは派手に尻しりもちをつき、よろよろと立ちあがる。

「よくぞ来てくれたね、ハレッち～！　おねえさんが可愛かわいがってあげるよ～！」

　アブーは新しい玩具おもちやを見つけたように、つぶらな瞳ひとみを輝かせた。

「ロリは好きですが、ロリに可愛がられる趣しゆ味みはないんですけどね……」

　アブーが短剣ダガーを抜ぬいたのを見て、ハレもしかたなく手甲剣ガントレツトソードを構える。

　試合開始の合図のためか、審判がハレとアブーのあいだに立つ。

「アブーはこれでも、もう四〇になるんだけどな～」

「よ、四〇歳さい!?」

　悪戯な笑みをうかべたアブーが突とつ如じよ、とんでもない爆ばく弾だん発言をする。

　一〇代にしか見えないだろ！　とハレが内心ツッコんでいると――

「アブー対ハレ……はじめ！」

　唐突に、審判が試合をはじめてしまう。

　心の準備がととのわぬハレに、だがアブーは準備万ばん端たんで突とつ撃げきしてくる。

　野の兎うさぎのように駆けるアブーを迎むかえうたんと、ハレも一歩を踏ふみだした。

　しかし、二人の剣と剣がぶつかりあう――その、寸前。

「……!?」

　アブーの姿が、視界から消えた。

　ハレは怪け訝げんに思いつつも、冷静に視線をめぐらせた。そして視界のすみで、真下からアブーが斬きりあげ攻撃を放ってくるのを捉とらえた。視界から消えたように見えたのは、すばやく身をしずめていたからだったらしい。

　ハレはぎりぎりで身をひるがえし、剣撃を回避。シュパッ!!　という宙を斬る音とともに、ハレの腹部の衣服が短剣ダガーに裂さかれた。ぎりぎりとはいえ、完全に避けられたと思ったのに、アブーの敏びん捷しよう値はハレの想像を上回っていたらしい。

「ほらほら、ハレっち遅いよ～」

「……」

　曲芸師のようなその動きに、ハレはしばし翻ほん弄ろうされつづけた。ハレの斬ざん撃げきも甘あまくはないが、それでもアブーの体には一ひと太刀たちも届かなかった。

　だが、ハレもいままで遊んできたわけではない。

　そして、ハレは腐くさっても戦闘職だ。

　敏捷値はアブーが上だが、それ以外の身体能力値はハレが上。つまりトリッキーな動きを封ふうじ、力と力の勝負に持ちこめば、決して負けない。

「あ……やば!?」

　そこではじめて、アブーが焦あせりを見せた。

　いつのまにかハレは、アブーを試合場のすみへと追いつめていた。この状じよう況きようではアブーに逃げ場はなく、ハレの剣を受けるほかない。つまりは力と力の勝負だ。

「……」

　それは偶ぐう然ぜんでなく、すべてハレの計画通りだった。

　ハレはたったひとりで迷宮に潜もぐり、これまで生きのびてきた。迷宮は甘くなく、決して力だけでは生きのこれなかった。目に見える能力値パラメイタだけでなく、頭脳をもみがく必要があったのだ。そして身につけたのが、こうした敵の誘ゆう導どう。

　気づかぬように敵の行動を誘導し、自分が有利になるように仕組む技。ハレが命がけで体得した戦闘の技術だった。アブーの戦闘パターンはさきほど観戦していたおかげで、ある程度読めていた。おかげでうまく、動きを誘導できた。

　そして、ついに持ちこんだ力と力の勝負で――

「あ……ちょ、らめ～!!」

「……！」

　追いつめられて奇き声せいをあげるアブーに、ハレはさらに剣を押しこんだ。

　戦いに容赦は無用。手加減すれば、その瞬間に足もとをすくわれるからだ。

　アブーは踏んばるが耐たえきれず、そのまま体勢を崩して場外に転がった。

「……アブー場外、勝者ハレ！」

　数瞬の静せい寂じやくのあと、響きわたる審判ジヤツジの声。

　同時に、いままでにないほどの耳をつんざく歓声があがった。

『すげえじゃねえか新人！』『よくやった！』『まさかアブーに勝つとは』

　そんな声が相次いであがり、ハレもまんざらでもない気持ちになる。

「あ～、ハレっち痛いところ突きすぎだよ～」

　アブーはいつものおどけた調子に、若干の悔しさをにじませる。

「すみません……ああしないと、捕まえられる気がしなかったので」

「ま、勝負だしね～！　でもすごく痛かったから、責任とってね♥」

「変に聞こえるからやめてくださいよ。まったくアブーさんは……」

　言いながら、ハレが試合場から降りようとすると――

「あ、ハレっち～！　模擬試合は基本的に負けないと降りられないよ～！　勝ったら連戦して、負けるまで戦いつづけるのが決まりになってるから～！」

「え、もうつかれたんですけど……」

「らめらめよ～！　ほら、みんなきみと戦いたくてうずうずしてるし☆」

　言われて観衆を見やると、待ってましたとばかりに声があがる。

『お～し新人、次は俺だ！』『いや、この僕ぼくが！』『いやいや、わたしがやるわ！』

　ハレとの対戦権を求め、ちょっとした言い争いにまで発展する始末。

　だがまもなく折りあいがつき、対戦相手が試合場にあがった。

（はあ、やるしかないかあ……）

　ハレは息をつき、しかたなく次戦に身を投じるのだった。

　その後、ハレは次々と団員に試合を申しこまれた。つまりは連戦連勝を続けたのだ。アブーは支援職だが、腐ってもギルド幹部。そのアブーが敗北をきっしたのだから、有う象ぞう無む象ぞうの団員がハレに勝利するのは、ほとんど不可能だった。

　しかし。

　ハレが見事に五人抜きを達成した――そのときだった。




「――次は、わしが相手をしてもらおうかのう」




　聞き覚えのある声が、次の対戦相手に名乗りをあげた。

　その瞬間に、場の空気が一変した。なにか大きすぎる存在感にのまれてしまったように、その場にぴりぴりとした空気が流れるのを感じた。

　振りかえると、そこにいたのは精せい悍かんな小人ピテイカの男。

《千夜の楽団》の団長こと、サラディン・ラスシャールだった。

（まじか……）

　サラディンの突とつ然ぜんの出現に、ハレは面食らう。迷宮の５層ぐらいを探たん索さくしていたのに、そこでなぜか迷宮最深部の階層主ガーデイアンに遭そう遇ぐうしたような気持ちだった。

　サラディンは《千夜の楽団》の団長で、同時に大陸に八人しかいない第一級冒ぼう険けん者しや。既知の第一級冒険者のリディヤは末席らしいので、おそらくはサラディンのほうが能力値パラメイタは上。あのリディヤよりも強いとなると、もはや想像がおよばなかった。

　レベル[image: ]は優に超こえていよう化物を前に――

「……」

　しかしハレは、絶対に勝てないとも思わなかった。

　いや、勝てる気はしなかったのだ。レベルが[image: ]を超えたといえ、その倍のレベルにあろうサラディンに勝てるはずがない。それはわかっていた。

　だが――心は折れていなかった。

　乗りこえてきた修しゆ羅ら場ばの数々が、気づかぬうちにハレに自信をつけさせていたのだろう。

「……よろしくお願いします」

　頭をさげると、サラディンはニカッと太陽のような笑みをうかべた。

　観衆は無言で、サラディンが試合場にあがるのを見守った。先日のように彼かれを茶ちや化かす空気はなく、さきのアブーのときのような野次もない。

　そこにあるのは、好奇心。模擬試合で五人抜きを達成したハレ、そして楽団最強の冒険者サラディン・ラスシャールの戦いを見たいという想おもいだった。

「寸止めはしなくてええぞ、本気で来い」

「え……いいんですか？」

　どれだけ真しん剣けんでも、模擬試合は寸止めが基本。

　事故ならばしかたないという暗黙の了解こそあれ、最初から寸止めしなくていいなんて、さすがにサラディンが危ないのではと不安になった。

　だが。

　続くサラディンの言葉で、その考えは大きな間ま違ちがいだったと知る。

「ああ……わしは戦いに関して、さほど手加減はできん。中途半端な戦いをすれば、ケガではすまんかもしれん。へたすれば、わしは……おまえを殺してしまうじゃろう」

　落ちつきはらったサラディンの物言いに、戦せん慄りつを禁じえない。

　脅おどしなのか、と思った。

　だが当のサラディンにそんな様子はない。新人との模擬試合で、彼が脅しを使う理由もなかろう。彼は本当にハレを殺してしまうことを危き惧ぐしているのだ。

（くそっ……）

　あっさりと死ぬ程度の実力と思われているのが、悔しかった。

　サラディンの言葉に自然と体が震ふるえてしまうのが、情けなかった。

（やってやる……）

　それは武者震いだと自分に納なつ得とくさせ、ハレはあらためて剣を構えた。

　おそらくは――この場にいる誰もが、サラディンの勝利を確信している。このルーキーならばという想いがあっても、最後にはサラディンだろうと。

　だが、ハレは負けるつもりはなかった。

　胸を借りるつもりだったが、どうしても一いつ矢し報むくいたくなった。一矢報いることで自分という存在をサラディンに認めさせてやりたかった。

　そして。

　ハレとサラディンは、試合場で向きあい――

「ハレ対サラディン、勝負はじめ！」

　審判ジヤツジの声と同時、互たがいへとまっすぐに疾しつ走そうした。

　サラディンにはおそらく、小細工は通用しない。そしてレベルと能力値パラメイタで圧あつ倒とう的てきに負けている以上、長期戦になればなるほど勝ち筋はなくなる。

　だから、ハレは。

　試合開始直後に、全力で勝負をかけようと決めていた。




「うおおおおおおおおおおおおおお――――――ッ!!」




　咆ほう哮こうとともに繰くりだしたのは、死力をつくした刺し突とつ。

　全身全ぜん霊れい。最大出力。ありったけのフルパワー。勝負をかけた一いち撃げきは、ハレ自身がくりだせる至上の一撃だった。これが避さけられたら、もう自分は負けでいい。これでダメならば、どうあがこうとサラディンに勝てない。そんな覚かく悟ごの一撃だった。

　超魔導合金オリハルコンのごとき外がい殻かくを持つ《鎧竜ビヒモス》をのぞけば、どんな魔ま物ものにも致死級のダメージを与えてくれた必殺の一撃。自分の身をかえりみず、全力で相手をつらぬくことだけを考えた捨て身の刺突。サラディンでも、これは避けられないはず！

　ほんの一いつ瞬しゆんで、ふところに飛びこんだハレに――

「……!?」

　サラディンはおどろいたように、身をのけぞらせた。

　いける――いや、勝ったとハレは思った。

　類たぐいまれな体幹と戦闘感覚のおかげか、サラディンの体勢はわずかにしか崩れていない。けれど命のやりとりをする全力の戦いでは、そのわずかな隙は命とり。

　この状況で、ハレは決して的まとを外さない。

　模擬試合ということも忘れ、ハレはサラディンの忠告通り、彼を殺す気でその攻こう撃げきを放っていた。でないと勝てるはずがないと本能で理解していたのだろう。

　そして。

　ハレの刺突は、サラディンの喉のど元もとに吸いこまれ――

「え……!?」

　だがそのとき、サラディンがさらに身をのけぞらせた。

　地面に頭がつくまでにのけぞり、アーチ状にまで体勢を崩すことで、なんとハレの刺突からすれすれで逃のがれた。ハレの刺突は宙をつらぬき――しかし勢いはとまらず、ハレは前のめりに体勢を崩した。一流冒険者の前で、その隙は命とりだった。

「……かはっ！」

　瞬間。サラディンの拳こぶしが、ハレの腹にめりこんだ。あの体勢からバネじかけのように身を起こし、ハレの腹に痛烈なカウンターをぶちこんだのだ。

　その一撃は――あまりに重かった。《鎧竜ビヒモス》の一撃を受けたとき――いや、それ以上の一撃が、ハレの脳を激しくゆさぶり、意識を強引に吹っとばした。

　意識が戻もどると、ハレはもう倒たおれていた。立ちあがろうと思ったが、かなしばりにあったように体が動かない。どれだけ意志力を振りしぼっても、立ちあがれない。

「おまえは、確かに強いな！　大したもんじゃ！」

　一撃で地にふしたハレを見下ろし、サラディンはニカッと笑った。

　ハレの非凡な才能を認め、しかし「だが……」と続ける。

「……おまえの戦い方はひとりよがりで、死にたがりじゃ。まわりを見ろ。仲間を頼たよれ。死を良しとするな。そうすりゃ……もっと強くなれる」

　サラディンは無邪気な笑みを残し、身をひるがえした。

　試合場から颯さつ爽そうと立ちさるサラディンの背を見つめ、ハレはふわふわと曖あい昧まいな意識のなか――しかし、妙みようにはっきりと彼の放った言葉を咀そ嚼しやくしていた。

（ひとりよがりで……死にたがり、か）

　その言葉はなぜか、これ以上ないぐらいに重くハレの心に響いた。

　そこでようやく、一瞬の激戦に呆ぼう然ぜんとしていた観衆や審判ジヤツジが動きだした。

「しょ――勝者、サラディン！」

　響きわたる審判ジヤツジと観衆の声が、ハレにはどこか遠い場所のことに聞こえた。




４




「……せあッ！」

　基地ベースの一角にて、ハレの気合いの声が響きわたっていた。

　サラディンとの試合が終わったあと、ハレは天幕で身を休めた。そして体調が戻り次し第だい、なにかに取とり憑つかれたように、ここで剣の素振りをはじめたのだ。

　そこは基地ベースのすみで、まったく人ひと気けがなかった。ハレが剣を振るいはじめてから一時間以上が経過しているが、いまだ人っ子ひとり見ない。

（しかたない、だろ……）

　剣を振るいながらも、サラディンの言葉が頭をよぎる。

　ひとりよがりで、死にたがり。まわりを見ろ。仲間を頼れ。死を良しとするな。それらはハレ自身も、痛いほどにわかっていることだった。

　頼れるなら頼りたい。

　しかし、そうできない理由があるのだ。

　仲間を頼れば、その後に待つのは、仲間の死。だから自然とひとりよがりな戦い方になってしまう。そうならざるをえなかった。

「……くそッ」

　ハレはふと動きをとめ、拳で近くの壁かべを殴なぐりつけた。

　もう一度――さらにもう一度――刺すような胸の痛みをごまかすように、自身の体を痛めつける。拳からは血がにじみ、体が訴うつたえる痛みは増してゆく。けれどその痛みすら、いまのハレの心痛をごまかしきることはできなかった。

　それは。

　それは見ようとせず、ごまかしてきた痛みだった。

　エルドラを出て、一心不乱に修行レベリングを続けてきた。それは解かい呪じゆの可能性を模も索さくしてのことだったが、ある種の現実逃とう避ひでもあった。誰とも愛しあえず、すべてをひとりで背負わねばならない孤こ独どく。その現実から目をそらすため、あえて修しゆ羅らになったのだ。

　サラディンに言われ、ハレはあらためてその胸の痛みを知った。自身のおかれた状況を、自身のおかれた孤独を、ひとりだという現実を思い知った。

（なんで……こんなに痛いんだよ）

　いまのハレには、リリスという理解者がいてくれる。なのに、胸を刺すような痛みは一向に消える気配はない。孤独は心をむしばみつづけている。

　たぶん、頼りきれていないのだ。

　彼女に迷めい惑わくをかけていることが、彼女を死の危険にさらしていることが、申し訳なくてしかたがない。だから、これ以上は頼ってはいけないと一線を引いてしまう。心のうちを明かせない。こうして無様に、もがき、悩み、苦しんでいる。

（ああ……うじうじうじうじ情けねえ）

　いつになればこの孤独は終わるのか。痛みはおさまるのか。

　レベルをあげて上級職になれば――しかし、それで呪のろいが解けるとはかぎらない。むしろ解ける可能性のほうが低いのではないか。迷めい宮きゆうを攻略すれば――すべての夢が叶かなうなんてありえない。実際にはなにもない可能性のほうが高いのではないか。

　孤独に、痛みに、終わりは見つからなかった。

　ゴールが見えない地じ獄ごくのどこに、希望を見み出いだせばいいのかわからなかった。リディヤやヒナはなぜ、この地獄のなかであんなにも強くいられたのだろう。

　そしてハレの手の甲が赤くそまりきったとき――

「……ハレ？」

　背後から、ふいに声がかかった。

　ハレはあわてて手を背に隠し、振りむいた。

「……メリル、か。どうしたんだよ？」

「それはこっちの台詞せりふだよ、その手どうしたのぉ？」

　メリルはかわいらしく首をかしげ、ハレに歩みよってきた。

　笑みをたたえながらも、その言葉には問いただすような響きがあった。

「その手って、別になにも……」

「なにもないわけないでしょう？　見せなさぁい」

　メリルはハレの腕うでをつかむと、強引に手の状態を確認した。

　そして血だらけの手を見て、あからさまに眉まゆをひそめる。

「……なんでこんなことしたのぉ？」

　まるで、悪戯いたずらをした我わが子に訊たずねるような口調だった。

「なんでって、おまえ……」

「見てたもん、さっき壁を殴りつけてたよねぇ？」

　見てたのか、と。ハレが問う前に、メリルはハレの言葉を継ついだ。

　怒りをささやかにあらわすように、唇くちびるをアヒルみたいにとがらせる。

「……声ぐらいかけろよな」

　言い訳のしようもないとわかり、ハレはため息まじりに言った。

　血だらけの手も隠すのはあきらめ、メリルにゆだねる。

「あんなに荒れてたのに、かけられるわけないでしょっと」

　不満を述べるメリルに、ハレはなんとも言えずに口ごもる。

　心の汚い部分を見られてしまったようで、なんとも居い心地ごこちが悪かった。

　だがこれ以上は心配をかけまいと、ハレは強引に笑みをつくった。

「……ははははは、かなりキレてたもんな。さっき模擬試合に出場したんだけど、団長にぼっこぼこにされちゃってさ。それが、すげえ悔しくてな」

「うん、聞いたよ。あっというまだったんだってねぇ」

　ハレのあきらかな空元気を指し摘てきもせず、メリルはただうなずいた。

　ふと二人の視線が交こう錯さくし、気まずい沈ちん黙もくが流れた。

「……とにかく、もうこんなことしちゃダメだよぉ？」

　重苦しくなりつつあった沈ちん黙もくをやぶり、メリルはハレの手を見る。

　傷だらけの手に自身の手をそえ、小さく上位創聖語ハイデモテイーズを唱える。とたんにメリルの手から淡あわい光が放出され、ハレの手をつつみこむ。たちまち傷を癒やしてゆく。

　優しい癒やしの光はまるで、慈母神イーレイそのものに癒やしを受けているかのようだった。

「……ひとりで抱かかえこまないでいいんだよ？　メリルたち【司祭プリースト】って天職ジヨブはね、仲間の体だけじゃなくて、心も支し援えんするのがお仕事なんだもん」

　夜よ闇やみを照らす朝あさ陽ひのような少女の笑みが、ハレの心をもつつみこんだ。

　彼女の優しさに、ハレは胸があたたかくなるのを感じた。

（ほんっとに、恵めぐまれてるよなあ……）

　リリスもメリルも、本当に自分をよく気づかってくれている。

　呪のろいはともかく、自分は周囲の人間関係には非常に恵まれている。

（がんばらないと……ダメだな）

　気づかってくれる少女たちのためにも、今の自分ではいけない。

　いつの日か恩を返せるように、もっともっと成長せねばなるまい。彼女たちを危険にさらしている不ふ甲が斐いない自分から、彼女たちを守れるような自分に。

「……ありがとう。もう大だい丈じよう夫ぶだから」

　ハレはできうるかぎりの自然な笑みで、彼女に礼を言った。

　そんなハレをどこか複雑な表情で見つめ、メリルはニコリと微笑ほほえんだ。

「明日の攻こう略りやく……がんばろうねぇ！」

「そうだな、がんばらなきゃな！」

　微笑みあい、しかしどこか取りつくろったようなやりとりだった。

　そのやりとりに居心地悪さを覚えたように、メリルは言葉をすぐに継いだ。

「……ほんとのほんとに、がんばるよぉ！　アベルは絶対にホラ吹ふきじゃない！　なにかの陰いん謀ぼうにはめられただけで、きっときっと迷宮のなかに青空はある！　明日は楽団のみんなで迷宮を攻略して、それを証明しなきゃいけないんだもん！」

　途と中ちゆうまではあきらかに、気まずさをごまかすための言葉だった。

　だが次第に力強くなった言葉には、アベルへの想おもいがにじみでていた。

「そうだな……ちゃんと名めい誉よを回復してあげなきゃな」

　メリルはうれしそうにうなずき、ハレから手を放した。

　気づけば、ハレの手は完全に治ち癒ゆしていた。

　ふつうの治癒スキルならば、傷口まで消すのは不可能。傷をふさぎ、あとは当人の自然治癒力にまかせることになる。だが彼女の治癒スキルは、傷があったことさえ忘れさせる完全な治癒だった。これほどの能力を持っていたのかとおどろく。

（…………ん？）

　尊敬のまなざしを向けていると、ふとメリルの表情が陰かげった。

　とっさに、自身の手に触ふれようとする。だがハレが見ていることに気づくと、その仕草を中断し、えへへと照れくさそうに――ごまかすように微笑んだ。

　疑問に思いつつも、彼女が触れられたくなさそうなのを察し、ハレは特に訊ねなかった。

「それじゃ……今日は夕食当番だからぁ」

「あ……ああ、いろいろとありがとな」

　メリルはふいにそう言い、逃にげるように身をひるがえした。

　歯になにかが挟はさまったような違い和わ感かんを覚えつつも、ハレは明日の探索に想いを馳はせた。







第４話　中堅冒険者、ギルドで探索する







１




「てめえら、心の準備はええじゃろな？」

　翌日。サラディンは追つい随ずいする団員たちを振ふりかえり、ニカッと笑った。

　そこは、マンスールが見つけた新ルートのさき――階段をのぼり、ハレたちが《鎧竜ビヒモス》と遭遇エンカウントしたあの場所だった。もちろん、迷めい宮きゆうには内部を修復する人間はいない。先日の激闘を物語るように支柱が幾本も倒れ、床ゆかや壁がぼろぼろに崩れおちていた。

　そこにいるのは、《千夜の楽団》の合計二四名の迷宮攻こう略りやくパーティー。新人九名をのぞけば全員が精せい鋭えいで、楽団幹部の《重奏長》も三人がそろっている。

（すごい面子メンツだなあ……）

　そんな精鋭たちをながめ、ハレは感かん嘆たんの息をつく。

　これほど上級冒険者が組織的に動いていると、それだけで壮観だ。

「斥候スカウトの情報によると、すでに王国軍はここを通過し、このさきの未み踏とう破はエリアへと乗りだしとる。正直いって……わしも少し焦あせっとる。そりゃ焦りもするわな。王国軍は決してあなどれるもんでもない。このさきに進む力は十分に持っとるじゃろう。そしてその力を以て、わしらが何年もかけて探索した迷宮を攻略しようとしとる」

　じゃけど、と。サラディンは力強く言葉を続ける。

「――一番乗りは、ぜってえゆずらねえ!!」

　サラディンのその声には、いまだかつてない力がこもっていた。

　どんな苦難が待ちうけていようとも、それだけは決してゆずれないと。

「この《大金字塔ピラミツド》を最初に攻略するのは、わしら《千夜の楽団》じゃ。王国軍だろうがなんだろうが、負けてたまるかい。一分一秒さえ惜おしい。全力で進む。ついてこれんやつは遠えん慮りよなくおいていくぞ。わしとともにこのさきが――夢のさきが見てえやつは、死ぬ気でついてこい。血ち反吐へどを吐こうが、死ぬ気でしがみつけ!!　ええな!!」

　サラディンの言葉にこたえ、団員たちの「おう」という声が合唱した。

　威い勢せいのいい彼らの声には、厳しい道のりになろうと、絶対にサラディンについていくという覚悟の響ひびきがあった。彼らがどれほどの覚悟で今日に臨のぞんだのか、ハレは再さい認にん識しきさせられた。この部隊に参加できたことが誇ほこらしくなり、一方でその責任も感じた。

　そして。

《千夜の楽団》はついに、未踏破エリアへと足を踏みだし――

「おい……待てよォ」

　直後。ハレに声をかけてきたのは、マンスールだった。

「……？　どうしたんだ？」

　ハレが首をかしげると、マンスールは挙きよ動どう不ふ審しんに目をそらした。

　ものすごく言いづらそうに口をぱくぱくと動かしたあと、

「昨日は、その……すまなかったなァ」

　その剛ごう毅きな外見とは似つかわしくない弱々しい声こわ音ねで言った。

　ハレは一瞬、なにを言われたのかわからなかった。いつも粗そ暴ぼうでハレを格下あつかいしていた彼の口から、そんな言葉が出るとは夢にも思わなかったのだ。

「なにボケっとしてんだよォ！　だからァ……《鎧竜ビヒモス》からオレさまを助けるとき、囮おとりしたんだろォ？　別にオレさまはひとりでも逃げられたが……おまえが体張ってくれたのは事実。なんも言わずに済ますのは、オレさまの流りゆう儀ぎに反するんでなァ」

　そう言ったマンスールの頬ほおは、わずかに赤くそまっていた。

　こいつにもかわいいところがあるんだな、と。ハレはつい笑みをこぼす。

「ぬあに笑ってんだよォ！　ぶっとばすぞてめェ！」

「悪い悪い……でも、すまなかったじゃないだろ？」

　ああん？　とマンスールはきょとんとした顔をする。

「……ありがとう、でいいんだよ。仲間なんだからさ」

　リリスに言われたことを思いだし、ハレはそう笑いかけた。

　マンスールはさきのハレと同じく、なにを言われたかわからないという顔をする。それからハレの言葉を理解したのか、顔を赤くしてそっぽを向いた。

「う、うっせェよ……あくまでもギルドの仲間ってだけだからなァ。とにかく、話はそんだけだァ。初しよっ端ぱなはオレさまたちが前衛なんだから、足引っぱんなよォ」

「おまえもなー」

　言いながら、ハレとマンスールはあわててパーティーの先頭へと走った。

　今日の迷宮攻略序じよ盤ばんで、ハレたち新人は先頭をまかされている。

　このあたりは一度来ているということもあるし、迷宮は深部に行くにつれて難易度もあがるため、「新人は序盤の楽なときに先頭を」とサラディンが配はい慮りよしてくれたのだ。まあ序盤とはいっても、すでに21層。決して気はぬけない場所だが。

（意外と……悪いやつじゃないみたいだな）
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　なんとなく理解できた仲間を横目に、ハレはパーティー最前列につく。

　一歩――また一歩と。仲間とともに迷宮深部を目指して歩を進めた。足並みは王国軍のようにはそろわぬが、ひとつの夢に向かっているという一体感があった。

（王国軍には……絶対負けねえ！）

　新たな――そして確固たる決意を胸に。

　目指すは、迷宮最深部。世界中の冒険者たちの夢をもとめ、ハレは前へ進む。
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《鎧竜ビヒモス》のいたその空間は、想像以上に広かった。

　歩いても歩いても果てが見えず、一時間ほどでようやく次層に続く階段を発見できた。冒険者たちの歩速で一時間となると、かなりの距きよ離りを歩いたはずだ。迷宮の端はしから端とまでは言わぬが、半分は歩いたのではと思うほどだった。

「……ふう」

　パーティー最前列を歩きながら、ハレは額の汗をぬぐった。

　出現する魔物自体は20層と大差ないため、それほど苦もなく倒せていたが、疲ひ労ろうは確実に蓄ちく積せきしていた。まわりのみなも全身から汗を流しており、疲労の色は濃い。

　だが、休息を求めるものはいなかった。不平や不満もなく、みな淡たん々たんと前に進んでいる。誰だれもがそれだけの覚悟を持ち、今日に臨んでいるということだろう。

（ようやく22層か……）

　マンスールが通路を見つけたのは、ギルド基地ベースのある20層。

　そして長い階段をのぼった先、《鎧竜ビヒモス》がいたのが21層。となると、いまいるのが22層ということになる。サラディンたちは別ルートで29層までは到とう達たつしている。この新ルートが30層にまで続いているのか、それだけが不安だった。

　そして。

　ハレは階段をのぼりきり、22層へと足を踏みいれ――

「え……さっきと同じ!?」

　だが目の前に広がった光景を見て、頓とん狂きような声をあげた。

　そこは、21層とまったく同じ構造の場所だった。

　いや――おそらくは、同じ場所ではないのだ。21層には《鎧竜ビヒモス》が暴れた痕こん跡せきが各所にあったが、ここにはそれがない。折れた支柱も存在しない。つまりはまったく同じ構造をしているものの、そこはしっかりと21層とは別の空間なのだ。

「……魔物の幻げん術じゆつでも食らったんじゃあるまいな？」

「う～ん、確率は低いっしょ。みんな同じものを見てるみたいだし。そもそもそういう能力を受けたなら、アブーがわからないわけないも～ん」

　サラディンの不安に、アブーがさらっと答えた。

　アブーは楽団最高の支し援えん職しよく――つまりは大陸最高クラスの支援職だ。そのアブーが断言しているのだからそうなのだろう、とみなは納得したようにうなずいた。

「ま……どっちにしろ進むしかねえんじゃがな」

　サラディンはそう言い、あらためて広大な空間を振りかえった。

　そしてふたたび、茫ぼう漠ばくな迷宮を進みはじめた。

　そこから攻略メンバーは、約四時間の行程で26層にまで到達した。１層に一時間ほどかかった計算になるが、それもそのはず。25層までのすべてが、《鎧竜ビヒモス》を倒したあの空間とまったく同一の構造になっていたからだ。

　正直、やはり幻術にかかっているのではと疑ってしまった。ほかの攻略メンバーも口には出さなかったが、途中からは同じ気持ちだったろう。

　しかし26層に到達し、その不安はなくなった。

　26層はこれまでと違ちがい、見慣れた迷宮の回かい廊ろうだったからだ。

　迷路のように枝分かれした道が、永遠に続く空間。いつもの迷宮に戻り、ハレは少しホッとした。それはほかの団員も同様らしく、ハレと似た表情をしていた。

「こっからはいつもの調子で行けそうじゃな……」

　サラディンもそれを見てとったか、団員たちにニカッと笑いかけた。

　が――安心したのも、つかのまだった。

「……!?」

　直後。ハレたちのまわりに、無数の魔物が出現したのだ。

　現れたのは、見慣れた《不死人アンデツド》たち、そして巨人タイタンのような偉い躯くの《石人形クレイゴーレム》たちだった。魔物たちはまるで待ちぶせていたかのように、パーティーを取りかこんでいた。

　誰が告げるでもなく、パーティーはみな臨戦態勢にはいる。

「……!!」

　直後、魔物たちは、雪崩なだれのように襲おそいかかってくる。

　あるものは武器を取り、あるものは上位創聖語ハイデモテイーズの詠えい唱しようをはじめ、こちらも応戦の構えに入る。深層なので、敵のレベルもそれなり。楽勝とは言うまい。だがそれなりの相手では、この《千夜の楽団》の精鋭たちを抑えることは叶わないだろう。

　だが、いざ準備万ばん端たんで魔物を迎げい撃げきせんとしたとき――

「うおおおおおおお――――――ッッ!!」

　パーティーのなかから、ひとりの男が飛びだしていく。

《大鬼オーガ》のごとき巨きよ躯くで迷宮をゆらしながら、男は単身で魔物たちに向かう。団員たち全員に漫まん然ぜんと向いていた敵対心ヘイトが、男に集中した。想定外の仲間の行動に、パーティーはその場で硬こう直ちよくする。仲間の異常行動イレギユラーにまでは想定が及んでいなかったのだ。

「マンスール……あのバカ！」

　飛びだした巨躯の男とは、マンスールだった。

　マンスールは大剣をぶんまわし、襲いくる魔物たちを薙なぎはらう。だが《不死人アンデツド》も《石人形クレイゴーレム》も、ハイレベルの再生能力を持っている。切断した《不死人アンデツド》の腐くさった体も、砕いた《石人形クレイゴーレム》の石の体も、それぞれすぐに接合再生してしまった。

　結果すぐに、マンスールは魔物に囲まれてしまう。

「……行くぞ！」

　サラディンのその言葉で、パーティーの硬直がとけた。

　みなそれまでの硬直が嘘うそのように動きだす。先頭の新人たちを中心に窮きゆう地ちのマンスールのもとに駆かけつけ、群がる魔物たちを武器と呪じゆ文もんで撥はねのける。

「マンスール……大だい丈じよう夫ぶか!?」

　ハレも魔物を薙ぎはらいつつ、マンスールに駆け寄った。

「ああ、問題ねェ……ちょっと手こずっちまっただけだァ」

　マンスールは眼前の《石人形クレイゴーレム》を叩たたきつぶし、憎にく々にくしげに言う。

　粉々になった《石人形クレイゴーレム》は、やがて光となって消えた。《石人形クレイゴーレム》と《不死人アンデツド》のどちらも、原動力は魔力マナ。そのすさまじい再生能力にも限界はあるのだ。気づけばマンスールのまわりの魔物たちも、大方パーティーに狩かりつくされつつあった。

「よォし……今度こそ、あいつらはオレさまにまかせろォ!!」

　ふいにマンスールはそう言い、新たに現れた魔物へと駆けだした。

　ちらと見ると、そこにいたのは《石人形クレイゴーレム》に似た魔物だった。違うのは、全身が黒いことぐらい。そんな魔物がマンスールのさきに五体、待ちかまえていた。

「ダメだマンスール、そいつらは……!!」

　ハレはその魔物の正体に思いあたり、あわてて叫さけんだ。

　あれが思ったとおりの魔物だとすれば、絶対に攻撃してはいけない。

「らああああああああああああ――――――ッッ!!」

　だが声は届かず、マンスールは勢いよく魔物に大剣を叩きつけた。




　直後。ズドンッッッ!!!!!!　と。

　鼓こ膜まくをぶちやぶらんばかりの轟ごう音おんとともに、大だい爆ばく発はつが起こった。




　あまりにすさまじい音と衝しよう撃げきが、魔物を中心に爆発的に広がる。

　魔物による――自爆、だった。

　黒い人形ゴーレムの正体は、レベル58モンスター《自爆人形メボムゴーレム》。動きは非常に鈍いが、外敵からの攻撃を受けた瞬しゆん間かん、自爆してしまう初見殺しの魔物だった。非常にめずらしい魔物なので、マンスールが知らなかったのも無理はない。

「くっ……」

　両手で爆風から顔を守りながら、ハレは必死にその場に踏ふみとどまる。

　爆発したのが一体ならば――ここで問題なく終わったのだろう。

　だが今回、爆発したのは五体。一体目に誘ゆう発はつされ、そこにいたすべての《自爆人形メボムゴーレム》が起爆してしまったのだ。その衝撃はあまりにすさまじく、長年のあいだに朽ちはじめていた迷宮の天てん井じようは耐たえられなくなり、ついには崩落しはじめた。

「やばい、みんな避よけろ!!」

　それに気づいたハレが、仲間たちへと声を張りあげた。

　仲間たちは一いつ斉せいに天井を見あげ、崩ほう落らくの事実に気づく。そして魔物たちとの戦せん闘とうを強ごう引いんに切りあげ、崩れゆく天井の下から脱だつ出しゆつしはじめた。




　直後――ゴゴゴゴゴゴッ!!　と。

　地鳴りのような激しい音とともに、《大金字塔ピラミツド》史上最大級の落らく盤ばんが起こった。
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（どうなったんだ……？）

　落盤のあと、あたりはしばし土つち煙けむりに満たされていた。

　ハレは落盤直前にメリルを抱かかえ、少し離はなれた場所に避ひ難なんしていた。視界は悪いものの、付近には人の気配がある。多くはうまく避難できたようだ。

「メリル、大丈夫か？」

「うん、どうにか……」

　無事を確かく認にんし、ハレはメリルを地面におろした。

　やがて煙が晴れると、さきほど魔物がいた場所には瓦が礫れきの山が築かれていた。瓦礫は天井まで隙すき間まなく積みあがり、完全に通路をふさいでしまっていた。

『――てめえら、そっちは大丈夫か!?』

　少しこもったサラディンの声が、瓦礫の向こうから聞こえてきた。

　向こうからはサラディンの声だけでなく、複数の人の声が聞こえていた。どうやら瓦礫の山を挟んで、パーティーがふたつに分断されてしまったようだ。

（えっと、こっちは……）

　ハレはあたりを見まわし、メンバーを確認する。

　こちらにいるのは、ハレをふくめて七名。新人がパーティーの先頭だったため、なんと全員が新人だった。マンスールやリリスの姿もある。不幸中の幸いにも、身動きがとれなくなるほどの大ケガをしているものはいないようだ。

「大丈夫です、大ケガした人はいないみたいです！」

　ハレが声を張りあげると、すぐに瓦礫の向こうから声が返ってくる。

『それならええ。じゃけど、わしらはそちらへ行けん。こんだけ瓦礫がふさがっとると、どかすのにも少なからず時間がかかりそうじゃからな』

「じゃあ、こっちからも瓦礫をどけて……」

『いや、その必要はねえ。それより大事なことを頼みてえ』

　ハレの提案を即そく座ざに撥ねのけ、サラディンは力強い声で言う。

「頼みたいこと、ですか……？」

　こちら側の仲間たちと顔を見合わせ、ハレは首をかしげた。

　瓦礫をどけるのならば、こちらからも撤てつ去きよすべきだと思うが――




『――てめえらだけで先を行くんじゃ』




　サラディンの頼みごとは、まったくもって想定外のことだった。

「ぼ……僕ぼくたちだけで!?」

　ハレもふくめ、こちらの団員はみな一様におどろいた表情をつくる。

　こちら――迷宮深部側には、新人が七名。

　熟練者がそろうサラディン側にくらべ、戦力的にかなり落ちる。これから深部に行けば、攻略の難度もあがる。この戦力で進むのは、どう考えても不安だった。

『正直てめえらだけにまかすのは……忍びねえ。が、いまは時間が惜しい。てめえらだけでもさきに行ってくれ。わしらが瓦礫をどかすころには、王国軍が迷宮を攻略してしまうやもしれんからな。もちろん、わしらも全力で追いかけるつもりじゃが』

　サラディンの言葉に、ハレは即答できなかった。

　彼かれの想おもいにはこたえたい。迷宮攻略は夢であり、王国軍にさきをこされてはならないとも思う。アベルのためにと懸命なメリルのためにも、全力は尽くしたい。

　だがサラディンたち抜ぬきで進むのは、危険すぎる。

　サラディンは戦力としてはもちろん、指導者としてのカリスマも持ちあわせている。彼がいなくなっただけでも、指揮系統の混乱はまぬがれないだろう。

　さらに、今回は幹部の《重奏長》までもいないのだ。パーティーメンバーは、それぞれが担う役割が違っている。ひとり欠けると、それだけでうまくまわらなくなるのだ。団長と幹部が欠けたパーティーでは、まともに探たん索さくが進められるわけがない。

　みな同じ考えだろうと確信しつつ、ハレは仲間を振りかえった。

「どうする……？」

　訊たずねた瞬間――ハレは、自分の考えが誤りだったことを知った。

　こちらにいる全員が、覚かく悟ごを決めた顔をしていたのだ。彼らの目は告げていた。団長たちがいなくとも、王国軍よりもさきに迷宮深部にたどりついてみせると。

「ハレ……行くしかないねぇ」

　いつもとは違う凛りんとした笑えみで、メリルがハレの肩かたを叩いた。

　同時にこちらにいるみなは顔を見合わせ、こくりとうなずきあった。

（迷ってたのは僕だけ、か……）

　ハレは小さく笑い、あらためてサラディンのほうへと声を張りあげた。

「わかりました、僕らだけでさきに行きます！」

『……おう、まかせた！　すぐ追いつくからな！』

　サラディンの声にこたえ、団員たちの「おう」という声が響く。

　向こうからの声がとぎれ、代わりに瓦礫を動かすような音が聞こえてきた。

「……こっちもがんばるっきゃないな」

「そうだね、王国軍に追いつかなきゃねぇ」

　ハレが団員たちを振りかえると、メリルが力強くうなずいた。

　ほかの仲間も異論はないとうなずき、表情にいっそう力をこめた。だが覚悟を決めた顔をするパーティーのなかに、ひとりだけうつむく男がいた。

「……マンスール」

　その男とは、落盤の原因となったマンスールだった。

　こんなことになってしまった罪悪感を覚えているのだろう。その顔は死人のように真っ青で、みなに顔向けできないという様子で下を向きつづけている。

「あんまり気に――――」

　すんなよ、と。ハレが言葉をかけようとしたそのとき――

『なにやってるでござるか』『アホにもほどがあるやろ』『自爆人形メボムゴーレムに攻こう撃げきするとか』

　仲間たちがマンスールに歩み寄り、彼を責めたてた。

「わ、わりい……爆発するなんて、知らなかったんだァ」

　さすがのマンスールも反論できず、平謝りするしかなかった。

　だが《鎧竜ビヒモス》のときの前科もあり、みなマンスールを執しつ拗ように責めつづけた。

『謝ってすまないでござるよ』『てか、わざとやない？』『まさかこいつが諜報員スパイ？』

　ついには、マンスールが王国軍の諜報員スパイではとの疑惑まであがる。

　疑惑は徐じよ々じよに真実かのように語られ、マンスールへの風当たりが強まっていく。

「ち……ちげえよォ！　想像ばっかで勝手なことぬかしてんじゃねェ！　確かに今回はひでえミスをしちまったが……王国軍なんぞに手を貸すわけねェだろうがァ！」

『往生際が悪いでござるよ』『もう縛しばればええやん』『そーね、そのほうがよさげ』

　マンスールがわめきたてるものの、みな耳を貸さなかった。

　ついには捕ほ縛ばくしようと、みなはマンスールを取りかこみ――

「ちょっと……待ってくれよ」

　しかしそこで、ハレがあわてて仲ちゆう裁さいに入る。

　なぜそいつの味方をするのかという辛しん辣らつな視線が、ハレに降ふりそそぐ。

「こいつがミスしたことは事実だけど……王国軍に手を貸したり、落盤を故意に起こしたりするやつじゃないと思う」

　その場を収めるためだけでなく、それはハレの本心だった。

　単に一いつ所しよ懸けん命めいすぎて空回りしているだけで、マンスールはきっと悪いやつではない。今朝のこともあってか、ハレはそんな印象を彼に持っていた。

「そうだよ、マンスールも悪気があったわけじゃないと思う」

　ハレと同意見だったらしく、メリルも追随した。

　マンスールと不仲なはずのハレたちが言うのだから、と。みなも冷静になる。

『ぬしがそう言うなら……』『急がんとあかんしな』『そろそろ行こっかー』

　サラディンの言葉と、自分たちの目的を思いだしたのだろう。

　どうにかパーティー崩ほう壊かいの危機を乗りきれたようで、ハレは胸をなでおろす。

「こういうこともあるって！　ほら行くぞ！」

　なおも気落ちしているマンスールの肩を叩き、その背を押した。

　マンスールはしばしうつむいていたが、それでも結局ゆっくりと歩きだす。

（……僕が、がんばらないと）

　パーティーには熟練者不在のため、自分が要にならねば。

　あらためてそう決意し、ハレは仲間とともに迷宮深部を目指して歩きだした。
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　迷宮攻略を託たくされたハレたちは、よどみなく迷宮を進んだ。

　そしてたどりついた27層は、幾分シンプルな構造だった。広い正方形の空間――部屋のようなものが無数にあり、部屋から部屋へと渡わたっていくという構造だった。似た空間をいくつも通りぬけ、ハレたちは迷宮の深部を目指した。

　サラディンたちが不在にもかかわらず、魔ま物ものたちに遅おくれをとることもなく、むしろ速くなったのではと思う速度で進むことができた。与あたえられた役割にそって、人は成長する。新たな役割を与えられ、みな才能を開花させたのかもしれない。

　そして。

　いくつの空間を通ったころだろう。

　ハレたちの眼前に、また新たな正方形の空間が現れた。内部も上下左右ともに同一のもので、特に変わったところはない。だが一点、違うところがあった。

　王国軍が、いたのだ。

　五〇Ｍメイルほど前方を、一団で歩いていた。

　先頭には、一度見たら忘れない長身の黒マント男ハッター。それに付きしたがうように、白銀の鎧よろいをまとった二〇余名の騎き士したち《白しろ薔ば薇ら騎士団》が歩いていた。一糸乱れぬ集団としての動きには、やはり見るものを圧倒する威い圧あつ感がある。

　ついに、追いついたのだ。

　その事実を噛かみしめ、ハレは仲間を振りかえる。

「みんな……どうする？」

　いまは競争相手だが、特に楽団と王国軍は対立しているわけではない。かたや一国の代表、かたや七大ギルドの一角、対立する理由もメリットもないからだ。

　だがみなが顔を突きあわせ、相談しようとすると――

「……ハッターさま!!」

　直後。メリルが大声をあげ、王国軍に駆け寄った。

　またたくまに騎士に囲まれたが、それでも怖おじ気けづくことなく言葉をつむぐ。

「ハッターさまはアベルの事件のとき……もう王国にいたって、冒険者複合施設スフインクスで言ってましたよねぇ？　アベルについて……なにか知ってるんですか？」

　臨戦態勢に入る騎士たちを制し、ハッターが前に歩みでてきた。

「おやおや……こんな迷めい宮きゆうの奥おく深ふかくで、あなたはスフィンクスにいたお嬢じようさんですねえ。もちろんアベルは知っていますが、真実はすでにお話ししたとおりですよ」

「アベルが……本当に嘘つきだったって言うんですか？」

　ハッターは迷いなくうなずき、独特の笑い声をあげる。

「ホヒョヒョヒョヒョ……当然です。あの男とは王宮で何度か面識がありましたがねえ、この王国はじまって以来の大嘘つきでしたよ。本当に恥知らずですよねえ」

「そ……そんなの嘘です！　アベルはそんな人じゃ……！」

「誠に残念ですが、あの男はそんな人間だったんですよねえ」

　ハッターは言い――しかしふいにメリルを見つめ、目を細めた。

　なにかに気づいたように、あるいはなにかを探るように、メリルの顔を凝ぎよう視しする。

「あなた……わたくしと、どこかでお会いしたでしょうか？」

　身を乗りだすようにのぞきこまれ、メリルは居心地悪そうに顔をそらした。

「ハッターさまが言ったように……スフィンクスで」

「いえ、それとは別のどこかで……ということです」

　奇き妙みような質問をするハッターに、メリルは首を振った。

　そうですか、と。ハッターは数秒考えこみ、だがすぐに顔をあげた。

「まあ……いいでしょう。話がそれだけならば、もう行ってもよろしいでしょうか。我々にも迷めい宮きゆう攻略の責務がありますので、雑談している暇ひまはないのですよ」

　さらに言葉を継ごうとするメリルをとめ、ハレはハッターの前へと進みでた。

「残念ながら、さきに迷宮を攻略するのは僕ら《千夜の楽団》だよ」

　ほほう、と。ハッターは興味深げに言い、仮面の下の目を細めた。

　ハレたちを値踏みするように、その瞳ひとみがぎょろりとうごめく。

「サラディンの姿は見当たりませんが……まさかあなたがたが楽団の攻略パーティーだったのですか。いやはや……こんな雑兵で攻略に臨むとは、楽団は迷宮攻略をあきらめたのでしょうか？　そのほうが我々としては楽なのですがねえ」

「雑兵、とはずいぶんな言いようだな……」

　嘲あざ笑わらうようなハッターの言い方に、ハレが食ってかかる。

「雑兵でしょう。サラディンや《重奏長》はともかく、それ以外の雑魚ざこどもでは、わたくしの相手にはなりませんからねえ。雑兵といって差しつかえないはず」

「……確かに団長たちに比べれば雑兵かもしれないが、少なくとも迷宮探たん索さくの速度はおまえら王国軍よりも上みたいだがな。こうして追いぬくところなんだから」

　煽あおるハッターに、ハレも強気を崩さない。

　だが、ハッターも引かなかった。わざとらしく肩をすくめてみせる。

「ホヒョヒョヒョヒョ……迷宮探索の速度が上だから、なんだと言うのです！　人よりも速く動ける生物など、魔物にも獣けものにも――いや、虫にもいるでしょう。そして速く動けるかどうかは、人の優劣にはまったく関係ないのです」

「人の優劣には……確かに関係ないかもしれないな。でもいま僕たちが競いあってるのは、迷宮探索の速さだ。悪いが……さきに行かせてもらうぞ」

　ごちゃごちゃとした理り屈くつは、この際もう必要ない。大事なのはハレたちが王国軍に追いつき、いま抜きさろうとしているということ。それだけでいい。

　だが、ハレたちが王国軍を抜きさろうとした――その、瞬間。

「――いーや、行かせるわけにはいきませんねえ」

　ハッターがハレたちの前に忽こつ然ぜんと姿を現し、立ちふさがった。

「戦うっていうのか……？」

　ハレは剣けん呑のんな空気をかもしながら、ハッターの腹をさぐる。

　王国軍としては民衆への体面もあろうし、楽団としても王国と事を構えるのはリスクが高い。互たがいに殺しあうようなことにはならないはずだった。

　が。

　ハッターにそんな理屈が通用しないことが、すぐにあきらかになる。

「いんや……わたくしも暇じゃないので、お相手をする時間はありません。代わりと言ってはなんですが……あなたがたには、これに閉じこめられていただきます」

　ハッターはふところから、小さな檻のようなものを取りだした。

　そしてそれをかかげ、短く上位創成語ハイデモテイーズの呪文を唱えた。




「至高の宝具よ、我わが呼びかけに応じ、秘めし力を示せ――《魔力の檻プリズンマギナ》!!」




　瞬間。檻おりは見る見るうちに、まばゆい光につつまれた。

　檻はふわりと宙に浮きあがりながら、光とともに徐々に巨大化する。ハレたちの真上に到達したとき、ハレたち全員を覆おおえるほどの大きさになっていた。

「まずい……!!」

　ハレがハッターの意図に気づいた瞬間、檻が勢いよく落下してきた。

　すぐに近くのメリルを抱だきあげ、ハレは檻の下から逃のがれようと駆けた。

「……ぐっ！」

　だがぎりぎりで間にあわず、落下してきた檻が進路をふさいでしまう。

　気づけばそれは巨大な牢ろう獄ごくとなり、ハレたちを閉じこめていた。

　ハレはどうにか脱出しようと、格こう子しに手をかける。だがハレの筋力値を持ってしても、格子はびくともしなかった。なにがしかの魔ま導どう金属でできているらしい。

　ハレ以外にも脱出を試みた者はいたが、みな檻にはばまれて立ち往生していた。結局、パーティー全員がまんまと檻にとらわれてしまったようだ。

「これはわたくしのスキルでつくりだした魔導具アーテイフアクトでございます。いえ、魔導具アーテイフアクトなどという言葉では形容できぬ……そう、芸術品とでも申しましょうかねえ。この檻に一度とらわれれば脱出は不可能、決して外には出られませんよ。ホヒョヒョヒョヒョヒョ！」

「くそっ……こんなところでじっとしてられないのに」

　檻に剣けんを弾はじかれながら、ハレは歯は噛がみした。

　ハッターの言うとおり、檻が壊こわれる様子はまるでなかった。

「ご安心くださいませ。こちらでちゃんと、あなたがたのお相手はご用意いたしておりますゆえ。あなたがたが檻のなかでも退屈しないようにとね」

「相手……だと？」

　ハッターは仮面の下で笑い、ふところから黄金のランプを取りだした。

「このランプも、わたくしの芸術品のひとつでございますよ。このランプには魔物を封ふうじる力がありましてね、封じた魔物を自在に使し役えきできるという代しろ物ものです。これで飼いならしたペットが、あなたがたのお相手を務めさせていただきますので」

　ハッターは不吉な微び笑しようをうかべ、ランプをなでこすった。




「――いでよ、愛いとしのモスモスちゃあああああああん！」




　瞬間。ハッターの叫びに応じ、ランプがまばゆい金色の光を放った。

　やがてランプから煙があがり、ふわふわと宙をただよう。

　それは、魔物の湧出ポツプと似ていた。迷宮の魔力マナによって魔物が実体化するように、煙は徐々にまとまりを見せ、大きな生物の姿を形づくってゆく。

　そして。

　顕けん現げんしたのは、巨大な魔ま獣じゆうだった。

　一〇数Ｍメイルはあろう小山のような巨躯。外敵から身を守るためか、体中から生える凶きよう悪あくな棘とげ。そして徐々に色づく鎧のごとき甲こう殻かくは、紫むらさき色いろの光こう沢たくを帯びていた。

　巨人タイタンでさえ軽々と踏みつぶすであろう化物じみた大きさのその魔物は――

「《鎧竜ビヒモス》……だと!?」

　先日ハレたちを窮地に追いこんだレベル[image: ]の大型級モンスター《鎧竜ビヒモス》だった。
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　――ハレたちがハッターに追いつく少し前。




「こりゃ思った以上に時間がかかりそうじゃ」

　瓦礫の山を前に、サラディンはため息をついた。

　落盤した岩石はいまだ道をふさいでおり、撤てつ去きよには時間がかかりそうだ。さきに行かせた者はみな新人で、ここに残った者よりも実力は落ちる。強力な魔物に遭そう遇ぐうした場合、そして万が一にも王国軍と戦闘になった場合を考えると心配だった。

　王国軍の精せい鋭えい《白薔薇騎士団》の実力は、疑いようもない。ハッターの実力も不透明な部分は多いが、相当な手て練だれなのは間ま違ちがいなかろう。なにしろ《三貴人》は、以前の軍トップを実力で引きずりおろし、国王直属親衛隊の座についたのだ。

　かつての王国軍のトップは、レベル[image: ]相当の実力を持っていた。つまりハッターたちは、少なくともそれを上回る強さ――楽団で言えば、《重奏長》と同等以上の力を持っているはず。そう考えると、さきに行かせたメンバーでは心もとない。

　だが気持ちは急せくばかりで、撤去作業は思うようには進まなかった。

「団長、団長～！　聞いて、聞いて～ん☆」

　もどかしさを感じていると、アブーが軽い口調で声をかけてくる。

「アブー黙だまっとれ。おまえと遊んどる暇はない」

「ねえ、大事な話だよ～！　聞いてってば～！」

「遊んどる暇はないと言うとろうが！」

　アブーのしつこさに苛いら立だち、ついには怒ど鳴なるサラディン。

「大事な話だって言ってるでしょ～が！」

　だがそれに、同じぐらいの声量で怒鳴りかえすアブー。

　二人は互いの童顔を突きあわせ、うううと威い嚇かくしあう。

「あーもう……さっさと言うてみ。大事な話じゃなかったら、ただじゃすまさんぞ。おまえの言う大事な話が、本当に大事じゃった試しがないがのう」

　ため息まじりのサラディンに、アブーは頬ほおをふくらませ――




「この近くで、抜け道が見つかったんだよ～！」




　ものすごく不満げな仏ぶつ頂ちよう面づらで、大事な話とやらを告げた。

「………………は？」

　サラディンは、なにを言われたか理解できない。

　アブーが大事な話をするとは、つゆにも思っていなかったからだろう。アブーの言葉が異国の言葉のように聞こえ、しばし思考が停止してしまった。

「……どういうことじゃ、詳くわしく説明せい！」

　我にかえり、アブーにものすごい勢いでつめよる。

　アブーはやれやれといった調子で補足する。

「だから～……迷宮深部に続いてそうな別ルートを見つけたって言ってるの～！　アブーがこの耳で見つけたんだよ～！　すごいでしょ～！　ねえ、ほめてほめて～！」

　サラディンはやはり、なにを言われたかすぐには理解できない。

　だが、すぐに思い当たる。アブーの天職ジヨブが【吟遊詩人バード】で、異常に聴ちよう力りよくがすぐれていることを。おそらく反はん響きようする音を聴ききわけ、道をさがしだしたのだろう。

　それを咀そ嚼しやくしきり、ようやく理解したサラディンは――




「――――はあああああああああああああああああああああああん!?」




　まず絶ぜつ叫きようした。

　そしてアブーの胸ぐらにつかみかかり、激しくゆさぶる。

「別ルートじゃとおおおおおおおおお!?　なんでさっさと教えんのじゃ!!」

「さっきから大事な話があるって言ってたのに、団長が聞いてくれなかったんでしょおがああああああああああああああああ!!　さっさと教えようとしたのに!!」

　サラディンとアブーはにらみあい、サラディンが根負けして視線をそらす。

「……まあええ。道が見つかったならさっさと行くぞ」

「あ、なにそれ～！　せめて、アブーをほめなよ～！」

「知らんわ。たまに働いただけで、なんでほめなあかんのじゃ」

「むううううううう、ひど～い…………アブー泣いちゃう」

　アブーはなにかに耐えるように唇くちびるをとがらせ、泣きそうな顔をする。

　罪悪感に駆られ、サラディンは居い心地ごこち悪く頭をかいた。童顔のアブーにそんな顔をされると、自分がとてつもなく悪いことをしてしまった気になる。

　サラディンはひとつ息をつき、アブーに背を向け――

「…………よおやった、感謝しとる」

　誰だれにも聞こえないだろう小声で、そっとささやいた。

　聴力の高いアブーにだけ聞こえる声。サラディンはアブーに礼を言うとき、ふつうに言うのは気恥ずかしいために、いつもこうして小声で言うのだった。

　瞬間。アブーはえへへと頬をそめ、野に咲さく花のように愛らしい笑みをうかべた。

「最初から素す直なおにそう言えばいいんだよ～？」

「ああもう……ええから準備じゃ！　もうかなり時間が経たっとる！　全員連れてく時間もねえし、わしらだけで行くぞ！　はよう道に案内せい！」

「ほいほ～い、こっちこっち～☆」

　ご機き嫌げんで案内するアブーの背を追いながら、サラディンは息をつく。

（すぐに行く……てめえら死ぬなよ）

　あまねくガルデニアの神々に新人パーティーの無事を祈いのり、歩を速めた。
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　――サラディンたちが別ルートを探索しているころ。




「な……なぜこいつが……!?」

　眼前に屹きつ立りつする巨大な魔獣を見あげ、ハレは目を見開いた。

　仲間たちもみな、それの唐とう突とつな出現に呆ぼう然ぜんとしている。

　ハッターの魔導具アーテイフアクトから現れたその魔物は、まぎれもなく《鎧竜ビヒモス》だった。確信はないが、先日ハレたちが遭遇エンカウントした《鎧竜ビヒモス》と同一個体に見える。

「ホヒョヒョヒョヒョヒョ、今日の朝に運よく捕ほ獲かくできたレアものなんですよ？　ま、捕獲に手間どったせいで、あなたがたに追いつかれてしまったのですが」

　ハッターは楽しげに言い、愛おしそうに《鎧竜ビヒモス》の脚あしをなでた。

「ま……この子があなたがたの相手をするのですから、結局は同じこと。雑兵では三分と保もたないかもしれませんが、せいぜい檻のなかでもがきなさい」

　瞬間。《鎧竜ビヒモス》がその場で跳びあがり、垂直に地面に頭突きをした。

　ズドンッ!!　と。大地震でも発生したような轟音とともに、すさまじい土煙があがる。またたくまに視界は煙に覆われ、近辺の仲間の姿でさえ視し認にんしづらくなる。

「それでは、ごゆるりとどうぞ」

「待て……ハッター!!」

　叫ぶハレだが、ハッターたちの足音は次し第だいに遠ざかっていった。

　数すう瞬しゆん後ようやく土煙が晴れると、王国軍の姿は完全になくなっていた。

「くそっ……」

　ハレは唇を噛みしめ、拳こぶしを格子に打ちつけた。

　完全に、してやられた。ハッターの行動とあの魔導具アーテイフアクトを見れば、彼が自分たちを閉じこめようとしていることぐらい想像できただろうに。

『どうするでござる……？』『この檻、壊れそうもないやん』『待つしかなくない？』

　破壊不可能な檻のなかで、打開策は誰も見つけられない。

　どうすることもできず、パーティーは檻のなかで立ち往生した。

「あれ……《鎧竜ビヒモス》はどこに行ったのかなぁ？」

　メリルに言われ、皆みなは「確かに」と顔を突きあわせる。

　地面に頭突きをしたあと、その姿はどこにも見当たらなくなっていた。

「確かに……どこにもいないな。ハッターは《鎧竜ビヒモス》が僕らの相手をする……みたいなこと言ってたよな？　気が変わって一いつ緒しよに連れてった……ってことか？」

「ハ……ハレさま違ちがいますの！　見てください！」

　リリスが妙みようにあわてて、さきほど《鎧竜ビヒモス》がいた場所を指さす。

　そこにはあったのは――巨大すぎる穴だった。

「そうか……地中！」

　魔獣が通れるほどのその穴を見て、すぐに魔獣の行方を理解する。

　地面への頭突きは、土煙をあげるためではなく――

「みんな、気をつけ――――」

　瞬間――ズンッ!!　と。ハレの声をさえぎるように轟音。

　同時に仲間たちの悲鳴が、背後から届いた。

　振ふりむくと、視界に白が広がった。そして白の向こうには、紫むらさきの巨きよ体たい。白は地面から巻きあげられた瓦礫、紫の巨体は地中から飛びだした《鎧竜ビヒモス》だった。

　そして仲間たちは瓦礫とともに、宙に打ちあげられていた。

　ハレは跳ちよう躍やくし、メリルを宙で受けとめる。着地後はすばやく《鎧竜ビヒモス》から距きよ離りをとった。

「あ、ありがとねぇ……！」

「おまえはここで、ケガ人の手当てにまわってくれ」

　すぐにケガ人が増えるから、と言いおき、ハレはふたたび戦場に戻もどる。

　直後――ウガアアアアアアアアッ!!　と魔獣の咆ほう哮こうがとどろいた。次いで魔獣の尾おがブンッ!!　とムチのようにしなり、次々と仲間たちに襲おそいかかる。

　仲間たちは虫けらのように蹴散らされ、無方位に飛ばされた。

　ハレのところにも、仲間のひとりが飛んできた。

　仲間は激しく地面に打ちつけられ、動かなくなった。急いで確認すると脈はしっかりとしており、意識を失っただけのようだ。だが魔獣の尾の棘につらぬかれたらしく、腹から大量に出血していた。早く手当てをせねば危ない。

（……まずい）

　仲間たちがひとり、またひとりと魔獣に蹴散らされる。合計で七人しかいないパーティーのうち、すでに二人が魔獣の攻撃を受け、地面に倒たおれていた。

　たったの一いち撃げき。

　彼らが受けたのは、たったの一撃なのだ。

　それだけで彼らは倒れ、立ちあがれない。超魔導合金オリハルコン製の魔獣の尾は、それだけで最凶の鈍どん器き。そこに魔獣自身の並外れた筋力能力値パラメイタが合わさると、その攻こう撃げき力りよくは計りしれない。ハレよりもレベルの低い者たちでは耐えられまい。

　ハレは倒れた仲間を抱かかえ、後方のメリルとリリスのもとに運んだ。

「これでよし……」

　戦闘不能の仲間二人を運びおえ、ひとまず息をつく。

　だが安心したのもつかのま――残ったひとりとマンスールの二人が、そろって魔獣に特攻をしかけるのが見えた。なんの策もなかろう直線的な攻撃だった。

「ダメだ……やめろ!!」

　ハレの叫さけびと同時に、二人の連続攻撃が魔獣に雨のように降りそそぐ。

　だが魔獣にとってそれは、真に〝雨〟のようなものだったらしい。つまりは雨粒のように、二人の攻撃は魔獣にいかなるダメージも与えられなかった。

　しばしあり、魔獣はわずらわしいとでも言うように身を振る。

　攻撃とも言えないその動きだけで、二人は吹ふっとんだ。ひとりは魔獣の尾に払われ、ひとりは頭に突かれ、球のように転がって無様に地面に倒れふした。

（くそっ、このままじゃ……）

　ハレは仲間たちをかばうように、その最大最凶の魔獣の前に立った。

《魔力の檻プリズンマギナ》内で立っているのは、気づけばハレだけになっていた。

　仲間六人のうち――後方二人は仲間の治ち療りように当たり、残りの四人全員が戦闘不能となっている。しかも前回と違い、今回は逃にげることも叶わない。檻から脱だつ出しゆつできぬ以上、生きのこるには魔獣を討ちとるほかないのだ。まさに絶対絶命だった。

（僕が……やるしかない）

　自分がやつを倒さねば、みな死ぬ。メリルも、リリスも、ほかの仲間たちもみな死ぬ。無理でもなんでも、自分がどうにかするしかないのだ。

　だが――どうすればやつを倒せるのか、思いもつかなかった。あの甲こう殻かくはまさに絶対防御。斬ざん撃げきはもちろん、魔ま法ほうでさえまったく通じなかったのだから。

　その甲殻には、いまだになんの傷も――

（いや……ある!!）

　ハレの視線は、魔獣の首元へと吸いこまれた。

　そこには前回の遭遇時に見つけた傷が――小さな小さな傷が、いまだに残っていた。あそこさえ攻撃できれば、もしかしたらいけるかもしれない。

「ハレ、なにか手伝おうか……!?」

「いや……おまえは治療に専念してくれ。僕がなんとかする」

　メリルに声をかけられ、だがハレは振りかえりもせずに即答した。

　自分でさえ、魔獣と戦うには実力不足なのだ。さらにレベルの低い仲間がともに戦ったとしても、いたずらに犠ぎ牲せいが増えるだけだろう。

　なにより、自分はひとりでやってきた。下手に他人に頼たよって、うまくいくとは思えない。

「待ってくださいまし！　やはり、おひとりでは無理ですわ！　みんなでなにか作戦を練って、協力しあったほうが…………あ、ハレさまお待ちになって!!」

　リリスの制止も聞かず、ハレは単身で《鎧竜ビヒモス》へと駆かけだした。

　魔獣はハレを敵と認め、すさまじい咆哮をあげた。次いで鈍器のごとき尾をムチのようにしならせ、ハレへと振りおろした。ハレはそれを冷静に回かい避ひし、徐々に魔獣へと近づいていく。間合いをせばめ、目標をねらう隙すきをさがし――

（……いける!!）

　直後。魔獣のふところへと、思いきって飛びこんだ。

　なかなか隙を見せなかった魔獣が、ようやく見せた数すう瞬しゆんの隙。これを逃せば、おそらく次はない。魔獣を打倒する――最大にして最後のチャンス。

　自分はいつも、皆に気づかわせてばかりだった。メリルやリリスに心配をかけ、迷めい惑わくをかけ――そして、こちらからはなにも返せないでいた。

　だから。

　だから今回こそは、ひとりでこの魔獣を倒し、ここにいる皆を守り抜いてみせる!!

（これで……終わりだ!!）

　剣を引きしぼって目指したのは、魔獣の首元。無敵の魔獣が負傷した唯ゆい一いつの場所。

　しかしハレが魔獣の首にねらいを定めた――次の、瞬間。

「…………かはッ!?」

　魔獣が頭を鈍器のように使い、勢いよくハレを叩たたきおとす。

　ズドンッ!!　と。まるで降りそそぐ流星のように、ハレは地面に突きささった。瓦が礫れきと土つち煙けむりが舞まいあがり、地面にはハレを中心にクレーターができあがる。

　同時に――バキッ、と。ハレの体内で、なにかが壊れる音がした。

　落下の衝しよう撃げきでありったけの空気と血が肺から吐はきだされ、一気に呼吸困難におちいる。

（く……くそッ……）

　かすむ視界。足りぬ酸素。動かぬ体。流れる血液。

　それらすべてが、自身の体が致命傷級のダメージを負ったことを示し唆さしていた。

（僕ぼくじゃ、ダメなのか……！）

　あと少し――あと少しで、どうにかできそうだったのに。

　結局なにもできないまま、彼かの女じよたちになにも返せぬまま死んでしまうのか。

「…………」

　どうにか焦点をあわせると、視界には黒があった。

　まもなくそれが、魔獣の足の裏だと気づく。魔獣はいままさにハレにとどめを刺そうと、その巨大な足をハレに振りおろそうとしていたのだ。

　体は――動かない。死を回避する手段も見つからない。ハレはまぶたをおろすことしかできなかった。まるで人生に幕をおろすかのように、ゆっくりとゆっくりと。これ以上はあがきようがないと悟さとったのだ。

　だが。

　いつになっても、魔獣の足は振りおろされなかった。

「……？」

　目を開けると、そこにはいまだ魔獣の足があった。

　だが同時に――ハレを守るように、その足を大剣で受けとめるマンスールの姿があった。
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「おま、え……なん、で……!?」

　ハレは驚きよう愕がくに目を見開き、そのマンスールの背を見つめた。

　ウオオオオ!!　という野獣のごとき咆哮とともに、マンスールは魔獣を押しかえす。魔獣は強ごう引いんに押しかえされて体勢を崩し、数歩うしろによろめいた。

「へんっ……これで借りは返したぜェ」

　マンスールがちらとこちらを振りかえり、にやりと笑った。

　そして魔獣を引きつけるように大声をあげ、魔獣へと突とつ進しんしていった。

「ハレ、大だい丈じよう夫ぶ!?」

　次いでメリルがこちらに走ってきて、ハレのそばにしゃがみこんだ。

　すぐにこたえようとするハレだが、声は出ずに代わりに出たのは血けつ塊かいだった。

「し……死なせない!!　いま助けるから!!」

　メリルはいまにも泣きそうな顔で、しかし力強くそう言った。

　そして、詠うたうように上位創聖語ハイデモテイーズの詠えい唱しようをはじめた。




「至高の魔力よ、我が血肉を贄にえに彼かの苦く患かんを取りのぞけ――――【状態転移トラジシヨン】!!」




　直後。メリルの手から淡あわい光がもれ、ハレの全身をつつみこんだ。

　優やさしさ――あるいは、愛そのもののとも言っていい温かな光だった。それに身をゆだねると、痛みは次第にやわらぎ、またたくまに取りのぞかれていった。

　そして。

　いつしかハレの思考は鮮明になり、そのときには体中の痛みは完全に消えさっていた。

「これが……おまえの、スキルなのか？」

　羽がついたように軽くなった体を起こし、ハレはメリルに訊たずねた。

　ハレにかざしていた手を、メリルはゆっくりと離す。それと同時に、手から放出されていた光が霧む散さんした。彼女の治ち癒ゆ能力の高さは以前から気になっていたが、これほどの重傷を一瞬で治せるとは思いもしなかった。すさまじい力だ。

「えへへ、ちょっとは……役に、立てた……かなぁ？」

　メリルはいつものゆるい笑えみでこたえ――だが、そのときだ。

　かはっ――と。微笑をたたえたその口から、赤い液体が吹きでた。その赤は、彼女の白さとはあまりに対照的で、ハレは一瞬それがなにかわからなかった。

　血、だった。

　純じゆん粋すい無む垢くな彼女には似合わない――生々しい真っ赤な血だった。

「ど……どうした、大丈夫か！」

　ぐったりと倒れたメリルを抱きおこし、楽な姿勢にしてやる。

「だい、じょうぶぅ……ちょっと……無理しただけ。それ……より、魔獣を……どうにか、しないとねぇ……！　ハレが頼りだか、ら……みん、なで協力、して……」

　メリルはそこまで言ったあと、ハレの腕うでのなかで脱力した。

　意識をうしなった彼女の衣服には、血がにじんでいた。

　いや――にじんでいるという量ではない。まるで葡萄酒ワインを直接こぼしてしまったかのように、現在進行形で服の内側から赤いシミが広がっていた。

「ど、どうして……!?」

　ハレは応急手当をしようと、あわててメリルの武装を解く。

　そして腹部の傷口を見て、目を見開く。いつのまにこれほどの傷を負ったのか、腹にはなにかでつらぬかれたような痕あとがあり、そこから血がとめどなく流れていた。

「どうして、こんなことに……！」

　自身の衣服を裂いて止血しながら、ハレは苦々しげに唇を噛んだ。

　ちょっと転んだという程度の傷ではなかった。彼女はずっと後方で治療に専念していたはず。どうしてこれほどの重傷を負っているのかわからなかった。

「ハレさま……ご無事で!?」

「メリルのおかげでどうにか…………だけど、今度はこいつが」

　衣服を大量の血にそめ、いまもなお苦しげなメリルに、リリスは眉まゆをひそめた。

　あわててハレのとなりに駆けてくると、メリルの手当てをはじめた。

「メリルを……頼たのんでいいか？」

　メリルが一命をとりとめたと判断し、ハレは立ちあがった。

「どうするおつもりですの……？」

「もう一度、あいつに挑いどむよ。僕がやらないと……」

　ハレの視線のさきには、魔獣と戦う仲間たちの姿があった。

　マンスールだけではない。瀕ひん死しになったはずの仲間たちが全員いる。メリルの治癒能力で回復したのだろう。四人がかりで魔獣に立ちむかっていた。

　だがやはり、無敵の魔獣相手には力不足のようだ。必死に攻こう撃げきをくわえているが、ダメージを与あたえられているようには見えない。いまはまだ魔獣の攻撃をうまく避さけられているものの、いずれはまた倒されてしまうことだろう。

「お待ちになってください、同じことをしても徒いたずらに傷を負うだけですわ。時間を稼かせぎつつ、皆で策を練りましょう。ひとりでは無理でも、協力すれば……」

　リリスの提案に、しかしハレは首を振った。

「ひとりで無理なことは、たぶんみんなでやっても難しいよ。むしろみんなが危険な目にさらされるだけだと思う。だから、ここは僕がひとりでやるべきだ」

「ひとりで試した結果、ダメだったではありませんか！　どんな考えがあるのかは存じませんが、次は別のアプローチを考えるべきですの！　あの魔獣には正攻法で攻撃をくわえたところで無意味だと、ハレさまもわかっていらっしゃるはず」

　諭さとすように言ったリリスは、やけに苛立っている様子だった。

　そんなリリスの様子に、ハレも大人気なく苛立ってしまう。

「確かに……正攻法では無意味だよ。それは当然わかってる。だから自分なりに方法を考えて、もう少しってところまでいけたんだ。もう一度やれば、きっと……」

「ハレさまは……仲間をなんだと思っていますの？」

　リリスはハレの言葉をさえぎり、そんな質問を投げてくる。

「仲間は……仲間だよ。とても大事で……守るべきものだ」

「違います……仲間はともに並びたち、ともに戦うもの。一方的に守ったり、守られたりするものではありません。背をあずけ、守りあうものなのです」

　リリスはいまにも泣きそうな顔で言い、言葉をさがすように視線を泳がせる。

「なのに……なのにハレさまは、ずっとひとりだけで戦っておられます。《人面獅子マンテイコア》と戦ったときも、巨人タイタンの彼を《鎧竜ビヒモス》から救出したときも……そしていまもです。わたくしたちがハレさまよりも弱く……頼りにならないのはわかっています。けれどひとりでどうにもならないときぐらい、頼ってくれてもいいではありませんか」

　リリスの言いたいことは、ハレにも理解できた。

　けれど理屈と感情のどちらでも、ハレは素直にうなずけなかった。

「頼って……頼ってどうするんだ？　戦いは感情論じゃない。きみが言ったように、きみたちは……僕よりも弱い。ともに戦っても、犠ぎ牲せいが増えるだ――――」




　瞬間――パチン、と。乾いた音が響ひびいた。




　リリスが平手で、ハレの頬を張った音だった。

　ハレはしばし、なにが起こったのかわからなかった。基本的にこの鳥人ハーピイの少女は自分の賛同者で、まさか自分に手をあげるとは思わなかったからだろう。

　我にかえって視線を向けると、リリスの紅玉ルビーの瞳にはきらめく涙なみだがにじんでいた。

「ハレさまは……なにもわかっていません！　ハレさまの治療の時間を稼いだのは……ほかならぬ彼らで、体を治癒させたのはメリルちゃんです。いまハレさまが立っていられるのは……みなの力があってこそでしょう！　なぜわからないのです！」

「わ……わかってるさ！　でも時間稼ぎや治癒では、あいつは倒せない！　だから、僕がやるしかないんだ！　僕がひとりでやったほうが……メリルも、みんなも守れる！」

「そのひとりよがりが……メリルちゃんを苦しめているのですよ！」

「メリルには……無理をさせてるとは思うよ！　だけどこんなにすごい治癒能力を持っているんだし、後衛っていうのはもともとそういう役割で……！」

　理解しあえない二人は、互いに声を荒らげあうしかなかった。

　だがふいに――リリスが迷うように視線を泳がせ、メリルに視線を送った。

「この子がすごい治癒能力を本当に持っているのであれば、そんなスタンスで構わないのかもしれません。でもこの子の治癒能力は……そう大したものではないのです。治癒スキルも【小癒コラル】しかありませんし、その回復量もたかが知れています」

「どういうことだ？　【小癒コラル】程度じゃ僕らのケガは……」

　リリスはこくりとうなずいた。

「ええ……【小癒コラル】では、ハレさまたちの重傷はとても治せません。ですから、ハレさまたちを治したのは、【小癒コラル】ではありません。彼女固有のレアスキルです」

「レア、スキル……？」

　リリスの言げんを聞きつつ、ハレはいまだ話がのみこめずにいた。

「【状態転移トラジシヨン】……癒やしを受けるとき、その詠唱を耳にしたはずですの。いえ、癒やすというのは語ご弊へいがあるかもしれません。なにしろその能力は――――」
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　リリスは噛かみしめるようにその名を告げ、苦しげに言葉を継ついだ。

「――――傷を人から人へと移す力ですから」

　メリルの持つ異常な治癒能力の秘密を、そう告白した。

　その衝撃は、リディヤからヒナの呪のろいについて聞かされたときに似ていた。まずは荒こう唐とう無む稽けいで理解できず、理解後は信じられないという感情だけが残った。

「傷を……移すだって……？　そんな力が……？」

　ようやく出た言葉は、どこか間の抜ぬけた声こわ音ねになっていた。

「ええ、わたくしも初めは信じられませんでした。きのう体を隠かくす理由もふくめ、彼女に問いつめたときに聞いたんですの。メリルちゃんからも誰にも言わないでほしいと言われておりましたが……今回は言わずにはおられませんでした。メリルちゃんがみなの傷を癒やした覚かく悟ごを……痛みを、ハレさまに知ってほしいと思ったからです！」

　必死に訴うつたえかけるリリスの表情は、どこか真にせまっていた。

　彼女は嘘うそをついていない、と。ハレは確信した。

　そしてハレ自身、メリルのその力に心当たりがあった。昨日ハレが自じ暴ぼう自じ棄きになって手を血まみれにしてしまったとき、彼女はそのケガを一いつ瞬しゆんで治した。その治療後、彼女は自分の手をかばうような仕草をしていた。おそらくそれは、彼女がハレのケガを自身の手に移し、痛みを肩かた代わりしてくれたからだったのだ。

　傷を人から人へと移す力――そして重傷のハレたち全員のケガが、綺き麗れいに治癒しているという事実。それらが示している現実はひとつ――

「……僕を治したあと、メリルが急に血を吐いたのは？」

「メリルちゃんがハレさまの受けたケガを……すべて自分に移したためです。これまで彼女はパーティー全員の傷をその身に受け……ひとりで痛みに耐たえていたのです」

　なんだそれは――と。ハレは呆然とそう思ってしまった。

　ハレのケガは――間違いなく重傷だったのだ。もう立ちあがれないぐらいに、意識が朦もう朧ろうとするぐらいに、死を予期するぐらいにひどいケガだったのだ。仲間たちのケガも、ハレと同様のものだったはず。リリスの言葉が本当ならば――メリルはそれらのケガすべてを自分に移し、たったひとりで耐えていたことになる。

（バカ野や郎ろう……）

　地面に横たわる傷だらけの少女を見下ろし、ハレは歯を食いしばる。

　すべてはつながった。つながってしまっていた。

　メリルが事あるごとに体を隠していた理由、急に覚えのないケガを負っていた理由、そしてさっきハレの治癒後に吐血して倒れた理由。すべてはハレや仲間のケガを癒やすために、傷をその身に転移させていたからだったのだ。

（いや……バカは、僕だ）

　サラディンに忠告されながら、なにもわかっちゃいなかった。

　苦しむのは自分だけでいい、仲間を危険から守る――一見すると仲間のためだったハレの行動は、結局はひとりよがりにすぎなかったのだ。安易に重傷を負い、そして彼女に痛みを肩代わりさせただけ。仲間を苦しめていただけだったのだ。

（僕は……どれだけ間違えば気がすむんだ）

　ぐっ、と。噛みしめすぎた唇から、鉄の味がにじんだ。

　ヒナの強がりを見過ごしたあの日から、なにも成長しちゃいない。サラディンの言うとおり、ひとりよがりで死にたがりで、なにも見えちゃいなかった。

　不正チートで手にした力で自身の能力を過信し、自分の薄っぺらい意見を押しつけ、仲間を苦しめただけだ。自己犠ぎ牲せい的な行動をする自分に酔よっていただけだ。身勝手な行動の尻ぬぐいは、すべてメリルにさせていたとも知らずに。

　滑こつ稽けいすぎる。仲間を守るなんて言いながら、いちばん仲間を苦しめていたのは他ならぬ自分自身だ。自分はバカのなかのバカ――大バカ野郎だ。

「ごめん……」

　もはや誰に向けての謝罪かは、自分でもわからなかった。メリル、リリス、パーティーのみんな、そしてここにはいないギルドの仲間――謝るべき者が多すぎた。

　リリスは首を振り、聖母のごとき慈じ愛あいをたたえた笑みをハレに向けた。

「ありがとうでいいって……前も言いましたの。仲間ですもの。メリルちゃんの想おもいに報いるためにも……みんなで《鎧竜ビヒモス》を倒しましょう」

「リリス……ありがとう」

　彼女の優しさを噛みしめるように、深く深く頭をさげた。

　永遠に頭をさげていたかったが、なすべきことをなすために顔をあげる。前を向く。これまで苦しませた仲間のために、今度こそ《鎧竜ビヒモス》を倒すのだ。

　ひとりではなく――みんなで。

　そう考えたとたん、足りていなかったピースが見つかったような感覚にとらわれた。

（そうか、みんなに力を借りれば……）

　あの魔ま獣じゆうの唯一の弱点は――おそらく、首元だ。

　ハレは隙を見つけ――だがあと一歩のところで、そこを攻撃しそこなった。皆の力を借りれば、そのあと一歩がきっと埋うまる。埋められる。

　ならば、借りればいい。仲間なのだから。すべては最初からそれだけのことだったのだ。

　いまも魔獣と戦っている仲間たちへと、ハレは声を張りあげた。

「みんな……聞いてくれ、みんなの力が必要なんだ!!」

　仲間たちはハレの声を聞き、魔獣から距離をとってハレを見た。

　彼らはみな一様に、呆然とした表情をしていた。いままで一度としてハレはそんなことを言わなかったために、ハレの言葉が理解できなかったのだろう。

　だがそのなかでひとり、マンスールがすぐに微び笑しようをうかべて言った。

「……いまさらかよ、バカがァ」

　おせえんだよォ、と。ハレが頼ってくるのを待っていたというように。

　そのマンスールの言葉で、仲間たちもみな我にかえる。呆然としていた彼らの顔には、まるで花が開くように、一いつ斉せいに輝くような笑みが広がった。

　これまでハレは、仲間に頼らなかった。頼ろうとはしなかった。仲間を危険にさらすまいと、何事も自分ひとりで動いてきた。そして仲間たちのほうも、ハレとの実力差を理解しているがゆえに、それをしかたがないと思っていただろう。

　だからこそ。

　ハレに初めて頼られたというその事実が、うれしかったのだろう。

『まかせとくでござるよ！』『やっぱパーティーやからな！』『どう動けばいいのよ？』

　みなハレのもとに駆けてきて、威い勢せいよくそんなことを言う。

　ハレは仲間たちとともに、あらためて魔獣へと向きなおった。依い然ぜんとして劣れつ勢せいなのは間ま違ちがいなく、ハレの頭にある策が通用するかは定かではない。

　だが。

　仲間たちがともに肩をならべているいま、なぜか負ける気がしなくなっていた。

「魔獣の弱点は、おそらく首だ。だからみんなは……」

　仲間に作戦を伝え、ハレは仲間とともに一歩を踏ふみだす。

　身をていしてくれたメリルに報いるために――最凶最悪、無敵の魔獣を倒すために。
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《鎧竜ビヒモス》は冒ぼう険けん者しやたちが考える以上に、臆病で用心深い魔ま物ものだ。

　おそらく、自身の弱点が首だと知っているのだろう。戦せん闘とうのさなかでも、やつは首元を極力さらさない。無理をしてでも、そこを攻撃されないようにと立ちまわる。そのせいでハレも決定的な隙をつくれず、弱点を攻撃しきれなかった。

　だから。

　ハレがパーティーの仲間たちに頼んだのは、陽動だった。




『こっちでござるよ～！』『かかってこんかい!!』『おしりぺんぺ～ん！』

　魔獣の注意を引くため、メンバーが一斉に総攻撃をしかける。

　斬撃や魔法を間断なく放ち、魔獣の警けい戒かい心しんを少しでも解かんとする。

（みんな……死ぬなよ）

　付近に【体色変化チエンジドカラー】で身を隠しながら、ハレは隙をうかがった。

　仲間たちのレベルで《鎧竜ビヒモス》を相手どるのは、正直いって力不足。そのために魔獣の攻撃が避けきれず、危うくなる場面も幾度となくあった。

　だがそれでも、みなは攻撃の手を決して休めない。

　きっと、ハレを信じてくれているのだろう。ハレが初めて頼ってくれたから、ハレが決めてくれると信じているから、彼らは攻撃をやめない。

　だが仲間が必死に陽動してくれているのに、ハレはなかなか隙を見つけられなかった。ハレたちがなにかをねらっていると、魔獣も勘かんづいたのかもしれない。

　仲間の体力切れがさきか、魔獣が隙を見せるのがさきか――この状じよう況きようが永遠に続くのではと思ってしまうほどに、気力を振りしぼった根比べが延々と続いた。

「至高の魔力マナよ、盟約にしたがい、我わが矢に紅ぐ蓮れんの火を灯ともせ――【業火の矢ブレイズアロー】!!」

　だが長きにわたった根比べは、リリスのその攻撃で終わりを告げる。

　呪じゆ文もんが完成した瞬間、リリスの長弓ロングボウから矢が放たれた。魔獣の真上に滞空していたリリスから、矢はほとんど垂直に魔獣へと走る。業火をまとい、火の粉を散らしながら飛ぶその矢は、永遠の時を生きる火の鳥《不死鳥フエニツクス》を彷ほう彿ふつさせた。

　そして。

　矢は魔獣の背に突きたった瞬間、ボウッ!!　と燃えあがる。その熱に――あるいは音に反応したのか、その刹せつ那なに魔獣がほんのわずかに上向いた。

（……いまだ！）

　その隙をずっと待っていたハレは、一も二もなく飛びだす。

　それは隙とも言えない隙。魔獣の動きはあまりに小さく、常人ではそもそも上向いたことにすら気づけないだろう。だがそれでも、それはこれまででもっとも大きな隙だった。見たところ、仲間たちの体力も限界。ここで決めるしかない。

　ハレは疾しつ走そうした。

　音さえも置きざりにして、魔獣の首元へとまっすぐに。

　全力の一撃を叩きこむべく、駆けながら剣けんをぐっと引きしぼる。チャンスは一度かぎり。しくじれば、魔獣は永遠に首元をさらすことはないだろう。

　そんなハレの覚悟の一撃が、ついに魔獣へとせまり――

「……!?」

　直後。ハレは視界のすみに、魔獣の尾をとらえた。

　ブンッ、と。それは風をきりながら、ハレへとまっすぐに向かってくる。おそらく、魔獣がハレの気配に気づいたのだろう。そして魔獣への攻撃に集中していたため、ハレはそれに気づくのが遅おくれてしまった。速すぎる。避けられない。

　魔獣はいまだ上向き、弱点をさらした状態だ。だがハレの攻撃が魔獣に届くよりも、魔獣の尾がハレに届くほうが、あきらかに早そうだった。

（くそッ……！）

　諦めずに魔獣の首元に飛びこみつつ、拳を握りしめる。

　自分ではやはり、あの魔獣には届かないのか。仲間が命を賭として隙をつくってくれたのに、このまま無様に尾に払われ、すべてを無に帰すのか。

　諦てい観かんの念が脳裏を埋めてゆくなか、ついに魔獣の尾はハレに到とう達たつし――

「……え？」

　直後――ガキンッ、と。金属と金属がぶつかりあったような音がした。

　ハレのところには、いまだ魔獣の尾は飛んでこない。

「……ぐあッ！」

　次いでハレの耳に届いたのは、男の野太い悲鳴だった。

　直後。ハレの視界のすみで、大男が吹っとんでゆくのが見えた。それに続いて、ハレの顔のすぐそばをブンッ!!　と魔獣の尾が通りすぎていった。

「マ……マンスール!?」

　吹っとんでいった大男は、マンスールだった。

　マンスールは吹っとんだ勢いのままに、激しく地面に叩きつけられる。叩きつけられたその瞬間、彼の口から血塊が噴きだした。さきの魔獣の攻撃は、ハレであっても一撃でノックアウトしておかしくない一撃だった。そんな一撃をまともに受けたのだ。その身体的ダメージは――その苦痛は、計りしれないものだろう。

　マンスールの手には、大剣が握にぎられていた。

　そう、自分はかばわれたのだ。

　マンスールはあの一撃を受ける覚悟で、ハレと尾のあいだに飛びこみ、大剣で尾の軌道をそらしてくれたのだ。命がけでハレを助けてくれたのだ。

（借りはかえしたって……言ったろうが）

　仲間を助けると意気ごみながら、助けられているのはいつも自分だ。

　どうでもいいときばかりに活かつ躍やくして調子に乗り、大事なときにはいつもなにもできずに仲間に助けられ、仲間が傷つくのを見ていることしかできない。

　仲間を助ける力のない自分が――不ふ甲が斐いない自分が、どうしようもなく情けなかった。

（でも…………だからこそ、いまは!!）

　ひとりよがりでは、誰だれも倒せない。救えない。守れない。

　だけど、いまのハレは知っている。

　自分がいろいろな人に助けられ、救われ、守られ、支えられ、送りだされ、いまここに立っていられることを。ヒナやリディヤのおかげで、メリルやマンスールのおかげで、ギルドの仲間たちのおかげで、いまここに存在していられることを。

　いまのハレは、知っている。

　自分がもう――ひとりではないということを!!




『いっけえええええええええええええええ――――ッ!!』




　瞬間。ハレの耳に、仲間たちの激げき励れいが届いた。

　リリスが、マンスールが、三人の仲間が――極東出身の角かく蔵ぞうが、鉱人ドワーフのアゴナスが、森人エルフのミリィが、瀕ひん死しのメリルまでも声をあげてくれている。

　自分にはいま、仲間たちがついている。

　だから――決して負けない。負けるわけにはいかない!!




「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおお――ッ!!」




　咆哮とともに、ハレは全身全ぜん霊れいの力で剣を突つきだした。

　剣はまっすぐに、魔獣が負傷した唯一の部位――首元へと吸いこまれた。

「……!!」

　ギギギギギギッ!!　と。剣と魔獣の接せつ触しよく部位が、激しく火花を散らした。

　やはり――硬かたい。剣は魔獣の表皮にはばまれ、なかなか肉にまで達してくれなかった。

　だが、手て応ごたえは確実にあった。

　さきほどまでの魔獣の甲こう殻かくは、決してつらぬけぬ無敵の盾たてだった。だがいまは確かに硬いものの、無敵というほどではない。せいぜい鉄てつ壁ぺきの盾だ。

　これなら――いける!!

　ハレは前へと、剣を突きだしつづけた。

　その突きは、いつか《鎧竜ビヒモス》に放った一いち撃げきに似ていた。

　ひとりよがりで、自分の身をかえりみない捨て身の一撃。仲間のことを一番に考えているようで、結局のところ自分本位なだけのかつての全力攻撃。

　そんな刺し突とつに、この一撃は似ていて――

　だが、決定的に違ちがっていた。

　それは、仲間の想いだ。以前のハレの刺突には、ハレのひとりよがりな想いしかこめられていなかった。だけど今回は違う。仲間の想いがこめられている。そこが前回と今回の決定的な違いで、この戦いの勝敗を決するすべてだった。

「――――――」

　直後――バキッ、と。なにかが割れたような音がした。

　気づけば魔獣の首元――剣との接触部位に、小さなヒビが入っていた。ヒビはだんだんと放射状に広がり、バリンッ!!　と無敵の装そう甲こうをついに打ちくだいた。切っ先はみるみるうちに肉をつらぬき、とたんにドス黒い血が傷口からあふれでた。

　それでもハレは、力をゆるめない。さらに力をこめ、傷口をえぐるよう剣を大きく薙なぐ。
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　そのダメ押しの一撃が、長きにわたる死し闘とうの決定打となった。

　――――グアアアアアアアアアアアッ!!

　魔獣はいままでにない悲痛な叫さけびをあげ、激しくよろめいた。

　ハレたちを振ふりはらわんとするように身を振る。だがやがて足を踏みはずしたように体勢をくずし――ゆっくりと、ゆっくりと、そのまま横よこ倒だおしになる。

　ズシンッ!!　と。巨きよ体たいが轟音とともに土煙を舞いあげた。

　そして、静せい寂じやくが戻もどった。

　これまでの喧けん騒そうが嘘のように、周囲から音がなくなった。まるで時間がとまってしまったかのように、誰ひとりとしてその場から動かなかった。




『――――っしゃあああああああああああッッッ!!!!!!』




　直後。パーティー全員が同調シンクロしたように、一斉に歓かん声せいをあげた。

　その歓声はあまりに大きく、《自爆人形メボムゴーレム》が爆ばく発はつしたときの轟音を上回っているのではと思うほどだった。やがて、ハレのもとに仲間たちが駆けつけてきた。

『さすがでござるよ！』『わいのおかげやなあ～』『ま、うちらが協力したんだからね』

　みなに満面の笑みを向けられ、ハレは妙みように照れくさくなってしまう。

　そして横たわるマンスールに駆けより、手をさしのべた。

「…………」

　マンスールはハレの手をとり、よろよろと立ちあがった。

　そして次の瞬間――ドンッ、と。ハレとマンスールは互たがいの腕と腕をぶつけ、よろこびをわかちあう。その顔には、清すが々すがしい笑みがうかんでいた。

「さすが、わたくしのハレさまですの♥」

　リリスがハレに勢いよく抱だきつき、むぎゅっと腕をからめてくる。

　だが魔獣がついに倒れ、戦いがようやく一段落した――そのときだった。

「…………!?」

　ハレたちを閉じこめる《魔力の檻プリズンマギナ》が、淡い光を放った。

　まるでハッターが魔導具アーテイフアクトを発動させたときのように、光は次し第だいに輝かがやきを増す。そして檻はきらきらと輝く光の粒りゆう子しとなり、最後には消えさった。

「……《鎧竜ビヒモス》を、倒したからか？」

　消えゆく光を見あげ、ハレは首をかしげる。

「どうでしょう……魔獣を倒したからと言って、わたくしたちを檻から解放するメリットはなさそうですの。もしかしたら、ハッターが檻を維持できなくなるような状況におちいったのかもしれません。それでやむを得ず、檻を解除した可能性も」

「……かもしれないな。なんにしろ、檻から解放されたのは僥ぎよう倖こうだ」

　言いながら、ハレはあらためて仲間たちを見回した。

「それで……これからどうする？」

　本当ならば、いますぐにでも王国軍を追いたい。だが見たところ、メンバーの多くが負傷しており、まともに動ける状況ではない。迷めい宮きゆう探たん索さくを続けられそうなのは、ハレとリリスぐらい。これで王国軍を追うのは、さすがに難しかろう。

「…………」

　仲間をぐるりと見回すが、すぐには答えは返ってこない。

　みな気まずそうに互いに顔を見合わせる。正直に言えば、みな限界なのだろう。だが迷宮攻こう略りやくを託された手前、それを口に出しづらいという様子だ。

「……みんなは、ここで待っていてくれ」

　しばしの沈ちん黙もくのあと、ハレはふいにそう言った。

「みんなは……って、ハレさまはどうなさるおつもりですの？」

「僕ぼくは、王国軍を追うよ」

　眉をひそめるリリスに、ハレは覚悟を決めたという顔で言った。

　周囲の反論を見こし、さらに言葉を続ける。

「今回は無理してるわけじゃないよ。ただ、僕がそうしたいってだけ。団長に……ギルドのみんなに託たくされてるから、ここで迷宮攻略を投げだすわけにはいかない。だけど今まともに動けるのは、僕だけ。なら僕が行くしかないよねって」

「でも、ひとりでは…………わたくしも御ご一いつ緒しよに！」

　声をあげるリリスに、ハレは首を横に振った。

「リリスにはみんなのことを頼みたい。ここにケガ人を放りだしていくわけにもいかないからね、これはリリスにしか頼めないことなんだ」

　反論しようとするリリスの肩に、マンスールが手をおいた。

「いいじゃねえか、行かせてやれよォ。自分で言うのもなんだが、オレさまたちが行っても足手まといになるだけだァ。いまのこいつなら無理はしねえだろォし」

　マンスールの言葉に、ほかの三人もうなずいた。

　リリスは迷うように視線を泳がせ、最後には諦あきらめたようにうなだれた。

「……わかりました。いまのハレさまなら、ひとりでも大だい丈じよう夫ぶでしょう」

「ありがとう……リリス！　みんな！」

　ハレは満面の笑みで言い、さっそく皆みなに背を向ける。

　そうと決まれば、すぐに向かうべきだろう。ここでかなりの時間をつかってしまった。ハッターたち王国軍は、もう相当さきへと進んでいるはず。

「……待って、ハレ」

　だがそのとき――ふいに、自分を呼ぶ声が耳に届いた。

　振りむくと、そこには苦しそうに息をするメリルが立っていた。

「おまえ手当はしたとはいえ、まだ無理しちゃ……」

　皆のケガを肩代わりし、重傷を負ったメリルだったが、応急手当てと回復薬ポーシヨンの効果により、目で見てわかるような大きなケガは、おおむね治癒していた。とはいえ、失った血や体力は戻らない。まだまだ立って歩いていい体ではないのだ。

「メリルも……メリルもハレと一緒に行く」

　だがメリルは、強い覚かく悟ごを宿した瞳ひとみでそう言った。

「なに言ってんだよ！　そんな体で無理に決まって……」

「お願い……いまがんばらなきゃ、ダメなの。いまがんばらないと……きっとメリルは一生後こう悔かいする。今日のために、メリルはここまで来たんだから」

　ハレはすぐに反論しようとし――だが、できなかった。

　メリルのその表情は、入団試験を続けると言いはったあのときと同じ――誰になんと言われようと、自分の意志は曲げないという顔だったからだ。

「わかった……時間もない、行こう」

　ハレは一瞬の逡しゆん巡じゆんのあと、すぐにそう言った。

　メリルはパッと顔を輝かせ、力強くこくりとうなずいた。

「ハレさま、さすがにそれは……！」

「大丈夫、信じて」

　とめるリリスにそう言い、メリルは真しん摯しな視線を送った。

　リリスは悩なやましげに眉をひそめ、それからやれやれと息をついた。

「わかりましたの、本当に頑がん固こ者の多いパーティーですこと。負傷者の方々のことは、わたくしにおまかせになってください。ただし、無理だけはなさらないように」

「うん、リリスありがとう。それじゃハレ、急ごう！」

　メリルに腕を引かれ、ハレは駆かけあし気味に歩きだす。

「……っと、その前に！」

　だがやり残したことがあったと思いだし、立ちどまる。

　きょとんとするメリルを横目に、ハレは横たわる魔獣の巨体へと目をやった。

（……戦いになるかもしれないからな）

　魔獣に歩みより、その巨体に手をふれ、上位創聖語ハイデモテイーズの詠唱を開始する。

　すべては迷宮攻略のために――力をたくわえ、ハレはメリルとともに王国軍を追う。







第５話　中堅冒険者、ギルドで攻略する
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「ホヒョヒョヒョヒョ、ようやくそれらしい場所に出ましたねえ」

　ハッターは眼前の光景に、ニヤリとほくそ笑んだ。

　そこは、神しん殿でんの礼拝室のような荘そう厳ごんな空間だった。

　これまで進んできた簡素な回かい廊ろうとは違い、造りも装そう飾しよくもしっかりとしている。天てん井じようや壁には天上界ヴアルハラの壮大な絵が描えがかれ、神聖な雰ふん囲い気きを醸かもしだしている。21層の茫ぼう漠ばくなあの空間よりもさらに、ここは迷めい宮きゆう内で大きな転換点を担になっているように見えた。

「あの扉、臭においますねえ……」

　空間の奥おう部ぶにあったのは、ひとつの扉だった。

　部屋に似た空間こそあれ、《大金字塔ピラミツド》で扉を見たのは初めてだった。その意い匠しようを凝こらした外観といい、この扉もやはり重要なものの気がした。

　ここはすでに29層だ。もしかすると、もうここが最深部という可能性すらある。つまりはこの扉の向こうには、ハッターの目的とするものがあるかもしれない。

　ハッターは扉へと歩みよると、それを愛いとしい我が子のようになでた。

「わたくしたちの悲願がいよいよ叶かなうのです……」

　にやりと不吉な微笑をうかべ、扉を押す両りよう腕うでにぐっと力をこめた。

　しかし、扉はぴくりとも動かなかった。

　力が足りなかったのかと強く押してみるが、それでも微び動どうだにしない。開け方が違ったのかと今度は引いてみたものの、やはり扉は動かない。

　外で見張りをさせていた騎き士したちを呼び、全員でこじ開けさせようとしたものの、それでも扉が開く様子はなかった。押しても引いても叩いてもダメ。最後には攻こう撃げき魔ま法ほうまで撃うちこんでみても、それも徒労に終わった。八はつ方ぽう塞ふさがりである。

「さて、どうしたものでしょう……」

　ここまで来たのに、扉が開けられないとは情けない。

　どうにかできないか、と。ハッターが頭を悩なやませていたそのときだった。




「……やっと、追いついたようじゃのう」




　背後から、声が聞こえた。

　振りかえると、そこには三人。《千夜の楽団》の団長サラディン・ラスシャール、副団長のアブー、《重奏長》のエルニアという錚そう々そうたる面々がいた。

「どうやら、新人どもよりもさきに来ちまったようじゃのう」

　歩みよってくるサラディンたちの背には、騎士たちが倒れていた。

　見張りを命じていたが、情けないことに全員まんまとやられたらしい。

「そこそこの手練をつれてきたはずなんですがねえ……まさか、声もあげられずにやられてしまうとは思いませんでしたよ。まったく不甲斐ない連中です」

　まあ、相手が相手なのでしかたないのかもしれない。

　ガルデニア大陸の七大ギルドと呼ばれる《千夜の楽団》、そのなかでも最高戦力とも言える三人が相手では、一いつ介かいの騎士ごときでは数秒ともつまい。

「三対一じゃ、てめえに勝ち目はありゃせんぞ」

「おやおや……かのサラディン・ラスシャールともあろう御お方かたが、この王国軍の良心ともいえるわたくし相手に、三体一の戦いを強しいると言うのですか!?　それはひどい!!」

　大おお仰ぎような動作をまじえて言うと、サラディンは辟へき易えきとした顔をする。

「……元はと言えば、そっちのがうじゃうじゃいたじゃろうが」

「こんな雑兵はいてもいなくても変わらない。実質的に三対一です。あなたに良心が残っているのなら、一対一で対決するというのはどうでしょう？　でなければ、多対一という卑怯な戦いで勝利をおさめたという不ふ名めい誉よな称号がつきまとうことになりますよ？」

「サラディン聞いちゃダメだよ～。バッタだかハッターだか知らないけど、こいつはこうやって自分の有利なほうに持っていくのがうまいの。卑ひ怯きようだろうがなんだろうが、楽団の目的はこの扉の向こう側に行くこと――迷宮を攻略することなんだから」

　アブーがサラディンに諭さとすように言う。

「ま……そうじゃなあ。さすがにわしも、こんな見え見えの口車に乗ろうとは思わんわ。あーくそ……こいつえれえ強そうじゃし、サシで殺やりたかったのう」

「そういうわけなので、道を空けてもらえると助かるわね」

　悔くやしげに言うサラディンに、エルニアが追つい随ずいする。

　ハッターはそれでも余よ裕ゆうを崩さず、ふうむとうなった。

「そうですか……それは残念だ。わたくしに一対一で勝利できれば、この扉の開け方を教えてさしあげるつもりだったのですが、これでは教えられない」

「……扉の開け方？　んなもん、ふつうに開くじゃろ」

　なにを言っているのだ、と。サラディンは肩をすくめた。

「ならば試せばよろしいかと。ほら、扉の前をゆずりましょう」

　どうぞと扉の前をあけるハッターに、アブーは疑わしげな視線を送る。

「うっわ～……団長、絶対あいつなにかたくらんでるよ～！　あの扉の前にいったら罠わながドーンと発動して、すんごいまずいことになっちゃうやつだよ～！」

「そんなことはしませんよ。わたくしの言葉が真実だと証明したいだけですから」

　サラディンは眉まゆをひそめ、しばし考えるように腕を組む。

「確かに……罠らしきものはないわね」

　そう言ったエルニアは、気づけばひとりで扉の前に立っていた。

　エルニアの天職ジヨブは【狩人ハンター】。罠への嗅きゆう覚かくは誰よりも優れている。その彼かの女じよがないと言っているのだから、本当に罠はしかけられていないようだ。

　サラディンとアブーは顔を見合わせ、扉に近づく。さきのハッターと同じく扉を押したり引いたりと、いろいろな方法で扉が開かないことを確かめる。

「ほら、言ったとおりでしょう。扉には魔ま術じゆつ的てきな封ふう印いんがされているのですよ」

「なぜ……てめえがこの扉の開け方を知っている？」

　ハッターの腹をさぐるように、サラディンは慎しん重ちように訊たずねる。

「わたくしの天職ジヨブは【魔具収集家アイテムコレクター】。こういった魔術的な物品には、そのへんの魔導学者よりも詳くわしいのですよ。これくらいの封印の知識はあります」

「【魔具収集家アイテムコレクター】ねえ……とことんうさんくせえ野や郎ろうだな」

　サラディンはふうむとうなり、ふたたび黙もつ考こうする。




「……よし、勝負を受けよう」




　そしてふいに顔をあげ、短くそう言った。

「え～!?　団長ってば本気でゆってる～!?」

　まったく信じられないという顔で言うアブー。

「ああ、本気の本気だ。やつを全員で排除しようが、扉の開け方がわからなきゃどうしようもねえ。安心しろってアブー、わしが負けるとこを見たことがあるか？」

「ん～……アブーには身長でいつも負けてるね」

「そ……それは別じゃろが！　こんなときにボケんなや！」

　ツッコむと、アブーは思案するように眉み間けんにしわをよせた。

「わかってるって～！　確かに団長が負けたのは……テセウスのおじさまとの一騎打ちくらいか～。ま……あの人は例外とすると、確かに負けてないね～」

「あ、おじきに負けとったか……忘れとったわ。ま……次はぜってえ勝つから、実質的には負けとらん。つまりはわしが負ける可能性はゼロじゃ。じゃからここでこの勝負を受けようが、わしらにはなんのリスクもないっちゅーことじゃな」

　絶対に勝つのだから、勝負しても問題ない。サラディンの慢まん心しんともとれる言葉に、しかしアブーは反論しない。それが、真実だと知っているからだ。

「話がまとまったようでなによりです」

　必勝とまで言われながらも、ハッターは素知らぬ顔で言った。

「わしが勝ったら、本当に扉の開け方を教えるんじゃぞ？」

「約束いたしましょう。ですがわたくしが勝った場合には、楽団は本日の迷宮攻略を切りあげ、ただちに基地ベースに帰き還かんすることを約束していただきますよ？」

　もちろんじゃ、と。サラディンは微笑とともに即そく答とうする。

「では……時間もないので、すぐに終わらせましょうか」

　ハッターはそう言うと、蜘蛛の模型のようなものを取りだした。

　そして一〇Ｃセイチほどのそれを手のひらにのせ、口早に上位創聖語ハイデモテイーズの詠唱をはじめた。流れるような詠唱と身振りとともに、またたくまに呪文が完成する。




「至高の宝具よ、我が呼びかけに応じ、秘めし力を示せ――《寄生具・土蜘蛛パラサイト・スパイダー》」




　直後。蜘蛛くもの模型は光を放ち、生きた蜘蛛のように動きだした。

　蜘蛛はハッターの腕から体を駆けあがり、なんと彼かれの口のなかに飛びこむ。するとハッターは苦しげにうめきながら、体をくの字に折りまげた。

　瞬しゆん間かん――ザッ、と。ハッターの背からマントを突きやぶり、無数の針金のようなものが飛びでた。一本一本が長さ二Ｍメイルはあろうそれが全部で八本、無方位に伸のびている。体からそれが無数に伸びているさまは、まるで蜘蛛のようだった。

　――《寄生具・土蜘蛛パラサイト・スパイダー》。

　体内に取りこむことで、背から蜘蛛の脚あしのごとき八本の針金を生やす魔導具。針金の一本一本は槍やりのように鋭するどく、容易に人肉をつらぬく。使用者の意志にそって自身の手脚のように動くそれは、八本もの武器を自在にあやつれるようなものだった。

　相手にすれば――凶きよう悪あくで、強大で、絶望的な魔導具。

　しかしそれを目まの当あたりにしても、サラディンの表情は変わらない。

「時間がねえのは……こっちも同じじゃ」

　サラディンは特に武器を出すでもなく、ただ拳こぶしを構えた。

　彼の武器は、鍛きたえぬかれた鋼はがねの肉体のみ。だがそれは、サラディンが不利だということを示唆しない。鍛えに鍛えたその肉体は、ときに研ぎすまされた刃やいばでさえとめる盾となり、ときに超魔導合金オリハルコンでさえ打ちつらぬく最強の矛ほことなるからだ。

　国とギルド。

　大組織を治めるふたりは、彼ひ我がの距きよ離り一〇Ｍメイルで向きあい――

「――――――――」

　強者のみが知りうる呼吸にしたがい、静かに戦闘を開始した。

　先手を打ったのは、ハッターだった。

　まるで地面を滑かつ空くうするかのように、ハッターはサラディンに突とつ進しんした。一見すると隙すきだらけのその特攻は、しかし八本の針金によっておそるべき猛もう襲しゆうとなる。

　二人が激突するその瞬間、ハッターの背から伸びた八本の針金が、猛もう烈れつにサラディンに襲おそいかかった。それぞれの針金が意志を持っているかのように、異なる呼吸で刺し突とつをくりだす。その一いち撃げき一撃が、人を死に至らしめるにたる威力を持っていた。

　そんな致死級で、かつ超高速の連続攻こう撃げきを――

「……」

　だがサラディンは息を乱さず、両の手のみでさばいていく。

　常人には一本でさえ受けとめられぬ八本の針金による連撃。それをたった二本の手で受け、弾き、いなしつづける。ただの一本でさえ、彼の体には届かない。

　そんな単調で、しかし超ちよう絶ぜつ技ぎ巧こうの戦いがしばし続いた。

　二人の戦いに声はなく、音はなかった。

　ただただ――その戦いは、熾し烈れつだった。ハッターが攻せめ、サラディンがさばく。ときにサラディンが隙を見つけ、反はん撃げきに転じる。だが針金にはばまれ、ふたたび攻防が戻る。そんな単調な戦いのなかで、しかし勝敗を分けるやりとりが幾度も行われた。

　だが互いに決定打がなかったため、戦いは硬こう直ちよく状態におちいった。アブーやエルニアでさえ、この死し闘とうが永遠に続くのではと思ってしまうほどに。

　しかし。

　始まりがあれば、終わりがある。

　ほんのわずかな実力差は、戦いが続くにつれて顔をだし、いつしか勝敗をわける決定的な差となる。勝利したのはやはり――サラディンであった。




「至高の魔力マナよ、天上界ヴアルハラの武神トールよ、我が拳こぶしに猛たけき魂たましいを宿せ――【衝波拳ビツグバン】ッ!!」




　瞬間。跳ちよう躍やくしたサラディンの拳から、白光の衝しよう撃げき波はが放たれた。

　波動は上空から地上のハッターに降ふりそそぎ、まるで重力が何百倍にでもなったかのように、ハッターを激しく地面に叩きつけた。それでもなお波動の勢いはとまらず、そのままハッターの体を地面にめりこませ、放射状の地割れを巻きおこした。

　ハッターはそのまま――立ちあがれない。

　決着、だった。

　勝敗をわけたのはやはり、潜せん在ざい的な能力値パラメイタ。

　戦闘能力は互ご角かくだったものの、《寄生具・土蜘蛛パラサイト・スパイダー》は膨ぼう大だいな魔力マナを消費せねばならぬ魔導具だ。使い続ければ、当然のごとく魔力は枯こ渇かつする。ハッターの魔力量はかなりのものだが、それでも第一級冒ぼう険けん者しやのサラディンとは比べるべくもない。魔力が枯渇して動きが鈍くなった隙を、百戦錬れん磨まのサラディンは見落とさなかったというわけだ。

「……わしの、勝ちじゃな。扉の開け方を教えろ」

　息もたえだえで横たわるハッターを見下ろし、サラディンは言った。

「嫌いやですね」

　しかしハッターははっきりとそう言い、仮面の下で不吉に笑った。

　サラディンは特におどろくでもなく、眉をひそめる。

「やはり……最初から教える気なんざなかったっちゅーことか」

「いーや、教える気はありましたよ。わたくしが敗北すれば、わたくしが知りうる扉の情報は洗いざらい渡すつもりでした。まあ敗北すれば、の話ですがねえ」

「……どういう、ことじゃ？」

「どういうこともなにもありません。この勝負……わたくしの勝ちですから」

　命を刈かる死神のように、ハッターの口が裂さけるように不気味に広がる。

　その瞬間――サラディンの背筋に、凍こごえるような冷気が走りぬけた。背後から死神の抱ほう擁ようでも受けたように、ぞっとするような寒さが全身に広がってゆく。

「な…………!?」

　直後。サラディンはうめき声をもらし、自身の腹部に冷たいものを感じた。

　視線を落とし、腹から鋭えい利りな刃物が突きだしていることに気づいた。とたんに凍えるような冷たさが熱を持ち、腹をつらぬかれた生々しい痛みへと変わった。

　突きだしているのは、刺突短剣キドニーダガー。冒険者が副武装として持つことの多い武器だった。

　だがこの場でそれを持っているのは、ただひとり――

「とても残念だわ、団長」

　楽団の最高幹部、エルニア・カッヤートのみだった。

「なぜ、じゃ……エル、ニア……？」

　彼女こそが、サラディンの腹を突いた張本人だった。

　サラディンの問いに対し、エルニアはただ不吉な微び笑しようをうかべるだけだった。
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「エ、エルニア!?　なにやってるんだよ～!?」

　目の前の光景が理解できないまま、アブーはサラディンに駆け寄った。

　だが崩くず折おれたサラディンに触ふれる直前で、エルニアに短剣ダガーを突きつけられる。

「なにって……仲間を助けたのよ？」

　にこりと微笑をうかべるエルニアに、アブーは童顔をゆがめる。

　そして現状を把は握あくし、その卓たく越えつした頭脳ですべてを理解した。エルニアがサラディンを刺し、その行為を「仲間を助けた」と言う。それはつまり――

「まさか……エルニアが諜報員スパイだったなんてね～」

　アブーは頬ほおに冷や汗をつたわせ、苦々しげな笑えみをうかべた。

　一方でハッターは懐から取りだした大回復薬ハイポーシヨンを飲み干すと、さきほどの激戦がなかったように悠然と立ちあがった。

「ホヒョヒョヒョヒョヒョ、ご明察！　彼女は最初からこちらの仲間……楽団に潜せん入にゆうさせていた諜報員スパイだったのです！　どうです、びっくりしましたあ？」

「意外っちゃ意外かな～……」

　だが想定の範はん囲い内と言えば、範囲内ではあった。

　エルニアは卓越した知力と戦せん闘とう力りよくにより、最近《重奏長》に抜ばつ擢てきされたばかりの新参者。そうだとは思わなかったが、諜報員スパイの可能性も考えていた。

「わたくしたちは以前から迷宮攻略をねらっていましてね。迷宮攻略にもっとも近いと言われるあなたがた《千夜の楽団》に、早いうちから諜報員スパイを潜もぐりこませることにしたのですよ。それがこの、エルニア・カッヤートというわけです」

　ハッターはそう言いつつ、地にふすサラディンの背をぐりぐりと踏ふみつけた。

　サラディンは苦く悶もんの表情をうかべながらも、逃のがれようと必死にもがく。

「おやおや……まだ動けるとはどういうわけでしょう？　エルニア……短剣ダガーにはとっておきの神経毒をたっぷりと仕込んでおいたはずですよねえ？」

「ええ、一滴で《古代竜エンシエントドラゴン》の動きを封ふうじられるほどの猛もう毒どくをたっぷりね。それでまだ動けるというのだから……まったく、本当に化け物じみた生命力ね」
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　本当におどろいたというように、エルニアは肩かたをすくめる。

「ちっ……くだらねえもん使いおって」

　サラディンは地でもがきながら、忌いま々いましげに歯は噛がみした。

　エルニアに短剣ダガーを突きつけられたまま、だが動じずにアブーは訊ねる。

「団長を……どうするつもりなの～？」

「そうですねえ……体面もありますし、本来なら手荒な真似まねはできないのですが。ここは迷宮……彼が死んだとしても、なんら不自然ではありませんよねえ」

　ハッターはそう言い、口くちの端はに嗜し虐ぎやく的てきな笑みをきざんだ。

　どうしたものかと迷っている様子で、アブーはサラディンを見やる。

「アブー、わしはええ。気にせずやれ」

　自身の生死がかかるその状じよう況きようで、サラディンは迷いなくそう言った。

　その顔には恐きよう怖ふはなく、死への覚かく悟ごすら見えなかった。ただ悪あつ鬼きめいた微笑がうかんでいた。まるで、おもしろい悪戯いたずらを思いついてしまった少年のように。

　そんなサラディンの様子を見て、ハッターはこれ以上ないほどの嘲ちよう笑しようをうかべる。

「ホヒョヒョヒョヒョヒョ！　サラディン……あなたがそんなことを言おうと、彼女が聞くわけないじゃありませんか！　あなたはギルドの最重要人物な――




「――――了解」




　ハッターが言いきる前に、アブーはすさまじい速さで動きだした。

　エルニアのふところに飛びこみ、その腹に目にもとまらぬ掌しよう底ていを数度ぶちこんだ。仲間の命がかかっている状況だというのに、その動きに迷いはなかった。むしろサラディンと同じく、その顔にはわずかに悪戯めいた微笑がうかんでいた。

「……かはっ！」

　エルニアは勢いよく吐と血けつし、だがすぐに迎げい撃げき態勢に入った。

　アブーへと中段蹴りを放ち――しかしアブーは、身を地面に這うほどにしずめてそれを回かい避ひ。腰こしが浮ういて隙だらけのエルニアの顎あごに、強烈なアッパーを見み舞まった。

「お待ちなさい、サラディンがどうなるか……」

　わかっているのですか、と。ハッターが言葉を継ごうとした瞬間。

　ハッターがアブーに気をとられたその隙をつき、サラディンが動いた。ハッターの下から転がりでて、バネのように全力で跳躍。ハッターから距離をとった。

　サラディンが脱だつ出しゆつしたのを確かく認にんし、アブーも戦線を離り脱だつ。サラディンのとなりに並んだ。

「まったく、団長は世話が焼けるんだから～！」

「そりゃ悪かったのう……だがこっからじゃぞ」

　二人は背を預けあい、ひとまず大きな息をついた。

　そのときにはハッターとエルニアも、体勢を立てなおしていた。

「まさかこんなやり方があるとは……完全にしてやられましたねえ。予想外の動きでわたくしの注意を引き、結局はサラディンを助けだすのが目的でしたか」

　思いのほか練られた作戦だ、と。称しよう賛さんするハッターに対し――

「いんや、なんも考えとらんぞ。偶ぐう然ぜんこうなっただけじゃ」

「うん、アブーも団長がやれってゆったからやっただけ」

　サラディンとアブーの二人は、あっけらかんと即答した。

　本当になんの考えもなしに動き、結果的にこうなっただけなのだった。

「ま……まあなんでもいいでしょう。状況は変わってません。サラディンは満足に動けず、戦えるのはアブーひとり。二対一の状況で、こちらの優位はゆるがない」

　ハッターの言うとおりであった。

　サラディンはいまだ毒におかされている。激しく動いたせいで毒はまわり、体の感覚は半分以上がなくなっていた。戦闘どころか、逃とう走そうもままならない。

「アブー……わりいけど、わしはまともに戦えん」

「……だろうね～」

　さすがのサラディンもつらかろう、とうなずくアブーだが――

「この状態でハッターとやりあうのは……正直、荷が重い。じゃから、やつはおまえにまかせた。わしは与しやすそうなエルニアを引き受ける」

「……って、けっきょく戦うんじゃ～ん」

　まったくこの人は、と。アブーはあきれながら肩をすくめた。

　半身が麻ま痺ひした状態で戦う――どう考えても無理だ。だがサラディンは、まるで最高の楽しみを見つけたように瞳を輝かせていた。この男は根っからの戦闘狂で、三度の飯よりも強者との戦いを好む。それを再認にん識しきさせられるアブーだった。

　そして。

　サラディンとアブーは、それぞれの相手へと向きなおり――

「どうせ二人とも死ぬのですから……お好きなようにッ!!」

　直後。ハッターとエルニアが動き、戦いはおもむろに再開された。

　サラディンとエルニア、そしてアブーとハッターがそれぞれ激しくぶつかりあう。

　だがどちらの戦いも、王国軍側が優勢で進んだ。

　サラディンは毒でまともに動けず、エルニアの投擲輪チヤクラムによる攻撃をひたすら受けつづけることとなった。そしてアブーも元々が支し援えん職しよくということで、サラディンと互角に戦ったハッターが相手では、やはり分が悪かった。ハッターの《寄生具・土蜘蛛パラサイト・スパイダー》の八本の針金による猛もう攻こうで、すぐに防戦一方に追いこまれてしまった。

　サラディンとアブーは徐じよ々じよに体力を消しよう耗もうし、追いつめられていった。蓄ちく積せきした疲ひ労ろうで動きが鈍り、全身に生々しい傷が増える。体中からの出血がとまらなくなる。

　そして気づけば、二人は満身創そう痍い。すでに立っているのがやっとの状態になっていた。

「終わり、ですね……」

　瀕ひん死しのアブーに鋭利な針金を突きつけ、ハッターはニヤリと笑う。

　アブーにはもう、攻撃を回避する余力も残されていなかった。ハッターの八本の針金による猛攻は、アブーの人並み外れた体力すらも削けずりきっていた。

　サラディンもアブーと同じく、まさに絶体絶命でエルニアに短剣ダガーを突つきつけられていた。

　そして、次の瞬間。

　ハッターとエルニアの刃が、サラディンとアブーに向かい――




　直後――ガキン、と。




　金属と金属がぶつかりあったような音が、迷宮に響ひびきわたる。

　気づけば――ハッターとエルニアの武器が、サラディンたちに届く寸前で静止していた。

　彼らの攻撃をはばんだのは、二人の少年少女だった。

　ハッターからアブーを守ったのは、【魂喰らいスキルイーター】の少年ハレ・エードルンド。エルニアからサラディンを守ったのは、【司祭プリースト】の少女メリル・トゥールーン。

　ともに入団したばかりで、迷宮深部へと行かせた新人パーティーのメンバーだった。
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「団長に副団長……無事ですか？」

　ハッターの針金を受けとめながら、ハレは二人に訊ねた。

　ハレがメリルとともに《魔力の檻プリズンマギナ》を脱出したのは、一時間ほど前のこと。それから全速力でハッターたちを追い、この場面に遭そう遇ぐうしたのだった。

　エルニアが敵にまわっていることにはおどろいたが、事前に諜報員スパイが潜りこんでいるとの話もあり、彼女がそうだったのだろうと推測できた。そしてハレとメリルは、それぞれ窮きゆう地ちにおちいったサラディンとアブーを救ったのだった。

「体が毒で動かねえが……どうにかな」

「無事じゃない～……死にそ～……」

　いちおうは無事のようだが、二人ともすでに限界に達しているようだ。

　ハレはメリルに視線を送り、同時に相手の武器を弾はじく。そしてハレはアブー、メリルはサラディンをそれぞれ抱かかえ、いったんハッターたちから距離をとった。

「メリル……二人の手当てを頼たのむ」

　言うやいなや、メリルがアブーとサラディンの介かい抱ほうをはじめる。

　仲間たちをかばうように、ハレはハッターの前に立ちふさがった。

「おやおや……またあなたがたですか。あなたがたの実力では、一いつ瞬しゆんでモスモスちゃんの餌え食じきだろうと思っていたのですが」

「ご自じ慢まんのモスモスちゃんは、いまごろ地底界ジヤハンナムで元気にやってるよ」

　ニヤリと微笑をうかべるハレに、ハッターは眉をひそめる。

「あなたがたが……モスモスちゃんを？　雑兵がどうあがこうと、倒たおせるはずがない魔ま獣じゆうなのですがねえ？　あの超魔導合金オリハルコンと同等の外殻は、わたくしの攻撃ですら通しませんでしたから。まぐれ……いや、奇き跡せきでも起こったのでしょうか？」

　ハッターは声に驚きよう愕がくをにじませ、だがすぐに気をとりなおしたように言う。

「まあ……サラディンが動けない今、雑魚ざこが増えたところで問題ない。新しい雑魚二人はわたくしが相手をします。エルニアはサラディンとアブーの始末を」

「了解したわ」

　ハッターとエルニアの獰どう猛もうな視線が、ハレたちを射い抜ぬく。

　サラディンはがくがくの脚で立ちあがり、アブーに視線を送った。

「二対一なら……どうにかなりそうじゃな」

「う～ん……そういうことにしとこ～」

　アブーは自信なさげに、しかし異論はないというように肩をすくめた。

「え、二人とも……その体で戦うつもりですか!?」

「あったりまえじゃろうが。新人二人にまかせて、団長と副団長がぐーすか寝ねとるわけにもいかん。エルニアはどうにかするから、ハッターはまかせたぞ」

　サラディンはボロボロの体で、しかし熱い闘とう志しを宿した瞳でそう言った。

　メリルが多少の応急手当をしたものの、サラディンもアブーも瀕死の状態なのは変わりない。しかし根こん拠きよもなく、ハレはまかせても大だい丈じよう夫ぶだと思った。

「わかりました……ハッターはまかせてください」

　ハレが力強く言うと、サラディンは満足げにうなずいた。

　戦闘を開始せんとするサラディンたちを横目に、ハレはハッターの前に立った。

「ホヒョヒョヒョヒョ……生意気ですねえ。いくらわたくしが連戦で疲労がたまっているとはいえ、あなたがたごときに勝ち目があると思っているのですか？」

「あるさ、勝つのは僕ぼくたちだ」

　ハレは剣けんを伸ばし、宣戦布告するように切っ先をハッターに向けた。

　メリルも鎚鉾メイスをぐっと握りしめ、ハレのとなりに並ぶ。

「メリルたちが勝ったときは……アベルについて教えてもらいます」

　メリルの強い覚悟を宿した蒼水晶ブルークオーツの瞳ひとみが、ハッターを射い抜ぬいた。

「やれやれ、あなたもしつこいですねえ……口を開けばアベルアベルと、まるで呪じゆ文もんのようにうるさくてかないませんねえ。いったいあなたはアベルのなん…………」

　そこまで言い、ハッターの言葉がふいにとぎれた。

　ハッターの見開かれた視線は、メリルの顔に――否いや、彼女の瞳に向けられていた。なにかにおどろいたように、あるいはなにかに気づいたように。

　そして数秒の硬直のあと――口元を淫いん靡びにゆがめ、いつもよりも甲かん高だかい哄こう笑しようをあげた。

「……ホヒョヒョヒョヒョヒョヒョ!!　そうです、思いだしましたよ!!」

　ひどく興奮した様子で、メリルの顔をあらためて見つめた。

　無ぶ遠えん慮りよな視線を受け、メリルはととのった眉をぴくりとひそめた。

「なにを思いだしたって言うんだ……？」

「そのお嬢じようさんの正体を……ですよ！」

　ハレが訊ねると、ハッターはなおも興奮した様子でメリルを指さした。

「メリルの、正体……？」

　ハレが視線を送ると、メリルはどこか気まずそうに視線をそらす。

　ハッターはそんなメリルを見て、ニヤリと微笑をうかべた。

「わたくしは……冒険者複合施設スフインクスでの件とは別に、そのお嬢さんに見覚えがありましてねえ。しかしいつ見たのかどうにも思いだせず、少し気になっていたのですよ。そしていま彼女の瞳……アベルと同じ蒼水晶ブルークオーツの瞳を見て、ようやく思いだしました」

「アベルと……同じ瞳？」

　ハッターはこくりとうなずいた。

「そう、彼女の瞳はあの《ホラ吹ふき団長》アベル・サリールと同じなのです。異様なまでのアベルへの執着は……そういうわけだったのですねえ」

「つまり……どういうことだ……？」

　ハレの疑問に答えたのは、ハッターではなかった。

「アベルは――――」

　硬直していたメリルが、重い口をゆっくりと動かす。

　しばし迷うように口をぱくぱくと動かし、ようやくぼそりと言った。




「アベル・サリールは……メリルのお父さまなの」




　いままでまったく口にしなかったその事実を、あっさりと告白した。

　すべてがつながったというふうに、ハッターは興奮した様子で手を叩たたく。

「ホヒョヒョヒョヒョ……やはり、そうだ！　あなたは、アベルの後ろをよく歩いていたあの小娘！　アベルの娘……メリル・サリール！　王宮でよく見かけていたから、既き視し感かんがあったのだ！　なるほど、アベルに執着するわけです！」

　メリルがアベルの娘だった――その事実に、ハレはただ驚愕する。

　だが一方で、彼女のアベルへの異常なこだわりに納なつ得とくがいった。自身の肉親のためならば、あれだけ名めい誉よ回復に必死になるのもよくわかる。場をわきまえずにハッターにつめよったのも、肉親のことで感情的になってしまったのだろう。

　彼女に不似合いな気難しい顔をするメリルを見つめ、ハッターは楽しげに目を細めた。

「いやはや、なつかしいですねえ。そして人の出会いとは、まったく数すう奇きなものです。彼に引導を渡したこのわたくしが、こうして彼の娘と出会うとは！」

「引導を、渡した……？」

　引っかかったというように、メリルが眉根をよせた。

　その話がまだでしたねえ、と。ハッターは口こう端たんに道化の笑みをきざんだ。

「実を申しますと、アベルについてのあれこれは…………いや言わないほうがいいですかねえ。言わないほうがいいだろうなあ。でもすっごく言いたいんですよねえ。どうせここで殺すんですし、言ってしまっても問題ないですかねえ。迷いますねえ」

「……教えて!!」

　もったいぶるハッターに、メリルが語気を強める。

　待ってましたというように、ハッターは口端を吊つりあげ――




「アベルのあれこれはぜ～んぶ……王国軍が裏で糸を引いていたのでしたあ!!」




　メリルと同じく、これまで隠かくされていた事実をあっさりと告げた。

「どういう……こと？」

　メリルは驚愕に目を見開き――しかしすぐに、冷静に問いただす。

　そんなメリルを見て、ハッターの口端が裂さけるように不気味に広がった。

「あの男は……数々の功績をあげ、砂塵の王国ベルバドで随一の名声を得ていました。我々が望む国政には、いろいろと邪じや魔まだったのですよ。そんな折に彼が『迷めい宮きゆうで青空を見た』と王に報告したものですから、これを機に彼を始末できないかと考えたのです」

　ごくり、と。核心に近づき、メリルの喉のどが音を立てて動いた。

「結果……我々はアベルを脅おどし、すべては嘘うそだったと証言させた上で死んでいただきました。自分は単なる功績ほしさのクズで……皆みなが思うような英えい雄ゆうではなかったとね。それによって死とともに彼は完全に忘れさられ、国政もやりやすくなりました」

　アベルを――そして、メリルを嘲笑するような声こわ音ねで続ける。

「まったく滑こつ稽けいな男でしたよ。あなたがた家族がどうなってもいいのかと脅したら、思いのままに動いてくれましたから。迷宮に空が本当にあったのかは……結局のところ我々もわからずじまいでしたが、まあそれは我々が確認すればいいこと」

「メリルたちを、盾たてに……！」

　ハッターの口により、次々と明かされる真実。

　アベルの不ふ名めい誉よは、やはり王国軍が糸を引いていたのだ。彼はきっと本当に迷宮で青空を見たのに、それを嘘だったと証言させられ、《ホラ吹き団長》などという汚お名めいまで着せられ、肉親にすら事実を告げられないまま王国軍に闇やみに葬ほうむられたのだ。

　さぞや――さぞや、無念だったことだろう。

　赤の他人であるハレでさえ、彼の心情を思うと胸が張りさけそうだった。そして《ホラ吹き団長》とバカにされようと、自身が命を落とすことになろうと、それでも家族を守りぬいたアベルの覚悟に、他人事ながら目め頭がしらが熱くなる。

　そして、なにより。

　彼をそんな状況におとしいれた王国軍に、腸はらわたが煮にえくりかえるような怒りを覚えた。

「ハレ…………お願い」

　うつむいていたメリルが、ふいに震ふるえる声でささやいた。

　ガチガチ――と。彼女の歯は、ひどく震えていた。冷静にならねばと思いつつも、それでも父をおとしいれた王国軍への怒りが抑えきれないというように。

　ハレでさえも憤ふん懣まんやるかたないこの状況で、あれほど必死に父の汚名をそそごうとしていた彼女の怒りは、いったいどれほどのものなのだろうか。

「ハッターは…………この男だけは、メリルにまかせて」

　そう言った彼女の瞳――父と同じ蒼水晶ブルークオーツの瞳は、強い覚悟を宿していた。

「だけど、おまえ……」

「……策があるの。絶対に倒してみせるから。お願い」

　ハレはしばし口ごもり、思案した。

　メリルの実力では、まず間ま違ちがいなくハッターには敵わない。だが彼女は、策があると言った。そして彼女の瞳を見ると、それはブラフではないと思えた。

「……わかった。でも危険になったらすぐに助ける」

「ありがとう、ハレ。とっても感謝してる」

　メリルはいつものようにゆるくハレに微笑ほほえみかけた。

　そして強い覚悟を宿した表情に戻もどると、ハッターに向きなおった。

「ホヒョヒョヒョヒョ……愚かですねえ。たったひとりでこのわたくしに挑いどもうなど、笑いさえ起こらぬ愚かさだ。あなたごときがわたくしに敵うと？」

　嘲笑をするハッターに、しかしメリルはなにも答えない。

　おまえとは話す価値もないとばかりに、ただ鎚鉾メイスを構えるだけだった。

「いいでしょう……お望みどおり、父と同じ場所に送ってさしあげます!!」

　直後。ハッターがすさまじい速さで、メリルへと迫ってきた。

　ジャキンッ!!　と。背で音を立てる八本の針金は、その一本一本がメリルをさしつらぬく殺傷力を秘めている。レベル差も考えると、メリルでは一本に対応することすら難しいはず。つまりは圧あつ倒とう的てきに不利――否、最初から絶体絶命だった。

（メリル……）

　だがハレは決して、彼かの女じよを助けに入ろうとはしなかった。

　仲間を信じることの大切さを――仲間たちに、彼女に教えられたがゆえに。

「……」

　ハッターの一本目の針金が、ついにメリルに襲いかかった。

　メリルはそれをかろうじて鎚鉾メイスで弾きかえし――だが入れかわるように、二本目の針金が飛んでくる。喉元に飛んできたそれを、身をそらして回避。ほぼ同時に太ももをねらってきた三本目も、どうにか避けきった。しかしそれまでの無理な動きのせいで、メリルは体勢をくずしており、それ以降の針金には対応しようもなかった。

「……くッ」

　グサリ、と。四本目の針金が、メリルの腹部に突きささる。

　そして五本目は肩に、六本目は太ももに、七本目八本目も体の各部をつらぬいた。メリルはそれらの痛みに耐たえようもなく、まもなくその場にくずおれた。

「ホヒョヒョヒョヒョ、しょせんこの程度ですか。まあ雑魚の分際でがんばったほうですよ。わたくしの針金を三本まで避けきったのですから、上出来上出来」

　ハッターは嘲笑し、メリルに刺ささった針金を勢いよく引きぬいた。

　瞬間。体の各部からドクドクと血があふれ、迷宮の地面を赤黒くそめる。

「メリルはね……お父さまが死ぬとき、その場に居合わせたの」

　重傷を負いながらも、メリルはふとそんなことを言った。

「だけどお父さまが衰弱していくのを……ただ見てることしかできなかった。なにもできない自分が、悔しくて悔しくてしかたなかった。だからかなぁ……大切な人が苦しんでいるとき、どうにかできる力……【状態転移トラジシヨン】なんてスキルを得られたのは」

「いきなり、なにを……？」

　虚うつろな瞳で朗ろう々ろうと語るメリルを、ハッターは訝いぶかしげに見る。

「メリルはこの力を、人を癒やすためにだけ使おうって決めてたの。力は大切なものを守るために使うものだって、お父さまはいつもおっしゃられてたから。だけどね、今日は……今日だけは、それを人を傷つけるために使おうと思う」

「…………!?」

　瞬間――ガシッ、と。メリルはハッターの足首をつかんだ。

　どこにそんな力があったのか、もう決して放すまいというように力強く。




「お父さまの無念は今日――――このメリル・サリールが晴らす!!」




　声高にそう言いはなち、詠うたうように上位創聖語ハイデモテイーズの詠唱をはじめた。

　父の汚名をそそぐためにと、今日まで磨みがいてきた魔ま法ほうの技。そして神に誓ちかって、父に誓って、この使い方だけはしまいと決めていた禁きん忌きの術。

　流りゆう麗れいな高速詠唱は起動句ダクトにはじまり、承動句メントにつながり、そしてついに発動句ルージヨンに至る。




「至高の魔力マナよ、彼かの血肉を贄にえに我わが苦く患かんを取りのぞけ――――【状態転移トラジシヨン】!!」




　刹せつ那な。叩きつけるような雄お叫たけびとともに、メリルの全身が光を放った。

　ハレを癒やしたときのあたたかな光とは違ちがう。それは人を傷つける黒の光だった。それはやがてハッターへと波は及きゆうし、ハッターの全身を覆おおいつくした。

「な…………なんです、これは!?」

　ハッターは驚愕に目を見開き、光から逃れようともがいた。

　けれどメリルの決意を表すように、それは決してハッターから離はなれなかった。

「……かはッ!!」

　直後。ハッターは体をくの字に折ると、唐とう突とつに吐血した。

　それだけではない。気づけば、ハッターは全身から流血していた。その出どころのほとんどは、メリルがハッターの針金につらぬかれた部位だった。

「い、ったい……なに、を……!?」

　かすれた苦しげな声で言いながら、ハッターはついに膝ひざをついた。

　一方でメリルは何事もなかったように立ちあがり、ハッターを見おろした。

「傷や痛みを人から人へと移す力……それがメリルのスキル【状態転移トラジシヨン】。こんな使い方はしたくなかったけど、あなたにメリルの痛みを背せ負おってもらったの」

「そ、そんな……スキル、を持って…………！」

　ハッターは苦々しげに言い、身を起こそうと地面をつかむ。

　しかし思うように体が動かず、その途と中ちゆうでふたたび地面に倒れこんだ。

「……終わりだよ。あなたからの傷をふくめ、メリルには相当のダメージが蓄積していた。そのすべてをあなたに移したの。さすがのあなたも、もう立ちあがれない」
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　そのメリルの言葉と同時に、ハッターはついに動かなくなった。

　勝ったのだ、ハッターに――メリルはそれを確認し、大きな息をついた。父の仇かたきを討てて、肩の荷がおりたのだろう。安あん堵どしたような表情をうかべている。

　だが。

　メリルがハッターから視線を外し、ハレを振ふりかえった――次の、瞬しゆん間かん。




「ホヒョヒョヒョヒョ、なかなか……効きましたよお」




　ハッターはいまだ苦しげながらも、ゆっくりと身を起こした。

　全身から流血しているものの、その動きからは瀕死のもの特有の鈍さが薄れていた。やがてメリルのほうへと向きなおり、口端を不気味に吊りあげる。

　そして。

　首をこきこきと鳴らすと、驚愕するメリルへと突撃ダッシュ――

「………………かはッ!?」

　メリルが声をあげる前に、その腹に拳を打ちこんでいた。

　メリルは勢いよく吐血し、体をくの字に折り、最後には膝をついた。サラディンとまで互角に戦ったハッターの拳は――少女にとって、あまりに重すぎた。

　メリルは倒れ――そのまま決して、立ちあがれない。

「まさか……これを使わされるとは、思いもしませんでした。この《寄生具・生贄羊パラサイト・ゴート》が身代わりになってくれなければ、決してわたくしは立ちあがれなかったでしょう」

　ハッターの手のひらには、壊れた羊の人形がのっていた。

　魔導具アーテイフアクトだろうそれが、メリルの決死の攻撃を無に帰してしまったらしい。

「誇ってもいいですよ……さきほどのサラディンとの戦いですら、わたくしはこの奥の手を使いませんでしたから。ですが、これですべては終わりです」

　不吉に笑うハッターを見あげ、メリルはかすれた声をだした。

「お父さ、ま……ごめん……な、さ………………」

　だがそこでついに言葉をとぎらせ、まぶたを閉じて脱力した。

　その瞳には光るものがにじみ、頬をつたってしたたり、地面に濃い染みをつくった。




４




「……メリル！」

　メリルが倒れた直後、ハレは彼女へと駆けだした。

　そして剣を横に薙いでハッターを牽制し、メリルを抱きあげた。ひとまず彼女の容態を見ようと、うしろへと大きく跳躍。ハッターから距離をとる。

（命に……別状はないか）

　彼女を地面に寝かせ、ハレはホッと胸をなでおろした。

　それから彼女の頬を伝う滴に気づき、拳をぐっと握りしめる。

（よっぽど……悔しかったんだろうな）

　彼女はいままで、どれだけ苦しくとも涙だけは流さなかった。

　入団試験で《喰屍鬼グール》の毒におかされ、激痛とともに迷宮を歩きつづけたときも。仲間の痛みをすべて背負い、死に匹敵する苦痛をその身に受けたときもだ。

　その彼女がこれほどに涙を流すのは、父の仇を討てなかったことが、よほど無念だったからだろう。それもそのはず。彼女は入団試験のときから――いや、もっともっと前から、父アベルの汚名をそそぐために、必死にがんばってきたのだから。

「ホヒョヒョヒョヒョ……バカな女がいたものだ。とんだ道化ピエロですよ」

　ハッターはメリルを見やり、小馬鹿にするように笑った。

　その瞬間。ハレは自分のなかに、猛たけ々だけしいものが嵐あらしのように吹きあれるのを感じた。

「誰だれが……バカだって？」

　ぎろり、と。ハレはかつてない剣けん幕まくで、ハッターをにらんだ。

　許せ、なかった。英雄をおとしいれた卑ひ劣れつなやり方も、メリルの命を賭とした攻撃を〝とんだ道化ピエロ〟と嘲あざ笑わらったことも――いや、この男のなにもかもが。

　しかし。

　それだけで人を殺せてしまいそうな鋭利なハレの視線に、ハッターは嘲笑でかえした。

「その小娘……メリル・サリールが、ですよ。父アベル・サリールと同じで大バカものだ。あの男は秀ひいでた強さを持ちながら、家族というなんの役にも立たぬ存在のため、ミスミス我々の言いなりになって命を落とした。この女も同じだ。仇あだ討うちという実益のないものにとらわれているから、こうしてわたくしに殺されるのです。まったく父娘そろって、バカにもほどがある。あきれて笑いすら起こりませんよ」

「バカは……おまえだ」

　長々と言いたてるハッターに、ハレは短く言った。

　抑えようのない怒りを内包したような――震える声で言葉を継ついた。

「おまえは……おまえは、本当にわからないのか。自分の命を……これまでの人生のすべてを犠ぎ牲せいにしてでも、家族を守ろうとしたアベルの想おもいが。おまえは、本当にわからないのか。父をおとしいれた人間を倒し、父の無念を晴らしたいという想いが。そして仇であるおまえにすら、倒れたあとにとどめを刺そうとしなかったメリルの想いが!!」

　訴うつたえかけるハレに、しかしハッターはバカらしいと鼻を鳴らす。

「ごちゃごちゃとうるさいですねえ。バカは感情論ばかりでうんざりです。もう少し理論的に考えることはできないのでしょうか。まあ無理だからこそ、わたくしにこのように無む謀ぼうな戦いを挑み……そしてここで、命を落とすことになるのでしょうが」

　メリルはハッターを倒し――しかしその後、とどめを刺さなかった。

　死ぬほどに憎い父の仇にすら、情けをかけたのだ。そんなメリルの想いすらも、この男はまったく理解できないのだろう。理解しようともしないのだろう。

　ならば。

　もう話すことはない。自分のできる選せん択たくはただひとつ――

「おまえは……この僕が倒す」

　アベルとメリルに代わって、この悪の権ごん化げを打ちたおすのみ。

　剣を構えるハレを見て、ハッターは面めん倒どうくさそうに首をこきこきと鳴らした。

「またバカがひとり……ですね。雑兵がなにをやろうと無駄なのに、なぜわからないのでしょう。まあバカだからなのでしょう。もういい加減うんざりだ――」

　ジャキンッ、と。八本の針金の動作を確かめ――次の、瞬間。

「――――死になさい!!」

　ハレの命を刈りとろうと、ハッターは猛もう襲しゆうをしかけてきた。

　ハッターが動くと同時に、ハレも駆けだした。二人は一陣の風となって迷宮を駆け、そしてまもなく武器と武器を激突させ、激烈な火花を散らす。

　ハッターの八本の針金による連撃は、苛か烈れつを極めた。

　八本の針金はすべて自在に動き、ハレに襲おそいかかってくる。それは簡単に言えば、腕うでが八本ある相手と戦っているようなものだった。一気に勝負を決めようと思っていたハレも、これには受け身にまわらざるを得なかった。

「……はあッ!!」

　どうにか反はん撃げきに転じようと、強ごう引いんに横薙ぎの一撃を放つ。

　八本の針金が代わる代わる押し寄せるため、ハッターには基本的に隙すきがない。だからハレは攻撃のテンポに緩かん急きゆうをつけ、強引にハッターに隙をつくったのだ。

　しかし。

　その一撃ですらも、ハッターの針金に軽々といなされてしまう。

　攻撃をしかけられたはいいものの、それはあくまでもしかけられただけ。八本の針金による鉄てつ壁ぺきの防御をぬかねば、結局ハッターには届かないのだった。

「思ったよりも……やりますねえ。これほどにわたくしの攻撃をさばききるとは、雑兵と言ったのは取りけしてあげてもいいかもしれません。ですが……やはり、サラディンやわたくしとは比べるべくもない。しょせんは二線級の実力です」

　彼ひ我がの距離一〇Ｍメイルで向きあい、ハッターは勝ちほこったように笑う。

　気息をととのえつつ――しかしハレは、闘志を宿した瞳で言った。

「確かに、僕は弱い。おまえの言うとおり、二線級の実力しか持たない。だけど……僕にはみんながついてる。ひとりよがりで死にたがりの僕を……ここまで助け、導いてくれたみんなが。だから僕は負けない。おまえみたいな野や郎ろうには……絶対に!!」

　強く言いはなったハレに、ハッターはうんざりとした様子で肩かたをすくめる。

「この期ごにおよんで……また感情論だ。虫むし唾ずが走りますねえ。いいでしょう。その理解に苦しむ偶像を信じつづけながら……絶望の雨に降られて死ぬがいい」

　見くだすような視線をハレに送り、上位創聖語ハイデモテイーズの詠唱に入る。

　呪文の詠唱が進むにつれ、ハレの上空に無数の黒い光がただよいはじめた。やがて光はそれぞれ形を変え、最終的に数十本もの黒こく槍そうとなった。

「至高至し極ごくの魔力マナよ、終しゆう焉えんを導く黒雨となり、我が敵を滅ぼせ――【黙示録の雨デイスペアードレイン】」

　瞬間。数十本もの黒槍が一いつ斉せいに動き、雨のように降ふりそそいだ。

　ひとめ見ただけでわかる――黒槍は一本一本が膨大な魔力を内包していた。おそらくは一本で、一級の【魔法使いメイジ】の攻こう撃げき魔ま法ほうと同等の破は壊かい力りよくを持っている。それを数十本も受ければ、いくら急成長をとげたハレとて命はなかろう。

　しかも槍は全方位からせまっており、ハレにはどこにも逃にげ場がなかった。文字どおりの絶体絶命の状じよう況きようで――だが、ハレは少しも動じていなかった。

　そして絶望の雨がハレの体をつらぬかんとした――次の、瞬間。

「降霊憑依スキルオン――――――【鎧竜の全身鎧アーマードビヒモス】!!」

　ひそかに唱えていた上位創聖語ハイデモテイーズの詠唱を、ついにハレは完成させる。

　ハレの全身がまばゆい光を放ったその刹那、無数の槍がハレへと到とう達たつ。槍は黒き爆ばく発はつを起こし、ハレが放ったのをこえる絶大な光があたりを埋めつくす。

　黒き光、黒き煙、そして舞まいあがった土砂。

　それらが一帯を埋めつくし、あたりは混こん沌とんとした状況になった。

「ホヒョヒョヒョヒョ……さあて、どんな焼け具合になりましたかねえ」

　ハッターが楽しげに笑ったところで、一帯の煙が徐々に晴れてきた。

　自身の起こした爆発により、ハレは焼死した――と。ハッターはそう思っていただろう。それもそのはず。その爆発はハレがいままで見たどの攻撃より、すさまじかったから。どんな強つわ者ものでも、決して耐えきれまいと思うほどの威力があったから。

　だが。

　煙が晴れたあと、焼死体となっているはずのハレは――

「な…………どうして!?」

　何事もなかったように、そこに立ちつくしていた。

　なぜ自分のあの攻撃を受け、立っていられるのか。無傷でいられるのか。そんなハッターの疑問への答えは、ハレの外見が如によ実じつに示していた。

「その鎧は……まさか……!?」

　そう――ハレの全身は、紫がかった鎧に覆われていた。

　異様なまでの硬こう度どゆえか、光こう沢たくをおびた全身鎧フルプレート。その各部は禍まが々まがしく尖とがっており、自身の身を守るためだけでなく、敵を傷つけることも考慮されているようだ。その実用的ともいえるつくりは、弱肉強食の野を生きる獣けものを連想させた。

　この鎧こそが、ハッターの攻撃からハレの身を守ったのだ。まさに完全防ぼう御ぎよ。その桁けた外はずれの防御力により、ハレの生身の体はまったくの無傷だった。

　驚愕するハッターを見つめ、ハレは淡たん々たんと言葉をつむぐ。

「これは……《鎧竜ビヒモス》から手に入れたスキル。この鎧はやつの甲こう殻かくとまったく同質の物質でできている。もちろん、その無敵の防御力も同じだ」

「《鎧竜ビヒモス》と同じ……!?　そんな、そんなの……」

　一歩を踏ふみだしたハレを恐れるように、ハッターはあとずさった。

　ハッターが初めて、狼ろう狽ばいした様子を見せた瞬間だった。

「ああ……そんなの倒せるわけがない。あの魔獣の甲殻には、魔法も武器による攻撃も通用しない。基本的に無敵だ。たぶんだが……おまえがあいつを捕獲したのもそのためだろう。倒せないから……魔導具アーテイフアクトであいつを捕獲した。するしかなかったんだ」

「ぐッ…………」

　ハッターは苦々しげに唇くちびるを噛かみ――一歩、二歩とハレから遠ざかる。

　図星、だったのだろう。ハレたちと同じで、ハッターもまた《鎧竜ビヒモス》の倒し方がわからなかった。あの超魔導合金オリハルコンのような甲殻に傷ひとつもつけられなかったのだ。

　つまり。

　あの甲殻と同質の鎧よろいをまとったハレを、ハッターは倒す方法がない。

「こ……こんなの、こんなのは不正チートでしょう!!　あの魔獣の甲殻と同質の鎧など……そんなものどうしようもない!!　雑兵ごときが……どうしてそんな力を!?」

「これは……仲間のおかげで手に入れられたものだ。メリルが、リリスが、マンスールが、ほかのパーティーのみんなでがんばって……ようやく手にできた。そして周囲をかえりみることのないおまえが……決して手に入れられない力だ」

　真にせまった物言いとともに、ハレはハッターに歩みよる。

　ハッターはさらに数歩あとずさり、しかしそこで立ちどまった。

「ほ……ほざけ!!　周囲がどうとか、仲間がどうとか……そんなのはすべてが感情論ではないですか!!　わたくしはそんなものには頼らず、すべてを手に入れるのです!!　この《大金字塔ピラミツド》を制せい覇はし、この世のなにもかもをこの手に!!　わたくしがこんな雑魚に負けるわけがない!!　そうです……わたくしこそが、この世界の王となる男!!」

　自分をようやく取りもどし、反撃すべく上位創聖語ハイデモテイーズの詠唱をはじめた。

　するとさきほどと同じく、ハレの上空に無数の黒い光がただよいはじめた。やがて光はれぞれ形を変え、数十本――いや、百本をこえよう黒槍となった。




「最大出力の攻撃、受けてみなさい――――――【黙示録の雨デイスペアードレイン】ッ!!」




　瞬間。百をこえる黒槍が一斉に動き、雨のごとく降りそそぐ。

　ドドドドドドドッ!!　と。次々と黒槍はハレに激突し、間断なく大だい爆ばく発はつを巻きおこした。さきほどより数も多く、一本一本の爆発の威力もあきらかにあがっていた。常人ならば、一撃でさえ耐えきれまい。そう確信するほどに。

　だが。

　ハレは百をこえる黒槍の爆撃を受け、しかし足をとめなかった。

　何事も起こっていないように、ただ黙もく々もくとハッターへと歩きつづけた。ハッターの攻撃はハレを倒すどころか、傷を負わせることすらできていなかったのだ。

　だがそれでも、ハッターは攻撃の手を決して休めなかった。ひたすらに黒槍を中空に生み、ハレへと放ちつづける。攻撃をやめれば、その時点で自身の敗北が決まってしまうかのように。続いていた夢から覚めてしまうのを恐れるかのように。

「な……なぜわたくしが、こんな雑兵に負けねばならないのです!!　嘘だ……嘘に決まっている!!　わたくしのこの最大出力の攻撃で壊れぬ鎧など……砕くだけぬものなどありえるはずがない!!　わたくしが……わたくしがこんなところで!!」

「おまえが踏みにじってきた人々の――――――」

　必死にわめきちらすハッターだが、現実はなにも変わらない。

　ハレが歩みをとめることはなく、突つきだした拳こぶしもとまらなかった。




「――――――痛みを知れッッッ!!!!!!」




　瞬間。引きしぼられたハレの拳が、ハッターの顔面に突きささる。

　最強の盾たては、一転して最強の矛ほこへと転じた。ハレのもともとの筋力能力値パラメイタに装そう甲こうの硬度が上乗せされ、すさまじい威力となってハッターに襲いかかる。

　ハッターは勢いよく吹っとび、竜たつ巻まきのように回転しながら迷宮の壁面に突きささった。

　やがて地面に落下し、それから身を起こすことはなかった。

「おまえにはなにも砕けねえよ。この鎧も……この想いもな」

　かたわらに横たわる少女を見やり、ハレはひとつ息をつく。

　やがてハレのまとっていた鎧は光となり、少女のまわりをただよいながら天へとのぼった。まるで、少女の想いを父アベルに届けようとするように。




５




「あっちは終わったみてえじゃな……」

　ハレたちの戦いの一部始終を見終え、サラディンはニヤリと笑った。

　そこは、ハレたちからは距離のある場所。エルニアの投擲輪チヤクラムでハレたちに危害がおよばないようにと、あえてハレたちから距離をとって戦っていたのだった。

「まさかハッターがあんな新米に負けるなんて……」

「新米ってゆうのは、一番おいしいんだよ～？」

　信じられないという顔のエルニアと武器を合わせ、アブーが楽しげに言った。

　だがエルニアはアブーの湾曲短剣ジヤンビーアを弾き、不吉な笑えみでこたえる。

「確かに……あの子たちをなめすぎていたようね。だけど、ビギナーズラックはもう続かないわ。あなたたちもふくめ……わたしがまとめて息の根をとめてあげる」

「そうじゃな……わしらもそろそろ終わらせようか」

　サラディンはそう言い、いまだ毒でまともに動かない拳を握にぎりしめた。

　瞬間。アブーは察したように飛びのき、エルニアから距きよ離りをとる。

「……あら、そんな体でどうするつもり？　なにをしても無む駄だよ。いままでまともに動けずにアブーにばかり戦わせていたあなたに、いまさらなにができるの？」

「なんでもできるさ、冒ぼう険けん者しやじゃからのう」

　サラディンはニヤリと笑ったあと、ハレたちへと声をはりあげた。

「てめえら、あぶねえからアブーとここから離れてろ!!」

「え、でも団長は……!?」

　横たわるメリルを抱きあげながら、ハレは不安げに訊たずねる。

「バカが、わしを誰じゃと思うとる！　わしはサラディン……サラディン・ラスシャールじゃ。新米がわしの心配なんざ、一億光年は早いっちゅーの」

　太陽のように笑うサラディンに、ハレは迷うように視線を泳がせる。

　数すう瞬しゆんのあと、覚かく悟ごを決めた表情でこくりとうなずいた。

「……わかりました！　ご武運を祈いのります！」

「さっさと逃げるよ～！　団長ってほんと加減できないから～！」

　アブーにうながされ、ハレたちはまもなく空間の外へと脱だつ出しゆつした。

　そして残るは、サラディンとエルニアの二人だけだった。

「あの子たちだけでも逃がしたつもり？　あんなボロボロの体で逃げても、わたしならあなたを殺やったあとにでも始末できるわ。無駄なことよ」

　嘲あざ笑わらうエルニアに、しかしサラディンは余よ裕ゆうの笑みでかえす。

「……ドアホが、あいつらは確かに逃がしたさ。じゃけどそれは、てめえから逃がしたわけじゃねえ。これからするわしの攻撃に巻きこまないためじゃ」

「攻撃……ですって？　あなたのデータはギルドにいるときに散々とったけれど、ここからわたしに勝てるスキルはないでしょう。強がりはおやめなさい」

　エルニアは鼻で笑い、バカらしいと肩をすくめる。

「しょせん、あなたは戦せん闘とうだけが取とり柄えのただの脳筋。【冒ぼう険けん王おう】には遠くおよばない。猛毒程度に抗あらがえないまま、ここでわたしに殺される二線級の器ってことよ。迷宮はわたしたち王国軍が攻こう略りやくしてあげるから、安心して天上界ヴアルハラに旅立ちなさい」

　勝ちほこるエルニアに――だが、サラディンはニッと口端をつりあげる。

「……なにが、おかしいの？」

「なあ、エルニアよ？　勘かん違ちがいしとりゃせんか？」

　サラディンはいまにも倒れそうなボロボロの体で、それでもなお笑う。

　そんなサラディンを見つめ、エルニアは怪け訝げんそうに目を細めた。

「器のことなんざ考えたことはねえが……わしは確かに二流なのかもしれん。毒ごときでヒーヒー言って、無様に弱っちまっとるんじゃからな」

　じゃけどな――と。サラディンは一転し、猛たける獣のように声を荒らげた。




「――――てめえに勝てねえと思ったことは一度もねえ!!」




　瞬間。叩きつけるような咆ほう哮こうとともに、彼かれの全身から魔力マナがあふれた。

　燃えさかるような熱き魔力マナが、またたくまに彼の全身を覆ってゆく。




「猛き武神トールよ、我が肉に宿りて邪じやを滅する矛となれ――【限界突破・序アンリミテイツド・ワン】!!」




　刹那。サラディンの全身を覆っていた魔力マナが、爆発的にふくれあがった。

　どこにそれほどの魔力マナが眠ねむっていたのか。そもそも人はそれほどの魔力を体に宿せるものなのか。そう思えるほどに、それは人が放出する魔力量を凌りよう駕がしていた。

　びりびり、と。膨大な魔力マナに耐えきれなくなったかのように。

　やがてサラディンのまわりの空間に、波打つ水面のようなゆがみが生じた。




「――――ああああああああああああああああああああああッ!!」




　サラディンが地じ獄ごくの底から沸きあがるような咆哮をあげた瞬間。

　彼を中心に放射状の地割れが起こり、ハリケーンが襲来したかのような突風が吹きあれた。瓦が礫れきと土つち煙けむりが舞いあがり、空間全体がいままでになく混沌とする。

「な……なんなの、この力は……!?」

　エルニアは両手で風ふう煙えんから顔を守りつつ、驚きよう愕がくのうめきをもらした。

　世界の終末のような光景の中心で、サラディンは言った。

「……滅べ」

　直後。サラディンは疾しつ走そうした。

　ズドンッ!!　と。サラディンが駆けだすというその動作だけで、空から巨竜ドラゴンでも降ってきたかのように彼の真下の地面が数十Ｃセイチ以上も陥かん没ぼつする。

　これまで瀕ひん死しだったのが嘘のように、信じられない速度でエルニアへと向かってきた。

　そして向かってきたと理解したときには、すべてが終わっていた。

「…………ごぼッ!!」

　気づけばエルニアは勢いよく血を吐き、その場にくずおれていた。

　その腹部には、サラディンの拳が突きささっていた。彼の繰くりだした単なる正拳突きは、しかしすさまじい筋力補正により、どんな必殺技にも勝まさる強撃となっていた。《鎧竜ビヒモス》の一撃もかすむ圧倒的な一撃に、エルニアはもう立ちあがることができない。

　人智をこえたサラディンの力は、長きにわたる戦いに一撃で終止符を打ったのだった。

「一発殴なぐるのに……こんなに無理させんなや」

　エルニアが気絶したのを確かく認にんし、サラディンはその場に倒れた。

　とたん。まとっていた膨大な魔力マナが徐じよ々じよに霧む散さんし、きらきらと輝くように消えた。







エピローグ　冒険の果てに







「……てめえらの目的はなんだ？」

　縄なわで拘こう束そくしたハッターとエルニアに、サラディンは淡々と訊ねた。

　激闘のあと――静まりかえったその場所には、合計で六人。ハレ、メリル、サラディン、アブー、そして捕ほ虜りよとなったハッターとエルニアの二人がいた。現在、《千夜の楽団》の面々は捕虜を取りかこみ、彼らに尋問をはじめたところだった。サラディンやメリルの体調は万全とはいかないまでも、アブーのスキルもあってだいぶ持ちなおしている。

「ホヒョヒョヒョヒョ……もちろん、迷めい宮きゆうの攻こう略りやくですよ」

　ハッターは捕虜となってなお、飄ひよう々ひようとした調子で答えた。

「ちげえよ、そのさき……迷宮攻略のさきに、いったいなにを求めている？　最深部になにがあるのか、てめえらはすでに知っているのか？」

「いーえ、知りませんねえ。我々が攻略を目指しているのは、単に名めい誉よのためですから。最近は民たみも反はん抗こう的になりつつありますし、支持率をあげておきたいですから」

「支持されてえなら、ちっとは民に優やさしくしろっつーの」

　ケッ、と。サラディンは吐き捨てるように言った。

　それから髪かみをわしゃわしゃとかき、ハアと盛大なため息をついた。

「あー、こりゃ続けても無駄じゃな。建前しか言わねえ。シンラのやつがいりゃ、ぜんぶ聞きだせるんだがな……あいつはいまマターファにすらいねえからなあ」

　シンラとは聞いた話によると、楽団幹部《重奏長》のひとりだ。

　ハレも詳くわしくは知らないが、精神操作系のスキルを持っているらしい。

「めんどくさいな～！　まあ詳しいことはシンラが戻ってから訊ききだすとして、せめてそこの扉について話してよね～！　ほら、戦う前に約束したでしょ～！」

　アブーは投げやりに言い、かたわらの開かずの扉を指さした。

　とにもかくにも、楽団の目的は迷宮攻略。この扉が開かなければ始まらない。

「扉の開け方ですか……むしろわたくしが知りたいところですねえ」

「はああああああああああああん?!　結局なにも知らないわけ～!?」

　勢いよくつかみかかるアブーを、サラディンが制する。

「アブーやめとけ。なにを訊いても無駄じゃ。知っとろうが知っておるまいが、わしらに情報を渡す気は毛頭ないようじゃからのう。この道化めが」

「ホヒョヒョヒョヒョ、褒ほめ言葉と受けとっておきましょう！」

　ハッターはやはり、飄々とした調子をくずさない。

　尋問が無駄とわかり、サラディンはやれやれと頭を抱かかえた。

「よわったのう……扉が開かんと、ここで立ち往生じゃ。ここまで来たからには、さきに進みたいんじゃがのう。できることはもう試したし……」

「あの……ちょっといいですか？」

　みなが黙りこんだところで、ハレが待っていたとばかりに口を開く。

　きょとんとこちらを見るサラディンに、言葉を継いだ。

「僕ぼくもハッターに訊きたいことがあるんですけど……」

「……？　まともに答えんとは思うが、好きにするがいい」

　ありがとうございますと頭をさげ、ハレはハッターに向きなおった。

　そしてずっと訊ねたかったことを、単刀直入に訊いた。

「ハッター……おまえは《暁の涅槃ニルヴアーナ》とつながっているのか？」

　瞬間。いままでどんな質問にも飄々と対応していたハッターが、ぴくりと頬ほおを引きつらせて黙りこんだ。数瞬の間をおいて、ようやく口を開く。

「……つながっていますよ」

　自身と《暁の涅槃ニルヴアーナ》のつながりを、さらりと暴露した。

　ハレはごくりと唾つばをのみくだし、詳細を問いただそうと言葉を継ぐ。

「……どういうつながりだ？　なぜつながった？　やつらの目的は？」

　知りたいことがあまりに多く、次々と質問が飛びだしてしまう。

　なんの感情も悟さとらせぬ抑よく揚ようのない声で、ハッターは淡々と答える。

「……ビジネス的なつながりですね。利害関係が一致しているので付きあっているにすぎません。つながりは……彼らのほうからやってきましたね」

「…………やつらの目的は？」

　ハッターはなにより実益を重視する。利害関係の一致から《暁の涅槃ニルヴアーナ》と付きあっているという可能性は、ハレもある程度は考えていた。おどろきはない。

　ハレがいちばん訊きたかったのは、やはりやつらの目的だった。

　ヒナやリディヤにあのような非道な呪のろいを与あたえた彼らが、いったいなにを目的として行動しているのか知りたかった。知らねばならない気がした。

「彼らの目的は…………」

　しかし、ハッターがそれを口にしようとした――その、瞬間。




「ねえねえ、迎えに来たんだケド？」




　少女の声が、どこからか聞こえてきた。

　見ると――数十Ｍメイルほど離れた場所に、ひとりの少女がいた。

　黒のゴシックドレスをまとい、その手には黒の日傘。顔にはハッターと同じ仮面をかぶっている。その少女は、ゆったりと優ゆう雅がな足取りでこちらに歩いてきた。

「おやおや、ネズミじゃありませんか……早い助けですねえ」

「行きたくないっていったんだケド、アリスが行けって。それもこれもあんたが奥の手を使ったりしたからだケド」

　ネズミと呼ばれた少女は、無表情で肩をすくめた。

「なるほど……まあとにもかくにも、さっさと帰りますか」

「おいおい、なに勝手に帰れるつもりになっとる!!　んなことをわしらが許すと思うか！　いっくら弱っとるとはいえ、わしらもこんなちびっこには……」

　サラディンがそう言いかけたときには、目の前からハッターの姿が消えていた。

　そして気づけば、ハッターはネズミのかたわらへと移動していた。

「あいかわらず便利な能力ですねえ」

　興味深げに言うハッターに、ネズミは不満げに唇をとがらせる。

「便利じゃない。とてもつかれるんだケド？」

「それは申し訳ない、帰ったらアップルパイでもごちそうしましょう」

「それなら、ぎり許してもいいケド？　というか、特急で帰るケド？」

　変わらず無表情ながら、ネズミは口こう端たんからだらりとよだれを垂らす。

「ちっ……逃さねえぞ!!」

　サラディンは大陸最高クラスの敏びん捷しよう能力値パラメイタを駆く使しし、一いつ瞬しゆんでネズミへと駆けた。その速度はとてつもなく、ほとんど瞬間移動テレポートとか空間転移ワープと言ってもいいものだった。

　だが。

　それでもなお、ネズミの逃げ足の速さには一足およばなかった。

「なん、じゃと……!?」

　サラディンがついたときには、ネズミの姿はそこにはなかった。

　あたりを見ても、どこにも見当たらない。ハッターともども跡形もなく消えている。そもそも最初にネズミが接近してきたとき、誰も気づけなかったのもおかしい。サラディンですら捕まえられなかったのを見るに、なんらかの能力なのだろう。

　ちらと見ると、エルニアは気絶したままその場に取りのこされていた。気にせず置いていかれたところを見るに、彼女はただの捨て駒だったのかもしれない。

「あらら～、逃げられちゃったね～☆」

　重くなった空気を払ふつ拭しよくするように、アブーがのんきに言った。

　サラディンは何度めかの息をつき、肩をすくめた。

「まあええか、腐くさっても国の重じゆう鎮ちんじゃ。どうせあのまま拘こう束そくしとるわけにもいかんからのう。わしらが町に戻もどったとき、お尋ね者になっとらんとええが」

「だいじょぶだいじょぶ～！　だってアブーたちが町に戻るときは、この迷宮を攻略した英えい雄ゆうだよ～？　みんな味方してくれるから、むしろ死ぬのはあいつらっしょ～！」

「迷宮を攻略できれば、そうなんじゃがなあ……」

　サラディンは頭をかきながら、あらためて扉に向きなおった。

　押しても引いても叩いても、ついには魔ま法ほうをぶつけてみても、まったく微動だにしなかった扉。この扉が開かねば、迷宮攻略はここで打ちどめなのだ。

「ここが開かんかぎりは、無理な話じゃのう……」

　サラディンのため息につられるように、みな盛大な息をついた。扉を食い入るように見つめ、しかしどうすることもできず、そろってがっくりとうなだれる。

　なにか妙みよう案あんでも浮かべばいいのだが、そんなに都合よくは――

「あのぉ……もしかしたらこの扉、開けられるかもしれません」

　都合よく、メリルがそんなことを言いだした。

　え？　と一斉に皆みながメリルを振りかえる。

「……どういうことじゃ？」

　サラディンの口調は落ちついていたが、その身は大きく乗りだしていた。

　メリルはおどおどと視線を泳がせ、説明をつけくわえる。

「アベルが……メリルの父が、死ぬ前によく聞かせてくれた言葉があるんです。そのときは勇気の出るおまじないだって言われてて、まったく気にしなかったんですけど……いま考えてみると、それは扉を開ける呪じゆ文もんだったんじゃないかって」

「そうか……キーワードか!!」

　メリルの話を聞き、サラディンはひとり納なつ得とくした声をあげる。

「キーワード、と言いますと……？」

　まったく理解できず、ハレが首をかしげた。

「古代の【魔法使いメイジ】は言葉を鍵かぎにすることがよくあったという。親父おやじさまがメリルに教えたその言葉が、この扉を開ける鍵かもしれないという話じゃろう。扉を開ける方法を娘にだけひそかに教えておく……大いにありうることじゃのう」

　なるほど、と。ハレはうなずき、眉み間けんにしわを寄せた。

「……ということは、あれですね！　もしメリルが教えてもらったその言葉でこの扉が開けば、アベルがこのさきに行ったっていう証明になりますよね！　というか、もしかしたらこのさきに……アベルの言っていた青空がある可能性も？」

「……その可能性も否定はできんのう」

　サラディンの言葉に、ハレは喜々としてメリルを見やる。

　だがメリルは、すごく緊きん張ちようした面持ちをしていた。それもそうだ。誰もがアベルのことを《ホラ吹ふき団長》と呼んでいた。メリル自身は彼を信じていたとはいえ、やはり真実は藪やぶのなか。その真実がいま明かされるかもしれないのだ。

「あ、いや……そうかもって思っただけで、確証はないんですけどねぇ！　というか、むしろそうでない可能性のほうが高くて……だから開かなくても……」

「予防線は張らないでいいから、さっさと試しちゃおうぜ」

　ハレがドンと扉の前に突きだすと、メリルは唇をきゅっと引きむすんだ。

　ちらとこちらを見るメリルに、ハレはこくりとうなずきかけた。するとついに覚悟を決めたように、メリルはいままでにない凛りんとした顔で扉を見あげた。

　そして、父アベルから教わったというその呪文を唱えた。




「ひらけ――――――ごま!!」




　彼かの女じよの唱えた呪文に、ハレはつい耳を疑ってしまった。

　冗じよう談だんとしか思えない呪文だった。が、メリルの顔は真しん剣けんそのもの。どうやら天然少女がやらかしたようだと思い至り、ハレは思わず頭を抱えた。

　こんな呪文で開くわけがない、と。その場にいた誰だれもが、そう思っていたことだろう。

　だが、その直後――

「……!?」

　これまでびくともしなかった開かずの扉が、まばゆい光を放った。

　次いで――ゴゴゴッ!!　と。中心部から割れるように、扉が動きはじめた。

「ま、まじかよ……!?」

　この時点で、アベルがこの場所にたどりついていたことが確定的となる。

　動きだした扉を見て、メリルはいまにも泣きそうな顔になる。当然だろう。彼女はこのときのために、アベルの汚お名めいをそそごうとがんばってきたのだから。

　やがて――

　扉の向こうから、まばゆい光が差しこんでくる。

　魔鉱石クリスタルを唯ゆい一いつの光源とする迷宮内では、お目にかかれない圧あつ倒とう的てきな光量だった。目の奥おくまで差しこむようなその光は、まるで晴れた日の陽光だった。

　まさか――と。ハレとメリルは顔を突きあわせ、光に目を細めながら扉をくぐった。

「これは……!?」

　視界に広がったのは、抜ぬけるような青空だった。

　比ひ喩ゆではない。そこにはどこまでも続く草原と――青く澄すみわたる空があったのだ。広がっている風景は、まぎれもなく迷宮の外の世界のものだった。

　夢かと思った。だが振ふりかえれば、自身がくぐった扉があり、扉の向こうには迷宮が広がっている。扉は転移装置かなにかだったのかもしれない。

　しかしいまは、すべてがどうでもいいと思えた。

　二人が目にしたその空は――これまでに見たどんな空よりも、美しい青空だったから。
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あとがき







　おかげさまで二巻です。

　今回のあとがきでは、この二巻が完成するまでの経けい緯いを書こうと思います。

　二巻執筆にあたって、作家はプロット（物語の設計図のようなもの）を編集さんに提出します。それでゴーサインをもらい、ようやく執筆に入るのです。

　……まあ、当然でしょう。設計図もなしに書きはじめて、できあがったのが『ゴリラのウホウホイチャラブ生活♥』とかだと、編集さんも困りますから。

　僕は新人で二巻執筆も初めてですから、プロットには苦労させられました。

「もっとマシなプロットだせ、このブタ野郎!!」

「すみませんぶひいいいいいいいいいいい」

　というやりとりを何度かしたあと、ようやくゴーサインをいただけました。

　しかしいざ本文を書きはじめたはいいものの、筆はまったく進みませんでした。設計図があるからと簡単に作品が書けるほど、現実は甘くはなかったのです。あまりに進まないものだから、マンガやらスマホやらについ手が伸びてしまいます。そしてさらに執筆は進まなくなり、どうしようもない悪あく循じゆん環かんにおちいってしまいました。

　そして。

　気づけば、締切まで一週間。

　執筆はまったく進んでおらず、一週間で完成させられる見通しもありませんでした。というか、どう考えても無理な状況でした。正直そのとき僕は締切を守ることを諦め、スマホを解約して海外に夜逃げしようかと思っていました。ちなみに海外への渡と航こう経験は一切なくてパスポートも持っていませんでしたが、本気でそう思いました。

　だけどそんなとき、本作のイラストレーターｐｅｒｏｓｈｉさまによるメリルのキャラデザが届いたのです。原稿が完成していないにもかかわらず、僕の適当なキャラ設定から、ｐｅｒｏｓｈｉさまはすばらしいメリルを描いてくださいました。

　そんなメリルを見て、僕は思ったのです。「こんなにすごいイラストを描いてもらっているのに、僕はなにをやっているのだ。あきらめるのは早いだろ」と。

　それから僕は締切を守るべく、徹夜で原稿にあけくれました。二日連続で徹夜したのは、人生ではじめてのことだったかもしれません。とにもかくにも必死でやりました。いままで書けなかったのが嘘のように、執筆は順調に進みました。

　そして締切は刻々と近づき――結局、見事にぶちやぶりました！

　……まあ、ぎりぎりでがんばりはじめたところで、無理なものは無理でしたよね。というわけで、みなさまは仕事やら宿題やらは計画的にやりましょう！




　そんなこんなで謝辞です。

　わたしめが無様に締切をやぶったにもかかわらず、予定通りにこの二巻が出版されているのは、担当編集のＮさま、イラストレーターのｐｅｒｏｓｈｉさまはじめ、数えきれないほど多くの方の尽力があってこそです。本当にありがとうございました。

　ご尽力くださった関係各位に、あらためて心からの敬意と謝意を。

　そしてなにより。

　本作を手にとってくださった読者のみなさまに、最大級の感謝を。




二〇一七年五月　浅あさ葉ばルウイ
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